


『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』の皆様に
毎月送られる「かわら版」と出演者に送られるCD

季刊誌ライセンスメイトによる特集
番組の発展と支援の輪を拡げてきた毎年毎年の集大成作業

TEL 092-721-0101　FAX 092-725-3190（年中無休）
〒810-0001福岡市中央区天神1-3-38　天神121ビル13階

スタジオ日本 日曜討論番組を支える会

スタジオ日本「日曜討論」
http://touron.l-mate.net

「インターネット生放送番組」（毎週日曜日10:00～12:30）

ブラウザのアドレスバーに上記URLを入力
して番組ホームページにアクセスして下さい。

平成１５年１０月の放送開始以来、この番組に出演されたリスナーの皆様を中心に設立されたのが「スタジオ日
本 日曜討論番組を支える会」です。当会では、この番組に協力していただける新会員を広く募集しております。
入会ご希望の方は当会事務局までお気軽にご連絡ください。詳しい案内資料をお送りいたします。

ソーシャルストリーム（facebook、twitter）を
使って番組にコメントをリアルタイムでお寄せ
いただけます。

（エル）

好評配信中!

スマートフォンやタブレットPC
でも番組を視聴できます！

第1回放送（FM時代）からの放送内容をアーカイブでご視聴いただけます。
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アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net
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定期総会・記念講演会・懇親会インターネット生放送
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『Style FM日曜討論番組を支える会』『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

定期総会・記念講演会・懇親会

8月25日（日）

懇親会 4,000円講演会 500円（会員無料）
テルラホール［天神テルラ4階］福岡市中央区渡辺通 5-25-18

TEL(092)732-4441

定期総会　　13:00～14:15
記念講演会　14:30～15:30
懇親会　　　16:00～17:30（予定）

スタジオ日本 日曜討論番組を支える会
（お問い合わせ・お申し込み） TEL(092)721-0101FAX(092)725-3190

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

第６回

定期総会・記念講演会・懇親会
第6回

　今回で6回目となる｢日曜討論番

組を支える会｣(以下｢支える会｣)の

定期総会・記念講演会並びに懇親

会が平成24年8月26日(日)に福岡

市中央区天神のテルラホールで開

催された。69名の特別会員(法人・

個人）や正会員、番組会員の参加が

あった。

　第1部の総会は参加者全員による

国旗敬礼、国歌斉唱で始まった。伊

藤伉氏(伊藤メディアリテラシー研

究所所長)の開会の辞につづいて世

話人を代表して小菅亥三郎代表世

話人(専門学校ライセンスカレッジ

理事長)が挨拶に立ち、｢誇りある国

づくりといっても実相は千差万別、

様々な形で展開されており、その中

で適正と能力が追いつき、全体の

中で結節環的な重要度をもってい

る任務に巡り会うことは稀有なケー

スです。なすべき事柄の大きさや使

命の重大さとわが身の非力さとの

乖離になやみながらもこの戦線を

大東亜戦争で散華された英霊の皆

様から託された課題として真摯に

受け止め、誠心を尽くしていきたい

と思います」と述べ、｢凡、信義を守

ること常の道にはあれど、わきて軍

人は信義なくては一日も隊伍の中に

交わりてあらんこと難かるべし。信

とは己が言を践行ひ、義とは己が分

を盡すをいうなり」と軍人勅諭の一

節を挙げ、｢私たち世話人は信義を

重んじ、誇りある国づくり運動に邁

進していく所存です」と締め括っ

た。

　続いて来賓の前衆議院議員の西

川京子氏、日本会議専任研究員の

江崎道朗氏が挨拶された。総会で

は小菅亥三郎代表世話人が全会一

致で議長に選出され議事が進行さ

れていった。

　まず平成23年度の活動報告に

立った香月洋一副代表世話人(香月

内科医院理事長）は平成23年度に

放送した52回の各シリーズごとの

放送内容および周年企画篇、特別

篇、年末年始篇の紹介を行い、リス

ナーの皆様から大きな反響を呼ん

だとの報告があった。

　また、全番組のアーカイブ化や従

来の日曜討論番組というくくりでは

包摂できない集会や講演会等の収

録を新たに「特別報道番組」なる柱

を建てて、一般に発信するすること

にしたと新企画についての報告が

あった。

　その後、収支決算報告・監査報

告に続き、平成24年度の活動計画

について｢支える会｣世話人の梶栗

勝敏氏(日本会議福岡事務局長)よ

り説明があった。良質な番組作り

への協力、会員拡大への協力、特別

法人会員の拡大への配慮、真実の

情報発信への協力、活動の集大成

作業(雑誌「ライセンスメイト｣日曜

討論特集)への協力を呼びかけ、｢良

質な内容の提供こそが、視聴者の

方々に対する私共の責務」と提案さ

れ、承認された。

　役員選任では、世話人の塚田征

二氏(㈱裕生堂代表取締役)が退

任、新たに顧問に北村弥枝氏(教育

研究会未来理事長)、相談役に三好

誠氏(日本ペンクラブ会員)が就任、

世話人に施光恒氏(九州大学大学

院順教授）、木村秀人氏(私立高等

学校教諭）、矢ヶ部大輔氏(福岡教

育連盟執行委員長）の3人が、監事

には日隈精二氏(染呉服ますや店

主)が新たに就任し、21名の役員体

制となった。

　満場一致の拍手により全ての議

事は承認され、新世話人の施光恒

氏の閉会の辞で、総会は滞りなく終

了した。

　第2部の記念講演会では、神奈

川大学経済学部教授・一般社団法

人メディア報道研究政策センター

理事長の小山和伸先生にご登壇を

戴き、｢反日国家の対日工作に呼

応、国家崩壊を目論む　内なる敵

反日メディアを糾す」と題し、尖閣・

竹島の領土問題の歴史的・外交的

経緯をたどりつつ、いかに中韓両国

の要求が不当であるか、またわが国

のメディアがその真実を報道してい

ないかなど、熱のこもったお話をし

て戴いた。

　講演会の後は年中無休で頑張っ

ておられるコメンテーターやスタッ

フの労をねぎらい、恒例の懇親会が

和やかな雰囲気の中、盛大に行わ

れた。なお総会・講演会の模様は、

特別報道番組として番組ホーム

ページのアーカイブでご覧いただけ

ます。（http//touron.l-mate.net）

　平成15年10月の放送開始以来、
多くの憂国の士の皆様にご支援を
賜わり、平成17年8月に｢日曜討論
番組を支える会」を設立することが
できました。爾来、会員数も着実に

増加し、番組を物心両面から下支え
する団体になりました。
　そこでこの度、会員の皆様に活動
と収支の報告をさせていただくため
に、下記の通り定期総会・講演会・

懇親会を開催いたします。
　ご多忙中の折、誠に恐縮ではご
ざいますが、何卒ご臨席賜わります
ようご案内申し上げます。

ー東京裁判史観と決別し、世界に冠たる道義国家を建設しようー
ミニコミ紙で出来る戦後秩序の変革 平成25年

12時30分開場、13時開会どなたでも
ご参加
できます。

演題

参加費

定期総会・記念講演会・懇親会
- 国益を守り 真実を語り 誠心を尽くすことに 休日なし -

スタジオ日本 日曜討論番組を支える会

講師

新聞「アイデンティティ」主幹

葛目 浩一 先生
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『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

第４回 年末総会・新会員歓迎会
　平成24年12月21日(金)18時か

ら、福岡市中央区赤坂の京懐石「松

幸」においてスタジオ日本日曜討論

番組を支える会(以下、｢支える会｣)

の第4回年末総会・新会員歓迎会

が開催され、今回は特別記念講演と

して参議院議員・元拉致問題担当

相の中山恭子先生に｢あの日、あの

時。｣と題して、ご講演を戴いた。

　中山先生は、キルギス誘拐事件

と北朝鮮拉致問題の相違性等を語

り、“あのとき―国家の意志―”に

ついてお話された。講演の要旨は

以下の通り。

　駐ウズベキスタン兼タジキスタン

大使として着任早々の平成11年

(1999)8月、キルギスの山中で、日

本人鉱山技師4人が、イスラム原理

主義グループに拉致されるという

事件が発生しました。

　犯人グループは直後に日本人た

ちを連れて、隣国タジキスタンにあ

る彼らの拠点に移動しました。人質

を救出するためには、確実な情報を

持ち、犯人グループに影響力を持

つタジキスタンとウズベキスタンの

協力がどうしても必要だということ

は自明でした。

　ところがこの時、外務省が打ち出

したのは、戦後ずっと取られてきた

外交方針と同様「事件発生国キル

ギス政府に全てお任せする」という

ものであり、ウズベキスタンの日本

大使館には「情報収集のみ」との指

示でした。

　しかし、自分が大使とし

て管轄する国で日本人が

人質となり、その命が危

険に晒されているのに、

情報収集のみで良いとは

到底納得できず、辞表を

胸に独自の判断で救出に

当たりました。

　若い大使館員たちも事

態を深刻に受け止め全勢

力を注ぎ、発生から64日

後、4人はタジキスタン北部の山中

で無事に保護されました。しかし、

4人はキルギスで解放されたことと

するためキルギスへ運ばれ、同国政

府から日本へ引渡されたのでし

た。

　人質救出の過程で、国民の命より

も他国のことを慮り、自分たちの責

任を逃れようとする外交姿勢に何

度、慄然としたことでしょうか。

　国際社会では、領土と国民を守
るのは国家の責務であり、それなし
には信頼されません。このことは中
央アジアの国ウズベキスタンで、大
使として、キルギスにおける日本人
鉱山技師拉致事件に対応した経験
からも、当然のことと考えていまし
た。
　平成14年(2002)9月、思いもよら
ず北朝鮮による拉致被害者家族担
当の内閣官房参与に任命され、翌
月10月15日には蓮池薫さん、祐木
子さん、地村保志、富貴恵さん、曽
我ひとみさんの5人を平壌に迎えに
行きました。
　平壌空港で、集まって話をしてい
た5人に「おはようございます」と声
をかけましたら、一斉に振り向いて
「おはようございます」との挨拶が
かえってきました。その瞬間、5人は
日本人としての心を失っていない、
と確信しました。
　当初は北朝鮮からの「出張」命令
での訪日であり、1週間で北朝鮮に

戻すということになっていました。
しかし、袋詰めにされて無理やり連
れていかれた人 を々、拉致した犯人
の手に再び戻すことはあってはなら
ないことです。国民を守ることは国
家の基本的な役割であると主張し
続けました。
　10月24日午前、官邸内の安倍官
房副長官を囲む会議の最中に、5人
全員から「日本に残りたいが、北朝
鮮に残してきた家族が心配だ」とい
う返事が届きました。
　しかし、対立は激しく、休憩にな
りました。プレスに囲まれて、何が
問題なのかと問われ、「国家の意思
の問題です」と答えたところ、その
発言に対して「『国家』という単語
を使うとはなにごとか」という強い
批判が多く寄せられました。「国
家」という意識を持てない状態に
なっていることを改めて思い知らさ
れ愕然としたものです。
　激論の末、10月24日夕刻、福田
官房長官(当時)から「日本政府が5

人を日本に留める」との政府方針が
発表されたのです。これまで蔑ろに
されてきた、国家の意思として「国
民を守る」という当然の考え方が、
日本外交に取り入れられた瞬間で
あり、その後の「国家の役割」につ
いての議論のきっかけになったと考
えています。
　平壌空港で会った横田めぐみさ
んの娘、キム・へギョンさんの姿は
今も目に焼き付いている。鞄に入れ
ていた横田早紀江さんの著書『めぐ
み、お母さんがきっと助けてあげ
る』を渡すと、彼女は日本語は読め
ないながら表紙にある自分とそっく
りなめぐみさんの写真をじっと見つ
めていました。
　あれから10年、めぐみさんとキ
ム・へギョンさんが2人揃って、もち
ろん全拉致被害者とともに日本の
地を踏むことを必ず実現しなけれ
ばなりません。それが、戦後自国民
を守れなかった、守ることを置き去
りにしてきた国家の責任です。

『日曜討論』に皆様のご出演を！
国益にかない、真実を伝える番組の制作者・出演者を募集中

　インターネット生放送番組『スタジオ日本 日曜討論』
は、平成 15 年 10 月の放送開始以来今日まで 1 回も
欠かさず、毎週日曜日午前 10 時から２時間半の番組
を実施してきました。その回数は平成 25 年 6 月末現
在で 509 回となりました。番組でこれまで取り上げた
テーマは、皇室、歴史、教育、防衛、憲法、領土領海、台湾・
中国・韓国、男女共同参画、家庭、子育てなど幅広い
分野に亙っております。番組にはそれぞれ専門の方や
関係者、有志の方々にご出演戴き、有意義な議論を展
開してきました。
　この度、さらなる放送内容の充実を図っていくために、
『日曜討論』番組の企画や出演者を幅広く募集すること
に致しました。「国益を守り、真実を語り、真心を尽くす」
という私どもの番組の趣旨にご賛同戴けます方は、是
非ご応募戴ければと存じます。簡単な要項は右記のと
おりです。
　なお、恐縮ですが、当番組はボランティアスタッフ
による制作に努めておりますので、出演料・交通費は
無償でございます。その点は、何卒、御了承願いたい
と思います。皆様方の積極的なご参加を心よりお待ち
申し上げております。

＊趣　旨　　わが国の歴史、文化、伝統を大切にし、国や地域、
　　　　　　家庭を愛し、国家・国民を大事にする内容であれ
　　　　　　ば結構です
＊番　組　　毎週日曜日10時～ 12時 30分［2時間 30分］
　　　　　　毎回生番組による放送です
＊シリーズ　１シリーズは６回の番組で構成されています
　　　　　　６週続けての番組となります
＊出演者　　出演者は１回につき２～４人
　　　　　　（司会進行役は、支える会より１名出席します）
＊出演料等　無償（ボランティア協力です）

『日曜討論』番組の企画・出演者の募集

〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38 天神 121ビル 13階
TEL 092(721)0101　FAX 092(725)3190
担当　茅野（かやの）・井上

スタジオ日本 日曜討論番組を支える会　事務局

「スタジオ日本 日曜討論番組を支える会」からのご案内

外交の基礎は国民を守ること

キルギス誘拐事件との相違性

年末総会・新会員歓迎会
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　『日曜討論』の番組も、平成15年10月5日の第1回放送より、毎週日
曜日に欠かすことなく放送され、10周年を迎えました。また今年６月に
は放送回数も509回を達成し、地場・福岡において前例のないユニー
クな「社会派番組」として、その地位を確立してきました。
　『日曜討論』継続の要因は、一にも二にもボランティア出演者の方々
の深いご理解とご支援の賜物と感謝申し上げます。
　今回は、『日曜討論10年の歩み』として、第1回より今日に至る全82
シリーズ（本篇79シリーズ468回、年末年始篇14回、周年篇6回、特別
篇21回）と特別報道番組の内容をご紹介します。

日曜討論10年の歩み
シリーズ紹介

『歴史教育を考える』

本篇第2弾　全6回
平成15年11月16日～平成15年12月21日
　昭和57年の教科書誤報事件を機に検定基準に｢近隣諸国
条項｣が設けられ､わが国の歴史教育は大きく歪められてしま
いました。嘗ては史実が未確定故に教科書に不掲載であっ
た南京事件は今日では日本軍の侵略戦争の象徴として描か
れており､この誤りを正すために上杉千年先生が岐阜県から
3回連続出演して戴きました｡南京事件を巡る『日曜討論』の
この内容はネットの世界でも反響があり､数百件に及ぶ書き
込みがありました｡一方､2回に亙って放送したアジア解放の
歴史に対しては現役の学生から学校では習ったことのなか
った歴史として感動と感謝のメールが寄せられました。

独立記念日にスカルノ・ハッタ公園でムルデカ（独立）を叫ぶ
インドネシア人。戦後、インドネシアの独立に日本軍人の貢献は
大きかった

『男女共同参画を考える』

本篇第1弾　全6回
平成15年10月5日～平成15年11月9日

　『日曜討論』を誕生させる切っ掛けとなったシリーズです｡
平成15年1月よりスタートした福岡市の男女共同参画推進条
例案は､市民の感覚とは大きく懸け離れたジェンダーフリー
思想に基づく内容で進められていました｡その内容の偏向性
､危険性を市民に訴えるために取り上げた6回の内容の反響
は大きく､福岡市の男女共同参画課もこの番組には無関心で
いられなくなりました。有難いことに､この番組の効果もあっ
て､福岡市が当初発表した「中間取りまとめ(案)｣に対して市
民から当局の予想を遥かに超える反対意見が多数寄せられ
､偏向し過ぎた市の条例案に大幅な軌道修正を迫りました｡

『日曜討論』が誕生するきっかけになった日本会議福岡主催
の『男女共同参画講演会』（平成15年8月30日）

『日本の建国を考える』

本篇第3弾　全6回
平成16年1月11日～平成16年2月15日

　平成16年年頭のこのシリーズより『日曜討論』を貫くテー
マを「日本再発見｣に決定しました｡戦後､占領政策により喪
失させられた日本人としてのアイデンティティを回復していく
ためです｡2月11日の「建国記念の日」を控え､わが国の国柄
について取り上げました。世界に190ヶ国以上存在する国々
の中で世界最大且つ最古の君主国家はわが国であり､神話
からの歴史を今なお持続する独特の国柄を保持しています。
「子どもたちに伝えたい｣シリーズとして､日本の伝統･文化の
根源となる神道や､神話に見られる神々の世界､また神武建国
の歴史､天皇陛下のご公務等について取り上げました｡

古事記・日本書紀の伝える神話。岩屋にこもった天照大神を
呼び出そうとする八百万の神々

『海の彼方のニッポン
    "台湾"を訪ねて』

本篇第4弾　全6回
平成16年2月22日～平成16年3月28日

　日本と台湾は運命共同体であります｡平成11年より始まっ
た日華(台)親善友好慰霊訪問団として訪台された方々の体
験談を中心に､台湾の歴史や50年に亙る統治時代の日本の
功績､また台湾で高く評価されている「日本精神｣､日本と台
湾の将来など多岐に亙って紹介しました。日本統治時代の台
湾生まれの台湾育ちの森晴治先生からは当時の貴重な証言
を戴きました｡このシリーズでは台湾の留学生にも出演して
戴き、台湾の関係機関や留学生の会からも過分な謝意と評
価を戴きました｡このシリーズの内容は全て台湾本国にも寄
贈されました。

3万3千柱の元日本軍の台湾人戦没者の慰霊と、日本・台湾の
友好、親善、国交回復を願って平成11年より実施されている日
華（台）親善友好慰霊訪問団

『近くて遠い国・韓国』

本篇第6弾　全6回
平成16年5月16日～平成16年6月20日

　日本と韓国が基本条約を締結し､国交正常化より40年の
年月が経過しました。しかしながら､日本と韓国の間には埋
め難い問題が横たわっています｡特に平成16年3月韓国国会
で｢親日派特別法｣が制定されるなど両国の関係を一層難し
くしています｡『「植民地｣朝鮮の研究』の杉本幹夫先生が東
京から3回も来福され､日韓併合の背景から朝鮮近代化への
わが国の努力､戦後の補償問題など､日韓両国の根底にある
日韓併合から国交回復までの歴史を丁寧に説明して戴きま
した｡中でも日韓国交回復時にわが国が支払った補償は､当
時韓国の請求により北朝鮮の分までだった事実を指摘され
ました。

昭和17年の新興工業都市・興南に工場が次々に進出。産業革
命を起こしえなかった朝鮮に、日韓併合時代わが国は、イン
フラ整備を行い近代化を図った

『日本の国境線を考える』

本篇第5弾　全6回
平成16年4月4日～平成16年5月9日

　領土問題は国家の盛衰を左右しかねない重要な問題であ
ります｡北方領土､尖閣諸島､竹島がいずれもわが国の正当な
領土でありながら､多くの国民には十分認識されていません。
領土問題の解決には政府のみならず国民の鉄の意志と結束
が必要であります｡北方領土の訪問者や尖閣諸島上陸体験
者、戦前の朝鮮の生活体験者にも出演して戴き､それぞれの
歴史的な背景からわが国所属の正当性､現状や課題､また打
開策について取り上げました｡このシリーズの直前には中国
の活動家が魚釣島に上陸したり､沖ノ鳥島は島ではなく岩で
あるとの中国政府の暴言があり､まことにタイムリーな企画と
なりました｡

2月7日の「北方領土の日」に開催された北方領土返還要求全
国大会には小泉首相も出席。返還実現への強い決意が示され
た（平成16年2月7日）

『愛は家庭から』

本篇第8弾　全6回
平成16年8月15日～平成16年9月19日

　「世界の母｣と慕われたマザー･テレサの「今日､平和を破
壊するいちばん恐ろしいものは堕胎です｣と云う言葉に啓発
され､胎児の生命を守るために全国各地に｢いのちの会｣が誕
生しました｡マザーの｢子どもは神様から賜った最も美しい贈
り物である｣などの心のメッセージを数々紹介しながら､胎児
の生命の尊さやこの世の一人ひとりが奇跡の存在であること
をお伝えし､産むことに悩んでいる方への相談や産まれてく
る胎児を支援する同会の感動的な活動を紹介して戴きまし
た｡この番組を聴かれて「救われた」との感謝の念から､直接
放送局へ来訪された方がありました｡

「愛は家庭から始まります」と胎児や子ども達への親の愛を
呼びかけられたマザー・テレサ

『活躍する自衛隊』

本篇第7弾　全6回
平成16年7月4日～平成16年8月8日

　戦後､自衛隊は国家･国民のために様々な活躍をしてきまし
たが､マスコミは憲法問題が絡む自衛隊を嫌い､活躍する姿を
国民の目から意図的に遠ざけてきました。しかし平成3年の
ペルシア湾への掃海艇派遣､同7年の阪神淡路大震災､凶悪
なテロ行為だったオウムサリン事件への対処は自衛隊なくし
ては対応できず､その実力を国民の前に遺憾なく発揮し､自衛
隊に対する国民の信頼と期待は格段に向上しました。自衛
隊OBの方々によって災害派遣､国際貢献､防衛のための緊急
発進など様々な場面で活躍してきた実績を紹介して戴き､自
衛隊の知られざる真実の姿を明らかにしました｡

有珠山の噴火に伴う自衛隊の災害派遣。人命救助、給食給水
活動等を実施（平成12年3～7月）

『家族の絆』

本篇第11弾　全6回
平成17年1月9日～平成17年2月13日

　嘗てアルビン･トフラーは､｢人類に重大な危機が到来する
ならば､人々が家庭本来の尊い意義を喪失し､それに由来して
家庭が崩壊してしまう時であろう｣と予言しました｡まさしく家族
の強化､家庭の復活こそ人類の幸福を招く鍵であります｡その
家庭が幸福になるためには「母親の心のあり方が大切」として
､夫を尊敬し家族に愛を与え続ける母親の役割を語り続け､数
多くの家庭を救ってきた『教育研究会未来』の方々に出演して
戴き､胎教から思春期までの子育て等､数々の素晴らしい実例
を沢山紹介して戴きました｡視聴者からも反響があり､番組に
は多数のFAXやメールが寄せられました｡

全国各地で活発に開催されている教育研究会未来の「親が変
われば子が変わる」の『心の教育』講演会

『社会の幸福』

本篇第12弾　全6回
平成16年6月27日、平成17年2月20日～平成17年3月27日
　｢男女共同参画を考える」シリーズで始まった『日曜討論』も
開始以来1年半を迎えました｡案の定全国で男女共同参画を
巡るトラブルが続出し､その実情を紹介するために八女市､飯
塚市､筑後市､太宰府市､大牟田市など各地で条例案是正に
関わってこられた方々に出演して戴きました｡各市町村の条例
案は次第に巧妙化､悪質化しており､特に17年3月に制定され
た飯塚市の条例は全条文の約半分がオンブズパーソンにつ
いて設けられました。裁判官でも警察官でもないオンブズパー
ソンに特定の権限を与えることは思想管理社会を生み出し､ま
さに社会や市民に不幸をもたらすことを警告しました｡

本来の「男女共同参画」とは何かについて各地で活発に開か
れる講演会

『靖國神社』

本篇第9弾　全6回
平成16年10月3日～平成16年11月7日

　靖國神社には約250万人の英霊が祀られています｡毎年約
600万人が訪れる靖國神社は世界で最も参拝者が多い慰霊
施設です｡番組では、靖國神社の創建の歴史から祀られてい
るご祭神､毎日一日も欠かさず行なわれている厳粛な祭典､
最も重要な春秋の例大祭､更には昭和殉難者(「戦犯者｣の呼
称は誤り)合祀への経緯､わが国の首相や戦後の各国要人､
外国軍隊の靖國神社への参拝を紹介し､今なおわが国の中
心的慰霊施設であることをお話ししました｡この番組を聴か
れた視聴者から番組で紹介した英霊の方々の遺書に感銘さ
れ､「気持ちを入れ替え､これからは靖國神社に参拝したい｣
とのメールが寄せられました｡

毎年8月15日終戦記念日には10万人前後の参拝者が訪れる
靖國神社。首相の参拝が期待されている

『軍隊体験』

本篇第10弾　全6回
平成16年11月14日～平成16年12月19日
　終戦以来約60年の年月が経過しました｡その間､わが国の
歴史上最大の国難であった大東亜戦争を戦地で経験された
方々は殆ど神去られ､真実の戦争経験者の方々の体験を聞く
機会は極めて困難になりました。そこで軍規厳正､世界で最
も鍛えられた日本帝国軍人を体験された方々に､幼年学校､
士官学校､陸軍､海軍､特攻隊などのご経験から今日と比較し
て､当時の教育や軍隊での体験を語って戴きました｡中でも
小学校高学年の時に｢アジアから米欧を駆逐しアジア人の手
に取り戻すことを人生の志とした｣との話には､激動の時代を
生き抜く当時のわが国の青少年の士気の高さに感嘆させら
れました。

新京関東軍司令部屋上で副官より市街説明を聞く候補生
（日高清・福岡県郷友連盟常任顧問所蔵写真より）

『日本の誇り自衛隊』

本篇第14弾　全6回
平成17年5月15日～平成17年6月26日

　今年3月20日､明治23年福岡管区気象台が観測を開始し
て以来､県内で最大規模の地震が起こりました｡また昨年2月
に第一次イラク復興支援隊が派遣されて1年余りが経過しま
した｡いずれも自衛隊の活躍が茶の間を賑わせました｡今回
は､昨年7・8月の「活躍する自衛隊シリーズ｣以降の自衛隊の
活躍を中心に紹介しながら､「災害派遣｣や｢国際平和維持活
動｣での自衛隊の実績､イラクに駐留する部隊の中で最も評
価されている自衛隊の支援活動を紹介しました｡加えて自衛
隊の本義に関わる｢国防｣や｢新防衛計画大綱」についてはま
だ課題が多く､OBの方々より評価以上に将来への懸念が示
されました｡

わが国を取り巻く安全保障状況は厳しいものがある。
朝鮮半島や台湾海峡を巡る問題、中国潜水艦の日本の
領海内潜行など、防衛力の整備が望まれる

『中学歴史教科書』

本篇第13弾　全6回
平成17年4月3日～平成17年5月8日

　平成17年4月3日､扶桑社の『新しい歴史教科書』が検定
合格しました｡昨年､東京都が現行の扶桑社の教科書を採択
した時に横山委員長は｢実に共感するところが多い｣とコメン
トしました｡このシリーズでは､近年の教科書検定を拘束して
いる｢近隣諸国条項｣の問題点について検証し､続いて現行
の扶桑社と他社の教科書とを比較､決定的な違いが見られる
近現代史､特に日韓併合､満州事変､支那事変を取り上げまし

た｡最終回は､伊藤哲夫
先生(日本政策研究セ
ンター所長)に出演して
戴き､本年検定に合格
した最新の扶桑社と各
社の歴史教科書とを比
較し､扶桑社教科書の
特色をアピールしまし
た。

平成18年度から21年度迄4年間に亙って使用される検定合
格の扶桑社の歴史教科書。学習指導要領に最も適した教科書
として高い評価を集めている

『子どもは授かりもの』

本篇第15弾　全6回
平成17年7月10日～平成17年8月14日

　今日､わが国の将来に最も深刻な影を落としているのは少
子高齢化であります｡加えて､女性の中から母性の喪失が指
摘されるようになり､子どもを産まない女性や結婚を否定す
る若者が増えています｡嘗て「赤ん坊が生まれて一番幸せな
国｣と謳われ､子どもを中心に存在した温かい社会や慣習が
しっかりわが国を支えていました｡福岡県助産師会会長の賀
久はつ先生より､女性が持つ本来の天分を発揮し､いのちの
継承が行われていく社会を作り上げていくために､｢出産の

素晴らしさ｣や｢子育て
文化｣｢結婚教育｣など､
女性が生きてゆくため
の様々な助言をして戴
きました。

福岡県助産師会会長の賀来はつ先生。
4千人の子どもを取りあげられたその手は、魔法の手と新聞
各紙にも紹介された
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　『日曜討論』の番組も、平成15年10月5日の第1回放送より、毎週日
曜日に欠かすことなく放送され、10周年を迎えました。また今年６月に
は放送回数も509回を達成し、地場・福岡において前例のないユニー
クな「社会派番組」として、その地位を確立してきました。
　『日曜討論』継続の要因は、一にも二にもボランティア出演者の方々
の深いご理解とご支援の賜物と感謝申し上げます。
　今回は、『日曜討論10年の歩み』として、第1回より今日に至る全82
シリーズ（本篇79シリーズ468回、年末年始篇14回、周年篇6回、特別
篇21回）と特別報道番組の内容をご紹介します。

日曜討論10年の歩み
シリーズ紹介

『歴史教育を考える』

本篇第2弾　全6回
平成15年11月16日～平成15年12月21日
　昭和57年の教科書誤報事件を機に検定基準に｢近隣諸国
条項｣が設けられ､わが国の歴史教育は大きく歪められてしま
いました。嘗ては史実が未確定故に教科書に不掲載であっ
た南京事件は今日では日本軍の侵略戦争の象徴として描か
れており､この誤りを正すために上杉千年先生が岐阜県から
3回連続出演して戴きました｡南京事件を巡る『日曜討論』の
この内容はネットの世界でも反響があり､数百件に及ぶ書き
込みがありました｡一方､2回に亙って放送したアジア解放の
歴史に対しては現役の学生から学校では習ったことのなか
った歴史として感動と感謝のメールが寄せられました。

独立記念日にスカルノ・ハッタ公園でムルデカ（独立）を叫ぶ
インドネシア人。戦後、インドネシアの独立に日本軍人の貢献は
大きかった

『男女共同参画を考える』

本篇第1弾　全6回
平成15年10月5日～平成15年11月9日

　『日曜討論』を誕生させる切っ掛けとなったシリーズです｡
平成15年1月よりスタートした福岡市の男女共同参画推進条
例案は､市民の感覚とは大きく懸け離れたジェンダーフリー
思想に基づく内容で進められていました｡その内容の偏向性
､危険性を市民に訴えるために取り上げた6回の内容の反響
は大きく､福岡市の男女共同参画課もこの番組には無関心で
いられなくなりました。有難いことに､この番組の効果もあっ
て､福岡市が当初発表した「中間取りまとめ(案)｣に対して市
民から当局の予想を遥かに超える反対意見が多数寄せられ
､偏向し過ぎた市の条例案に大幅な軌道修正を迫りました｡

『日曜討論』が誕生するきっかけになった日本会議福岡主催
の『男女共同参画講演会』（平成15年8月30日）

『日本の建国を考える』

本篇第3弾　全6回
平成16年1月11日～平成16年2月15日

　平成16年年頭のこのシリーズより『日曜討論』を貫くテー
マを「日本再発見｣に決定しました｡戦後､占領政策により喪
失させられた日本人としてのアイデンティティを回復していく
ためです｡2月11日の「建国記念の日」を控え､わが国の国柄
について取り上げました。世界に190ヶ国以上存在する国々
の中で世界最大且つ最古の君主国家はわが国であり､神話
からの歴史を今なお持続する独特の国柄を保持しています。
「子どもたちに伝えたい｣シリーズとして､日本の伝統･文化の
根源となる神道や､神話に見られる神々の世界､また神武建国
の歴史､天皇陛下のご公務等について取り上げました｡

古事記・日本書紀の伝える神話。岩屋にこもった天照大神を
呼び出そうとする八百万の神々

『海の彼方のニッポン
    "台湾"を訪ねて』

本篇第4弾　全6回
平成16年2月22日～平成16年3月28日

　日本と台湾は運命共同体であります｡平成11年より始まっ
た日華(台)親善友好慰霊訪問団として訪台された方々の体
験談を中心に､台湾の歴史や50年に亙る統治時代の日本の
功績､また台湾で高く評価されている「日本精神｣､日本と台
湾の将来など多岐に亙って紹介しました。日本統治時代の台
湾生まれの台湾育ちの森晴治先生からは当時の貴重な証言
を戴きました｡このシリーズでは台湾の留学生にも出演して
戴き、台湾の関係機関や留学生の会からも過分な謝意と評
価を戴きました｡このシリーズの内容は全て台湾本国にも寄
贈されました。

3万3千柱の元日本軍の台湾人戦没者の慰霊と、日本・台湾の
友好、親善、国交回復を願って平成11年より実施されている日
華（台）親善友好慰霊訪問団

『近くて遠い国・韓国』

本篇第6弾　全6回
平成16年5月16日～平成16年6月20日

　日本と韓国が基本条約を締結し､国交正常化より40年の
年月が経過しました。しかしながら､日本と韓国の間には埋
め難い問題が横たわっています｡特に平成16年3月韓国国会
で｢親日派特別法｣が制定されるなど両国の関係を一層難し
くしています｡『「植民地｣朝鮮の研究』の杉本幹夫先生が東
京から3回も来福され､日韓併合の背景から朝鮮近代化への
わが国の努力､戦後の補償問題など､日韓両国の根底にある
日韓併合から国交回復までの歴史を丁寧に説明して戴きま
した｡中でも日韓国交回復時にわが国が支払った補償は､当
時韓国の請求により北朝鮮の分までだった事実を指摘され
ました。

昭和17年の新興工業都市・興南に工場が次々に進出。産業革
命を起こしえなかった朝鮮に、日韓併合時代わが国は、イン
フラ整備を行い近代化を図った

『日本の国境線を考える』

本篇第5弾　全6回
平成16年4月4日～平成16年5月9日

　領土問題は国家の盛衰を左右しかねない重要な問題であ
ります｡北方領土､尖閣諸島､竹島がいずれもわが国の正当な
領土でありながら､多くの国民には十分認識されていません。
領土問題の解決には政府のみならず国民の鉄の意志と結束
が必要であります｡北方領土の訪問者や尖閣諸島上陸体験
者、戦前の朝鮮の生活体験者にも出演して戴き､それぞれの
歴史的な背景からわが国所属の正当性､現状や課題､また打
開策について取り上げました｡このシリーズの直前には中国
の活動家が魚釣島に上陸したり､沖ノ鳥島は島ではなく岩で
あるとの中国政府の暴言があり､まことにタイムリーな企画と
なりました｡

2月7日の「北方領土の日」に開催された北方領土返還要求全
国大会には小泉首相も出席。返還実現への強い決意が示され
た（平成16年2月7日）

『愛は家庭から』

本篇第8弾　全6回
平成16年8月15日～平成16年9月19日

　「世界の母｣と慕われたマザー･テレサの「今日､平和を破
壊するいちばん恐ろしいものは堕胎です｣と云う言葉に啓発
され､胎児の生命を守るために全国各地に｢いのちの会｣が誕
生しました｡マザーの｢子どもは神様から賜った最も美しい贈
り物である｣などの心のメッセージを数々紹介しながら､胎児
の生命の尊さやこの世の一人ひとりが奇跡の存在であること
をお伝えし､産むことに悩んでいる方への相談や産まれてく
る胎児を支援する同会の感動的な活動を紹介して戴きまし
た｡この番組を聴かれて「救われた」との感謝の念から､直接
放送局へ来訪された方がありました｡

「愛は家庭から始まります」と胎児や子ども達への親の愛を
呼びかけられたマザー・テレサ

『活躍する自衛隊』

本篇第7弾　全6回
平成16年7月4日～平成16年8月8日

　戦後､自衛隊は国家･国民のために様々な活躍をしてきまし
たが､マスコミは憲法問題が絡む自衛隊を嫌い､活躍する姿を
国民の目から意図的に遠ざけてきました。しかし平成3年の
ペルシア湾への掃海艇派遣､同7年の阪神淡路大震災､凶悪
なテロ行為だったオウムサリン事件への対処は自衛隊なくし
ては対応できず､その実力を国民の前に遺憾なく発揮し､自衛
隊に対する国民の信頼と期待は格段に向上しました。自衛
隊OBの方々によって災害派遣､国際貢献､防衛のための緊急
発進など様々な場面で活躍してきた実績を紹介して戴き､自
衛隊の知られざる真実の姿を明らかにしました｡

有珠山の噴火に伴う自衛隊の災害派遣。人命救助、給食給水
活動等を実施（平成12年3～7月）

『家族の絆』

本篇第11弾　全6回
平成17年1月9日～平成17年2月13日

　嘗てアルビン･トフラーは､｢人類に重大な危機が到来する
ならば､人々が家庭本来の尊い意義を喪失し､それに由来して
家庭が崩壊してしまう時であろう｣と予言しました｡まさしく家族
の強化､家庭の復活こそ人類の幸福を招く鍵であります｡その
家庭が幸福になるためには「母親の心のあり方が大切」として
､夫を尊敬し家族に愛を与え続ける母親の役割を語り続け､数
多くの家庭を救ってきた『教育研究会未来』の方々に出演して
戴き､胎教から思春期までの子育て等､数々の素晴らしい実例
を沢山紹介して戴きました｡視聴者からも反響があり､番組に
は多数のFAXやメールが寄せられました｡

全国各地で活発に開催されている教育研究会未来の「親が変
われば子が変わる」の『心の教育』講演会

『社会の幸福』

本篇第12弾　全6回
平成16年6月27日、平成17年2月20日～平成17年3月27日
　｢男女共同参画を考える」シリーズで始まった『日曜討論』も
開始以来1年半を迎えました｡案の定全国で男女共同参画を
巡るトラブルが続出し､その実情を紹介するために八女市､飯
塚市､筑後市､太宰府市､大牟田市など各地で条例案是正に
関わってこられた方々に出演して戴きました｡各市町村の条例
案は次第に巧妙化､悪質化しており､特に17年3月に制定され
た飯塚市の条例は全条文の約半分がオンブズパーソンにつ
いて設けられました。裁判官でも警察官でもないオンブズパー
ソンに特定の権限を与えることは思想管理社会を生み出し､ま
さに社会や市民に不幸をもたらすことを警告しました｡

本来の「男女共同参画」とは何かについて各地で活発に開か
れる講演会

『靖國神社』

本篇第9弾　全6回
平成16年10月3日～平成16年11月7日

　靖國神社には約250万人の英霊が祀られています｡毎年約
600万人が訪れる靖國神社は世界で最も参拝者が多い慰霊
施設です｡番組では、靖國神社の創建の歴史から祀られてい
るご祭神､毎日一日も欠かさず行なわれている厳粛な祭典､
最も重要な春秋の例大祭､更には昭和殉難者(「戦犯者｣の呼
称は誤り)合祀への経緯､わが国の首相や戦後の各国要人､
外国軍隊の靖國神社への参拝を紹介し､今なおわが国の中
心的慰霊施設であることをお話ししました｡この番組を聴か
れた視聴者から番組で紹介した英霊の方々の遺書に感銘さ
れ､「気持ちを入れ替え､これからは靖國神社に参拝したい｣
とのメールが寄せられました｡

毎年8月15日終戦記念日には10万人前後の参拝者が訪れる
靖國神社。首相の参拝が期待されている

『軍隊体験』

本篇第10弾　全6回
平成16年11月14日～平成16年12月19日
　終戦以来約60年の年月が経過しました｡その間､わが国の
歴史上最大の国難であった大東亜戦争を戦地で経験された
方々は殆ど神去られ､真実の戦争経験者の方々の体験を聞く
機会は極めて困難になりました。そこで軍規厳正､世界で最
も鍛えられた日本帝国軍人を体験された方々に､幼年学校､
士官学校､陸軍､海軍､特攻隊などのご経験から今日と比較し
て､当時の教育や軍隊での体験を語って戴きました｡中でも
小学校高学年の時に｢アジアから米欧を駆逐しアジア人の手
に取り戻すことを人生の志とした｣との話には､激動の時代を
生き抜く当時のわが国の青少年の士気の高さに感嘆させら
れました。

新京関東軍司令部屋上で副官より市街説明を聞く候補生
（日高清・福岡県郷友連盟常任顧問所蔵写真より）

『日本の誇り自衛隊』

本篇第14弾　全6回
平成17年5月15日～平成17年6月26日

　今年3月20日､明治23年福岡管区気象台が観測を開始し
て以来､県内で最大規模の地震が起こりました｡また昨年2月
に第一次イラク復興支援隊が派遣されて1年余りが経過しま
した｡いずれも自衛隊の活躍が茶の間を賑わせました｡今回
は､昨年7・8月の「活躍する自衛隊シリーズ｣以降の自衛隊の
活躍を中心に紹介しながら､「災害派遣｣や｢国際平和維持活
動｣での自衛隊の実績､イラクに駐留する部隊の中で最も評
価されている自衛隊の支援活動を紹介しました｡加えて自衛
隊の本義に関わる｢国防｣や｢新防衛計画大綱」についてはま
だ課題が多く､OBの方々より評価以上に将来への懸念が示
されました｡

わが国を取り巻く安全保障状況は厳しいものがある。
朝鮮半島や台湾海峡を巡る問題、中国潜水艦の日本の
領海内潜行など、防衛力の整備が望まれる

『中学歴史教科書』

本篇第13弾　全6回
平成17年4月3日～平成17年5月8日

　平成17年4月3日､扶桑社の『新しい歴史教科書』が検定
合格しました｡昨年､東京都が現行の扶桑社の教科書を採択
した時に横山委員長は｢実に共感するところが多い｣とコメン
トしました｡このシリーズでは､近年の教科書検定を拘束して
いる｢近隣諸国条項｣の問題点について検証し､続いて現行
の扶桑社と他社の教科書とを比較､決定的な違いが見られる
近現代史､特に日韓併合､満州事変､支那事変を取り上げまし

た｡最終回は､伊藤哲夫
先生(日本政策研究セ
ンター所長)に出演して
戴き､本年検定に合格
した最新の扶桑社と各
社の歴史教科書とを比
較し､扶桑社教科書の
特色をアピールしまし
た。

平成18年度から21年度迄4年間に亙って使用される検定合
格の扶桑社の歴史教科書。学習指導要領に最も適した教科書
として高い評価を集めている

『子どもは授かりもの』

本篇第15弾　全6回
平成17年7月10日～平成17年8月14日

　今日､わが国の将来に最も深刻な影を落としているのは少
子高齢化であります｡加えて､女性の中から母性の喪失が指
摘されるようになり､子どもを産まない女性や結婚を否定す
る若者が増えています｡嘗て「赤ん坊が生まれて一番幸せな
国｣と謳われ､子どもを中心に存在した温かい社会や慣習が
しっかりわが国を支えていました｡福岡県助産師会会長の賀
久はつ先生より､女性が持つ本来の天分を発揮し､いのちの
継承が行われていく社会を作り上げていくために､｢出産の

素晴らしさ｣や｢子育て
文化｣｢結婚教育｣など､
女性が生きてゆくため
の様々な助言をして戴
きました。

福岡県助産師会会長の賀来はつ先生。
4千人の子どもを取りあげられたその手は、魔法の手と新聞
各紙にも紹介された
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『英霊顕彰』

本篇第16弾　全6回
平成17年8月21日～平成17年9月25日

　今年は終戦６０周年を迎えました。祖国の自存自衛とアジ
ア解放を賭けて戦った大東亜戦争は、武運拙く敗北の憂き目
に遭いました。しかし、わが国の独立の確保と欧米の植民地
下に苦しんでいたアジア・アフリカ諸国の独立への契機とな
った事は大きな成果でした。そこには、敵国をも感動せしめ、
また鬼神をも泣かしめるわが国の英霊の方々の行為がありま
した。このシリーズでは、大東亜戦争史上の激戦地、サイパ
ン・硫黄島・沖縄・占守島を取り上げ、一身を捧げて戦い抜い
た英霊の方々の凄まじい戦いぶりを紹介しました。感謝と追
悼の念を持ち、英霊の方々の顕彰こそ後世に生きる私たち国
民の責務であると、感動と決意を新たにさせられました。

天皇皇后両陛下のサイパン島行幸啓に先立って実施された
「中部太平洋方面戦没者慰霊祭」（平成17年6月26日）

『今こそ実行、日本の教育改革』

本篇第18弾　全6回
平成17年11月13日～平成17年12月25日
　昭和20年８月15日の敗戦によりわが国は、連合国より６
年８ヶ月に及ぶ占領政策が敷かれました。それによりわが国
固有の歴史・伝統・文化が否定され、戦前の教育が否定され
る戦後教育が始まりました。以来60年を経過した今日、家
庭の崩壊、教育の荒廃、社会秩序の不安定化など次 と々問題
が起こってきました。そうした背景の中で、教育中央審議会
でも戦後教育の根本である教育基本法の根本的見直しが提
唱され、基本法改正の国民運動が大きく盛り上がってまいり
ました。
　現在、教育基本法改正で論議されている愛国心や宗教的
情操教育、また家庭教育や教師の使命、国旗・国歌問題等、
現在の教育で考えなければならない各種の内容について取
り上げました。

「愛国心」「宗教的情操」の涵養の明記と「不当な支配」の削除
を訴えた日本会議･民間教育臨調主催の国民大会
（平成18年4月11日）

『昭和天皇御巡幸』

本篇第17弾　全6回
平成17年10月2日～平成17年11月6日

　わが国は先の大戦で史上未曾有の敗戦を経験しましたが、
世界に類を見ない見事な復興と繁栄を遂げました。その背景
には、焦土と化し、敗戦にうちひしがれた国民を慰め、産業
復興への勇気と激励を与えるために、昭和21年から29年に
かけて昭和天皇の全国御巡幸が行なわれました。当時、同
行していた米国の報道人も「国民は本当に心から奉迎してお
り、少しも芝居気がない。わたしはイギリスのジョージ陛下
やトルーマン大統領、ムッソリーニにも随行したが天皇ほど
人気のある人を知らない。天皇は日本でなお最大の影響力
を持っている。とにかく奉迎民の熱狂ぶりには驚いた」との
感想を残しています。昭和24年５月18日から６月11日まで
の23日間、約2,000km、御視察180余箇所に及んだ九州御
巡幸の感動のドラマを紹介しました。

昭和24年５月21日、天皇陛下の奉迎に７万人の人々が集まっ
た福岡奉迎場（平和台）

『日本の安全保障』

本篇第20弾　全5回
平成18年2月26日～平成18年3月26日

　18年１月20日に第164回通常国会が始まりました。高性
能無人ヘリコプターの中国への不正輸出、最新型地対空ミサ
イルシステムの機密が流れるなど国家の安全を揺るがしか
ねない大問題が起こっているにもかかわらず、安全保障問題
には全く目もくれないわが国の国会の様子に、ドイツ在住の
クライン孝子氏は「私など、当地ドイツから日本の国会にお
けるこの空虚な討論風景を眺めていると、いったい日本は、
これで21世紀をいきぬくことができるだろうか、もしかする
と滅亡の運命をたどるのではないか。‥‥即刻何とか対策を
講じなければこの国の未来はないものと断言していい」との
厳しい言葉を寄せられました。この言葉を受け、元防衛大学
校出身で、陸上自衛隊３等陸尉だった濱口和久氏を中心に、
わが国の安全保障問題を取り上げました。

東シナ海への覇権を目指す中国など、外国からの領海侵犯に
対しわが国を守る海上自衛隊

『北朝鮮拉致問題』

本篇第19弾　全5回
平成18年1月15日～平成18年2月19日

　近年わが国の国民意識を覚醒させ、愛国心や国家主権、
近隣諸国との関係などに大きな影響を与えたのは「北朝鮮に
よる拉致された日本人」事件であります。脱北した北朝鮮元
工作員の証言で、横田めぐみさんの拉致が明らかになり、家
族が実名を公表して救出運動に取り組むことを決断し、平成
９年３月に家族会（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）
が結成されました。福岡でも逸早く家族会を支援するための
救出組織が生まれました。マスコミが注目する以前より家族
会の方々の心情に深く思いを寄せ、活動してきた福岡の「救
う会」の方々に出演して戴き、拉致事件とは何か、拉致事件
が起こった背景、拉致被害の全体像、そして被害者の人たち
を如何に救出すべきかを語って戴きました。今こそ救出へ向
けた全国民の一致団結と、経済制裁をはじめとする政府の
敢然とした決断が求められています。

家族会の方々を先頭に北朝鮮への経済制裁を訴える国民大
行進（天神･渡辺通）（平成18年７月15日）

『古高取』

本篇第21弾　全6回
平成18年4月2日～平成18年5月7日

　今年は、1606年に宅間窯が開かれて400年を迎えました。
直方で焼かれていた時期は僅か20年に満たない期間でした
が、その間は今日の県下の高取焼の礎を築いた輝かしい時代
でした。この直方発祥の高取焼を「古高取」（こたかとり）と
言います。シリーズでは、「古高取」の特色を紹介するととも
に歴史的な考察も行ないました。「高取焼」の研究家や継承
者の方々からは、文禄・慶長役の折に朝鮮人陶工が日本に強
制連行された話は殆ど聞かれなかったことや、江戸初期に朝
鮮通信使帰国の折に福岡藩も約300人の朝鮮人俘虜を帰国
させたにもかかわらず多くの朝鮮人が再度日本に密航。また
当時、日本人･朝鮮人にかかわらず有能な人物に対しては相当
な処遇がされていたことや、日本人・朝鮮人両陶工の共同作
業があったことも判明。巷間の強制連行説とは隔たりがあり、
改めて我が国の宗教･民族を超えた姿が伺われました。

直方市の鷹取山（標高630メートル）の麓に開かれた永満寺
宅間窯跡から出土した碗

『次代の担い手・大学生』

本篇第22弾　全6回
平成18年5月14日～平成18年6月18日

　いずれの国でも大学生は、次代の国家を担う有望な人材
であります。日本人としての誇りを持ち、日本の将来を担うた
めに大学で様々な活動を展開している全日本学生文化会議
の学生に出演して貰いました。同会議では、「行動し、体験
し、思索する」をモットーに「４つの事業」を展開しています。
①教育再生へ向けての「臨海学校」の開催、②拉致問題解
決へ向けての「日韓学生共鳴使節団」の派遣、③真実の歴
史研鑽のための「英霊顕彰－歴史散策」の実施、④国柄の
中心でいらっしゃる天皇皇后両陛下の地方行幸啓への「奉
迎活動」。小学生との「臨海学校」をはじめ、中高生と一緒
の知覧･万世特攻祈念館への研修行事の開催、韓国の大学
生との積極的な対話と交流など、その行動力と活躍には目を
見張るものがありました。

ソウル神学大学の学生と拉致問題について白熱した討論を展
開する日韓学生共鳴使節団

『首相の靖國参拝』

本篇第24弾　全4回
平成18年8月6日～平成18年8月27日

　靖國神社の首相参拝は、中国の内政干渉に屈従するかの
ように昭和60年の中曽根康弘首相(当時)以来中止されてき
ました。しかし平成13年８月13日、小泉純一郎首相は16年
振りに靖國神社への首相参拝を実現しました。だが首相参
拝に対する内外の批判は激しく、日中関係や反対する国会
議員を配慮して首相は毎年終戦記念日を避け続け、平成17
年に至っては礼服ではなく平服による、しかも拝殿前の自由
参拝という、一国の首相としては礼を失した参拝が行われま
した。
　このシリーズでは、首相の靖國参拝が違憲でないことや所
謂「戦犯」と称された方々の合祀問題などを取り上げ、８月
15日の終戦記念日の首相による公式参拝を訴えました。シ
リーズ最中の平成18年８月15日、21年ぶりに終戦記念日に
おける首相の公式参拝が実現しました。

終戦記念日に靖国神社に公式参拝する小泉首相（平成18年）

『幸せな結婚』

本篇第23弾　全6回
平成18年6月25日～平成18年7月30日

　現在、男女共同参画や男女平等のもとに小学校低学年か
ら「性教育」が行なわれています。しかしそれは生命の尊さ
を子供たちに実感させる教育ではなく、子供たちに徒に性へ
の関心を高め羞恥心を薄れさせる教育になっています。学校
教育で進められている現在の誤った性教育は子供たちの心
身を傷つけており、親への尊敬の心が生まれる教育にはなっ
ていません。
　幸せな結婚は当事者だけでなく社会全体を幸福にします。
子供たちが結婚を望み、よき家庭を築くことは立派な社会を
築くことになります。その為に親から子どもに伝える教育とは
何か、幸福な結婚へ大切なことは何か、生命の教育、子育て、
家庭教育などについて教育研究会未来の方々に体験談をも
とにお話して戴きました。

夫婦が調和すれば家族みんなが幸せになる。教育研究会未来
の「『心の教育』講演会」のポスター（一部）

『韓国最新レポート』

本篇第26弾　全6回
平成18年10月15日～平成18年11月19日
　平成15年より毎年15名前後で９月下旬に「日韓学生共鳴使節
団」が結成され、日本と韓国との連携による拉致被害者救出運
動へむけて韓国訪問が行われています。現地では拉致被害者家
族会や脱北者らとの会談、地元の韓国学生を招いての「日韓学生
フォーラム」の開催など、拉致問題を通じて日韓の交流が行われ
ています。中でも学生とのフォーラムは日韓に横たわる歴史や領
土問題にまで話が及び、毎回白熱した議論が展開されています。
　更に今回のシリーズでは、休戦状態にある朝鮮半島の軍事境
界線の板門店や日本の領土である竹島を韓国の領土として虚偽
宣伝している鬱龍島の視察をレポートして戴きました。驚きだっ
たのは、平成12年南北首脳の実現以来、朝鮮戦争の張本人であ
った北朝鮮を敵視する姿勢から、韓国の太陽政策や北朝鮮の情
報操作により韓国の命の恩人であるマッカーサーを批判し、金正
日を礼賛する国に変貌していたことでした。

韓国の拉致被害者救出に取り組むメンバーとの記念撮影

『私たちの国民保護法』

本篇第25弾　全4回
平成18年9月3日～平成18年7月24日

　平成16年６月14日に｢国民保護法｣が成立しました。この
「国民保護法」は、有事に際して国民の生命・身体・財産な
どを守るために、県や市町村の役割、また国民の義務・協力
が定められました。わが国が武力攻撃等を受けた有事に対
して有効に対処するために戦後初めて制定された法律です。
この法律に基づいて都道府県では17年度中に、また各市町
村では18度中に「国民保護計画」の策定が義務づけられて
います。
　このシリーズでは自衛隊ＯＢの方々にご出演戴き、国民へ

の周知が求められる「国民
保護法」や「国民保護計
画」、またスイスや英国など
他国の「民間防衛」との相
違点を分かり易く紹介して
戴きました。どんなに意義
のある法律ができても非常
時における現実は自助：共
助：公助＝７：２：１であり、
自助が最も大切であること
を強調され、国民一人ひと
りの普段からの心がけや備
えが重要であることを指摘
されました。

「国民保護法」と「国民保護計画」が紹介された国民必携のマニュアル

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

本篇第27弾　全6回
平成18年11月26日～平成18年12月31日
　東京裁判はわが国の歴史観を根底から覆しました。今日
政府や国民は父祖が歩んだ歴史や業績を正しく理解するこ
とができなくなりつつあります。歴史が継承されなければ民
族や国家は変質してしまいます。日本が日本であるためには、
自国の歴史を正しく回復することが不可欠です。
　東京裁判では、満州事変以降の戦争は「侵略戦争」と断罪
されたために、「十五年戦争史観」など愚にもつかない歴史
観が横行しています。このシリーズの前半では、満州帝国誕
生の経緯や当時の内外の反応、また満州帝国が残した遺産
について検証しました。後半では、支那事変の真相や南京
事件について触れ、南京大虐殺は捏造であり、国民党のプ
ロパガンダであったことが紹介されました。今や満州事変勃
発の背景には、満州での権益を求める米ソの謀略があったこ
とが明らかになっています。

五族協和を謳った満州帝国の首都（新京）

『日韓併合を検証する』

本篇第28弾　全12回
平成19年1月14日～平成19年4月1日

　日本と韓国の間に横たわる大きな問題は歴史問題です。
中でも最大の問題は日韓併合です。一国が他国に併合され、
その国の文化や伝統が徹底して破壊されたのであれば、こ
れほどの屈辱はないでしょう。しかしわが国の日韓併合は、
西洋列強の植民地とは全く異なり、日本本土と同様の近代
国家に発展させていく国家的事業でした。従って、わが国の
血税の中から毎年莫大な資金が持ち出され、教育の普及、
殖産興業、公衆衛生の推進、インフラ整備など、朝鮮半島は
35年間の間に驚くべき発展を遂げました。
　今日、巷間に流布している誤った日韓併合の認識や更には
創氏改名、朝鮮人強制連行などについても、精緻且つ豊富な
資料のもとに徹底した検証が行われました。内容の深さに
加え、このシリーズは連続12回（通常は６回）という最長の
記録を樹立。香月洋一氏（内科医）の労作のシリーズでした。

近代国家から大きく遅れていた日韓併合前の朝鮮

『国境の島・対馬を守れ』

本篇第30弾　全5回
平成19年5月20日～平成19年6月24日

　対馬は長崎県に所属する日本最北西端の地であり、韓国と
は僅か50kmしか離れていない国境の島です。
　しかし今日対馬は、産業の衰退により若者が毎年流出、そ
れに伴い島は過疎化・高齢化が一層進み、市の財政は逼迫
しております。こうした事態を憂慮した対馬では、10数年前
より韓国からの観光客誘致に努力。その結果、平成７年には
4,500人だった韓国の訪問客が18年には85,000人と200
倍近い数に膨れ上がりました。しかしそのことが逆に、対馬
に様々な被害や波紋を広げております。韓国人による土地や

建物の買収、店の品
物や旅館の備品の万
引き、アワビやサザ
エの密漁、更には
「対馬は韓国の領
土」と説明する韓国
人ガイドなど、「この
ままでは対馬は韓国
に取られてしまうの
では‥‥」との不安
な声が島民から囁か
れるようになりまし
た。
　対馬の住民の方に
出演して戴いて危機
的な実情をお話して
戴きました。また月
刊誌『諸君』や産経
新聞でも対馬問題が
取り上げられるなど、
時宜に適した企画と
なりました。

『日本のこころ－歌の玉手箱』

本篇第29弾　全6回
平成19年4月8日～平成19年5月13日

　現在、福岡で活躍されているボーカリスト小柳有美さんを
パーソナリティに迎え、６回の番組を構成して戴きました。
明治から昭和初期にかけて作詞・作曲され、たくさんの日本
人に愛唱されてきた唱歌や童謡、戦後多くの国民に親しまれ
た懐かしい思い出の歌や愛唱歌など、リスナーの方々からの
リクエストにもお応えして、100曲近い曲をご紹介しました。
　また、日本の伝統的楽器である箏の美しい音色から、モン
ゴルのホーミーといわれる伝統的な発声法を用いての歌など、
日本人が日頃あまり聞くことの無い世界の伝統的な音楽もご
紹介戴きました。シリーズの最後は、作曲活動をされている
岩崎大輔氏をお迎えして、終戦60周年の節目に主催された
コンサートで特攻隊の方々のことを偲んで作られた曲を披露
して戴きました。
　日本人に歌い継がれてきた曲や歌詞の素晴らしさ、音楽
の持つ世界の広がりを堪能させて戴いたシリーズでした。

日本人の心に残る数多くの歌を紹介 伝統的な「厳原港まつり」も「対馬アリラ
ンまつり」の名称に奪われつつある

『安倍政権の成果を検証する』

本篇第32弾　全6回
平成19年8月19日～平成19年9月23日

安倍晋三政権は9月12日突然の辞任発表で、僅か11ヵ月で
終わりました。
　しかし、その成果は評価すべきものが多くあります。
「戦後レジームからの脱却」を果たすことによって「美しい
国」日本を作るという明確な構想を描き、自民党結党以来の
目標である憲法改正を視野に国民投票法を成立させ、又60
年ぶりとなる教育基本法改正も実現させました。やつぎばや
に、重要法案を成立させたその政治姿勢は、新しい時代の
到来に期待を抱かせるものでした。
　また、成立した法案には他にも防衛省昇格、海洋基本法、
教育三法などがあり、さらに国内政策、外交政策においても
みるべきものが多数あります。短期間に挙げた安倍政権の
成果を検証し、その意味を考えていきます。

護衛艦「くらま」艦橋で観艦式に臨む安倍首相

『元寇と博多』

本篇第31弾　全6回
平成19年7月1日～平成19年8月12日

　今から730年前、わが国は存亡の国難に襲われました。当時世界最
大最強を誇った元による来襲（蒙古襲来）であります。当時、ヨーロッ
パから亜細亜にまたがる大帝国を築いていた元（蒙古）は、文永11
年・弘安4年の二度に亙ってわが国に大軍を送り、侵略してきました。
　対馬や壱岐では凄惨な戦いを強いられ、博多でも苦戦を強いられ
ましたが、鎌倉武士は怯むことなく勇戦しました。二度に亙り元の侵
略を撃退した国は世界史に例はなく、それは神風という決して偶然の
産物による出来事ではありません。命を掛けて元軍に対峙した武士の
戦いあってのことであり、敵の意思をくじき、自然の猛威をも味方にす
る活躍をしたことがあげられます。ここ博多は元寇のゆかりの深い土
地であります。また元寇に関する多くの史跡や碑などが残されていま
す。元寇の顕彰運動は日本が近代国家への歩みを始めた明治時代の
中期より起り、今日、その痕跡（こんせき）が多く残っています。

昼夜を問わず元軍の船に襲撃をかける鎌倉武士

『明日の日本を担う大学生』

本篇第33弾　全6回
平成19年9月30日～平成19年11月11日
　今回のシリーズでは、全九州学生文化会議で活躍している
大学生の取り組みについて紹介します。
　教育・経済・外交を始めとして、わが国の今後の行く末が
一体どうなるのか、との不安を抱く大学生達が、自らの足で
行動し、様々な活動に取り組んでいます。歴史を顧みれば、
いつの時代においても困難に立ち上がり、道を切り開いてき
たのは青年たちでした。その先人たちの志を鑑（かがみ）に
、大学生たちが日本の歴史伝統文化を勉強し、自ら教育実
践に取り組み、または海外に赴いてアジアの学生たちと交流
を深めています。
　大学生たちの団体名は、「全九州学生文化会議」。メンバ
ーは80名ほどです。

渡嘉敷島での集団自決で亡くなられた御霊を鎮める「白玉の
塔」の前にて

14
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

13
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



『英霊顕彰』

本篇第16弾　全6回
平成17年8月21日～平成17年9月25日

　今年は終戦６０周年を迎えました。祖国の自存自衛とアジ
ア解放を賭けて戦った大東亜戦争は、武運拙く敗北の憂き目
に遭いました。しかし、わが国の独立の確保と欧米の植民地
下に苦しんでいたアジア・アフリカ諸国の独立への契機とな
った事は大きな成果でした。そこには、敵国をも感動せしめ、
また鬼神をも泣かしめるわが国の英霊の方々の行為がありま
した。このシリーズでは、大東亜戦争史上の激戦地、サイパ
ン・硫黄島・沖縄・占守島を取り上げ、一身を捧げて戦い抜い
た英霊の方々の凄まじい戦いぶりを紹介しました。感謝と追
悼の念を持ち、英霊の方々の顕彰こそ後世に生きる私たち国
民の責務であると、感動と決意を新たにさせられました。

天皇皇后両陛下のサイパン島行幸啓に先立って実施された
「中部太平洋方面戦没者慰霊祭」（平成17年6月26日）

『今こそ実行、日本の教育改革』

本篇第18弾　全6回
平成17年11月13日～平成17年12月25日
　昭和20年８月15日の敗戦によりわが国は、連合国より６
年８ヶ月に及ぶ占領政策が敷かれました。それによりわが国
固有の歴史・伝統・文化が否定され、戦前の教育が否定され
る戦後教育が始まりました。以来60年を経過した今日、家
庭の崩壊、教育の荒廃、社会秩序の不安定化など次 と々問題
が起こってきました。そうした背景の中で、教育中央審議会
でも戦後教育の根本である教育基本法の根本的見直しが提
唱され、基本法改正の国民運動が大きく盛り上がってまいり
ました。
　現在、教育基本法改正で論議されている愛国心や宗教的
情操教育、また家庭教育や教師の使命、国旗・国歌問題等、
現在の教育で考えなければならない各種の内容について取
り上げました。

「愛国心」「宗教的情操」の涵養の明記と「不当な支配」の削除
を訴えた日本会議･民間教育臨調主催の国民大会
（平成18年4月11日）

『昭和天皇御巡幸』

本篇第17弾　全6回
平成17年10月2日～平成17年11月6日

　わが国は先の大戦で史上未曾有の敗戦を経験しましたが、
世界に類を見ない見事な復興と繁栄を遂げました。その背景
には、焦土と化し、敗戦にうちひしがれた国民を慰め、産業
復興への勇気と激励を与えるために、昭和21年から29年に
かけて昭和天皇の全国御巡幸が行なわれました。当時、同
行していた米国の報道人も「国民は本当に心から奉迎してお
り、少しも芝居気がない。わたしはイギリスのジョージ陛下
やトルーマン大統領、ムッソリーニにも随行したが天皇ほど
人気のある人を知らない。天皇は日本でなお最大の影響力
を持っている。とにかく奉迎民の熱狂ぶりには驚いた」との
感想を残しています。昭和24年５月18日から６月11日まで
の23日間、約2,000km、御視察180余箇所に及んだ九州御
巡幸の感動のドラマを紹介しました。

昭和24年５月21日、天皇陛下の奉迎に７万人の人々が集まっ
た福岡奉迎場（平和台）

『日本の安全保障』

本篇第20弾　全5回
平成18年2月26日～平成18年3月26日

　18年１月20日に第164回通常国会が始まりました。高性
能無人ヘリコプターの中国への不正輸出、最新型地対空ミサ
イルシステムの機密が流れるなど国家の安全を揺るがしか
ねない大問題が起こっているにもかかわらず、安全保障問題
には全く目もくれないわが国の国会の様子に、ドイツ在住の
クライン孝子氏は「私など、当地ドイツから日本の国会にお
けるこの空虚な討論風景を眺めていると、いったい日本は、
これで21世紀をいきぬくことができるだろうか、もしかする
と滅亡の運命をたどるのではないか。‥‥即刻何とか対策を
講じなければこの国の未来はないものと断言していい」との
厳しい言葉を寄せられました。この言葉を受け、元防衛大学
校出身で、陸上自衛隊３等陸尉だった濱口和久氏を中心に、
わが国の安全保障問題を取り上げました。

東シナ海への覇権を目指す中国など、外国からの領海侵犯に
対しわが国を守る海上自衛隊

『北朝鮮拉致問題』

本篇第19弾　全5回
平成18年1月15日～平成18年2月19日

　近年わが国の国民意識を覚醒させ、愛国心や国家主権、
近隣諸国との関係などに大きな影響を与えたのは「北朝鮮に
よる拉致された日本人」事件であります。脱北した北朝鮮元
工作員の証言で、横田めぐみさんの拉致が明らかになり、家
族が実名を公表して救出運動に取り組むことを決断し、平成
９年３月に家族会（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）
が結成されました。福岡でも逸早く家族会を支援するための
救出組織が生まれました。マスコミが注目する以前より家族
会の方々の心情に深く思いを寄せ、活動してきた福岡の「救
う会」の方々に出演して戴き、拉致事件とは何か、拉致事件
が起こった背景、拉致被害の全体像、そして被害者の人たち
を如何に救出すべきかを語って戴きました。今こそ救出へ向
けた全国民の一致団結と、経済制裁をはじめとする政府の
敢然とした決断が求められています。

家族会の方々を先頭に北朝鮮への経済制裁を訴える国民大
行進（天神･渡辺通）（平成18年７月15日）

『古高取』

本篇第21弾　全6回
平成18年4月2日～平成18年5月7日

　今年は、1606年に宅間窯が開かれて400年を迎えました。
直方で焼かれていた時期は僅か20年に満たない期間でした
が、その間は今日の県下の高取焼の礎を築いた輝かしい時代
でした。この直方発祥の高取焼を「古高取」（こたかとり）と
言います。シリーズでは、「古高取」の特色を紹介するととも
に歴史的な考察も行ないました。「高取焼」の研究家や継承
者の方々からは、文禄・慶長役の折に朝鮮人陶工が日本に強
制連行された話は殆ど聞かれなかったことや、江戸初期に朝
鮮通信使帰国の折に福岡藩も約300人の朝鮮人俘虜を帰国
させたにもかかわらず多くの朝鮮人が再度日本に密航。また
当時、日本人･朝鮮人にかかわらず有能な人物に対しては相当
な処遇がされていたことや、日本人・朝鮮人両陶工の共同作
業があったことも判明。巷間の強制連行説とは隔たりがあり、
改めて我が国の宗教･民族を超えた姿が伺われました。

直方市の鷹取山（標高630メートル）の麓に開かれた永満寺
宅間窯跡から出土した碗

『次代の担い手・大学生』

本篇第22弾　全6回
平成18年5月14日～平成18年6月18日

　いずれの国でも大学生は、次代の国家を担う有望な人材
であります。日本人としての誇りを持ち、日本の将来を担うた
めに大学で様々な活動を展開している全日本学生文化会議
の学生に出演して貰いました。同会議では、「行動し、体験
し、思索する」をモットーに「４つの事業」を展開しています。
①教育再生へ向けての「臨海学校」の開催、②拉致問題解
決へ向けての「日韓学生共鳴使節団」の派遣、③真実の歴
史研鑽のための「英霊顕彰－歴史散策」の実施、④国柄の
中心でいらっしゃる天皇皇后両陛下の地方行幸啓への「奉
迎活動」。小学生との「臨海学校」をはじめ、中高生と一緒
の知覧･万世特攻祈念館への研修行事の開催、韓国の大学
生との積極的な対話と交流など、その行動力と活躍には目を
見張るものがありました。

ソウル神学大学の学生と拉致問題について白熱した討論を展
開する日韓学生共鳴使節団

『首相の靖國参拝』

本篇第24弾　全4回
平成18年8月6日～平成18年8月27日

　靖國神社の首相参拝は、中国の内政干渉に屈従するかの
ように昭和60年の中曽根康弘首相(当時)以来中止されてき
ました。しかし平成13年８月13日、小泉純一郎首相は16年
振りに靖國神社への首相参拝を実現しました。だが首相参
拝に対する内外の批判は激しく、日中関係や反対する国会
議員を配慮して首相は毎年終戦記念日を避け続け、平成17
年に至っては礼服ではなく平服による、しかも拝殿前の自由
参拝という、一国の首相としては礼を失した参拝が行われま
した。
　このシリーズでは、首相の靖國参拝が違憲でないことや所
謂「戦犯」と称された方々の合祀問題などを取り上げ、８月
15日の終戦記念日の首相による公式参拝を訴えました。シ
リーズ最中の平成18年８月15日、21年ぶりに終戦記念日に
おける首相の公式参拝が実現しました。

終戦記念日に靖国神社に公式参拝する小泉首相（平成18年）

『幸せな結婚』

本篇第23弾　全6回
平成18年6月25日～平成18年7月30日

　現在、男女共同参画や男女平等のもとに小学校低学年か
ら「性教育」が行なわれています。しかしそれは生命の尊さ
を子供たちに実感させる教育ではなく、子供たちに徒に性へ
の関心を高め羞恥心を薄れさせる教育になっています。学校
教育で進められている現在の誤った性教育は子供たちの心
身を傷つけており、親への尊敬の心が生まれる教育にはなっ
ていません。
　幸せな結婚は当事者だけでなく社会全体を幸福にします。
子供たちが結婚を望み、よき家庭を築くことは立派な社会を
築くことになります。その為に親から子どもに伝える教育とは
何か、幸福な結婚へ大切なことは何か、生命の教育、子育て、
家庭教育などについて教育研究会未来の方々に体験談をも
とにお話して戴きました。

夫婦が調和すれば家族みんなが幸せになる。教育研究会未来
の「『心の教育』講演会」のポスター（一部）

『韓国最新レポート』

本篇第26弾　全6回
平成18年10月15日～平成18年11月19日
　平成15年より毎年15名前後で９月下旬に「日韓学生共鳴使節
団」が結成され、日本と韓国との連携による拉致被害者救出運
動へむけて韓国訪問が行われています。現地では拉致被害者家
族会や脱北者らとの会談、地元の韓国学生を招いての「日韓学生
フォーラム」の開催など、拉致問題を通じて日韓の交流が行われ
ています。中でも学生とのフォーラムは日韓に横たわる歴史や領
土問題にまで話が及び、毎回白熱した議論が展開されています。
　更に今回のシリーズでは、休戦状態にある朝鮮半島の軍事境
界線の板門店や日本の領土である竹島を韓国の領土として虚偽
宣伝している鬱龍島の視察をレポートして戴きました。驚きだっ
たのは、平成12年南北首脳の実現以来、朝鮮戦争の張本人であ
った北朝鮮を敵視する姿勢から、韓国の太陽政策や北朝鮮の情
報操作により韓国の命の恩人であるマッカーサーを批判し、金正
日を礼賛する国に変貌していたことでした。

韓国の拉致被害者救出に取り組むメンバーとの記念撮影

『私たちの国民保護法』

本篇第25弾　全4回
平成18年9月3日～平成18年7月24日

　平成16年６月14日に｢国民保護法｣が成立しました。この
「国民保護法」は、有事に際して国民の生命・身体・財産な
どを守るために、県や市町村の役割、また国民の義務・協力
が定められました。わが国が武力攻撃等を受けた有事に対
して有効に対処するために戦後初めて制定された法律です。
この法律に基づいて都道府県では17年度中に、また各市町
村では18度中に「国民保護計画」の策定が義務づけられて
います。
　このシリーズでは自衛隊ＯＢの方々にご出演戴き、国民へ

の周知が求められる「国民
保護法」や「国民保護計
画」、またスイスや英国など
他国の「民間防衛」との相
違点を分かり易く紹介して
戴きました。どんなに意義
のある法律ができても非常
時における現実は自助：共
助：公助＝７：２：１であり、
自助が最も大切であること
を強調され、国民一人ひと
りの普段からの心がけや備
えが重要であることを指摘
されました。

「国民保護法」と「国民保護計画」が紹介された国民必携のマニュアル

『満州事変・支那事変は侵略ではない』

本篇第27弾　全6回
平成18年11月26日～平成18年12月31日
　東京裁判はわが国の歴史観を根底から覆しました。今日
政府や国民は父祖が歩んだ歴史や業績を正しく理解するこ
とができなくなりつつあります。歴史が継承されなければ民
族や国家は変質してしまいます。日本が日本であるためには、
自国の歴史を正しく回復することが不可欠です。
　東京裁判では、満州事変以降の戦争は「侵略戦争」と断罪
されたために、「十五年戦争史観」など愚にもつかない歴史
観が横行しています。このシリーズの前半では、満州帝国誕
生の経緯や当時の内外の反応、また満州帝国が残した遺産
について検証しました。後半では、支那事変の真相や南京
事件について触れ、南京大虐殺は捏造であり、国民党のプ
ロパガンダであったことが紹介されました。今や満州事変勃
発の背景には、満州での権益を求める米ソの謀略があったこ
とが明らかになっています。

五族協和を謳った満州帝国の首都（新京）

『日韓併合を検証する』

本篇第28弾　全12回
平成19年1月14日～平成19年4月1日

　日本と韓国の間に横たわる大きな問題は歴史問題です。
中でも最大の問題は日韓併合です。一国が他国に併合され、
その国の文化や伝統が徹底して破壊されたのであれば、こ
れほどの屈辱はないでしょう。しかしわが国の日韓併合は、
西洋列強の植民地とは全く異なり、日本本土と同様の近代
国家に発展させていく国家的事業でした。従って、わが国の
血税の中から毎年莫大な資金が持ち出され、教育の普及、
殖産興業、公衆衛生の推進、インフラ整備など、朝鮮半島は
35年間の間に驚くべき発展を遂げました。
　今日、巷間に流布している誤った日韓併合の認識や更には
創氏改名、朝鮮人強制連行などについても、精緻且つ豊富な
資料のもとに徹底した検証が行われました。内容の深さに
加え、このシリーズは連続12回（通常は６回）という最長の
記録を樹立。香月洋一氏（内科医）の労作のシリーズでした。

近代国家から大きく遅れていた日韓併合前の朝鮮

『国境の島・対馬を守れ』

本篇第30弾　全5回
平成19年5月20日～平成19年6月24日

　対馬は長崎県に所属する日本最北西端の地であり、韓国と
は僅か50kmしか離れていない国境の島です。
　しかし今日対馬は、産業の衰退により若者が毎年流出、そ
れに伴い島は過疎化・高齢化が一層進み、市の財政は逼迫
しております。こうした事態を憂慮した対馬では、10数年前
より韓国からの観光客誘致に努力。その結果、平成７年には
4,500人だった韓国の訪問客が18年には85,000人と200
倍近い数に膨れ上がりました。しかしそのことが逆に、対馬
に様々な被害や波紋を広げております。韓国人による土地や

建物の買収、店の品
物や旅館の備品の万
引き、アワビやサザ
エの密漁、更には
「対馬は韓国の領
土」と説明する韓国
人ガイドなど、「この
ままでは対馬は韓国
に取られてしまうの
では‥‥」との不安
な声が島民から囁か
れるようになりまし
た。
　対馬の住民の方に
出演して戴いて危機
的な実情をお話して
戴きました。また月
刊誌『諸君』や産経
新聞でも対馬問題が
取り上げられるなど、
時宜に適した企画と
なりました。

『日本のこころ－歌の玉手箱』

本篇第29弾　全6回
平成19年4月8日～平成19年5月13日

　現在、福岡で活躍されているボーカリスト小柳有美さんを
パーソナリティに迎え、６回の番組を構成して戴きました。
明治から昭和初期にかけて作詞・作曲され、たくさんの日本
人に愛唱されてきた唱歌や童謡、戦後多くの国民に親しまれ
た懐かしい思い出の歌や愛唱歌など、リスナーの方々からの
リクエストにもお応えして、100曲近い曲をご紹介しました。
　また、日本の伝統的楽器である箏の美しい音色から、モン
ゴルのホーミーといわれる伝統的な発声法を用いての歌など、
日本人が日頃あまり聞くことの無い世界の伝統的な音楽もご
紹介戴きました。シリーズの最後は、作曲活動をされている
岩崎大輔氏をお迎えして、終戦60周年の節目に主催された
コンサートで特攻隊の方々のことを偲んで作られた曲を披露
して戴きました。
　日本人に歌い継がれてきた曲や歌詞の素晴らしさ、音楽
の持つ世界の広がりを堪能させて戴いたシリーズでした。

日本人の心に残る数多くの歌を紹介 伝統的な「厳原港まつり」も「対馬アリラ
ンまつり」の名称に奪われつつある

『安倍政権の成果を検証する』

本篇第32弾　全6回
平成19年8月19日～平成19年9月23日

安倍晋三政権は9月12日突然の辞任発表で、僅か11ヵ月で
終わりました。
　しかし、その成果は評価すべきものが多くあります。
「戦後レジームからの脱却」を果たすことによって「美しい
国」日本を作るという明確な構想を描き、自民党結党以来の
目標である憲法改正を視野に国民投票法を成立させ、又60
年ぶりとなる教育基本法改正も実現させました。やつぎばや
に、重要法案を成立させたその政治姿勢は、新しい時代の
到来に期待を抱かせるものでした。
　また、成立した法案には他にも防衛省昇格、海洋基本法、
教育三法などがあり、さらに国内政策、外交政策においても
みるべきものが多数あります。短期間に挙げた安倍政権の
成果を検証し、その意味を考えていきます。

護衛艦「くらま」艦橋で観艦式に臨む安倍首相

『元寇と博多』

本篇第31弾　全6回
平成19年7月1日～平成19年8月12日

　今から730年前、わが国は存亡の国難に襲われました。当時世界最
大最強を誇った元による来襲（蒙古襲来）であります。当時、ヨーロッ
パから亜細亜にまたがる大帝国を築いていた元（蒙古）は、文永11
年・弘安4年の二度に亙ってわが国に大軍を送り、侵略してきました。
　対馬や壱岐では凄惨な戦いを強いられ、博多でも苦戦を強いられ
ましたが、鎌倉武士は怯むことなく勇戦しました。二度に亙り元の侵
略を撃退した国は世界史に例はなく、それは神風という決して偶然の
産物による出来事ではありません。命を掛けて元軍に対峙した武士の
戦いあってのことであり、敵の意思をくじき、自然の猛威をも味方にす
る活躍をしたことがあげられます。ここ博多は元寇のゆかりの深い土
地であります。また元寇に関する多くの史跡や碑などが残されていま
す。元寇の顕彰運動は日本が近代国家への歩みを始めた明治時代の
中期より起り、今日、その痕跡（こんせき）が多く残っています。

昼夜を問わず元軍の船に襲撃をかける鎌倉武士

『明日の日本を担う大学生』

本篇第33弾　全6回
平成19年9月30日～平成19年11月11日
　今回のシリーズでは、全九州学生文化会議で活躍している
大学生の取り組みについて紹介します。
　教育・経済・外交を始めとして、わが国の今後の行く末が
一体どうなるのか、との不安を抱く大学生達が、自らの足で
行動し、様々な活動に取り組んでいます。歴史を顧みれば、
いつの時代においても困難に立ち上がり、道を切り開いてき
たのは青年たちでした。その先人たちの志を鑑（かがみ）に
、大学生たちが日本の歴史伝統文化を勉強し、自ら教育実
践に取り組み、または海外に赴いてアジアの学生たちと交流
を深めています。
　大学生たちの団体名は、「全九州学生文化会議」。メンバ
ーは80名ほどです。

渡嘉敷島での集団自決で亡くなられた御霊を鎮める「白玉の
塔」の前にて
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『日韓の歴史認識を考える』

本篇第42弾　全6回
平成20年11月23日～平成20年12月28日
　韓国に誕生した保守派のイ・ミョンバク大統領は、当選後
初の外国人記者団との会見で、対日関係については｢謝罪と
反省は求めない｣と明言しましたが、文部科学省が、竹島は
日本固有の領土である、と学習指導要領解説書に明記する
方針が報道されると、途端に、これまでの大統領と同じく日
本に抗議し、それを受けて日本側も譲歩してしまいました。
又、保守派からも期待されて誕生した麻生太郎首相も何の
ためらいも無く｢村山首相談話｣を踏襲すると表明し、そのあ
おりで、つい先日は事実をのべたにすぎない田母神空幕長
の論文が政府の方針に反するとして更迭されました。
　このようになるのは結局、われわれ日本人の日韓の歴史の
理解の実態が原因です。そこで、今回は日本人は日韓の歴史
をどう認識すべきなのか、を考えたいと思います。

大正１３年に日本が朝鮮に設立した京城帝国大学

『今上天皇の御跡をお偲びして』

　今年は平成の御代になって20年の節目の年です。この間、様々
な分野において変化に富む豊かで便利な時代が築かれてきまし
た。その一方で、国外では東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など
真の平和とは程遠く、また国内ではバブル崩壊、平成不況やたび
重なる大地震等の自然災害や地下鉄サリン事件などの凶悪犯罪
事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は｢常に国民と苦楽を共に｣されて参りました。特
に自然災害で被害にあった方々には｢心の復興｣を祈って被災地
を御訪問され、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、ご遺族
の方々のことを常に心にとどめ戦没者の慰霊と世界平和への祈
りを捧げてこられました。国際社会では、御即位後、天皇皇后両陛
下がご訪問になったのは32ヶ国にものぼり、友好と親善の礎を築
いてこられました。
　本シリーズでは、｢全日本学生文化会議｣の活動を通じ、約20
年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつつ、皇室を中心とする
わが国の国柄の有難さについてご紹介してまいりたいと思います。

サイパンに慰霊御訪問され、バンザイクリフで黙祷を捧げら
れる天皇皇后両陛下

本篇第41弾　全5回
平成20年10月12日～平成20年11月9日

『今上天皇の大御心』

本篇第34弾　全6回
平成19年12月16日～平成19年1月19日

　来年は平成の御代になって20年を迎えます。この間、様々な分野に
おいて日進月歩の進化やＩＴ化、変化に富む豊かで便利な時代が築か
れてきましたが、その一方で、国外ではベルリンの壁崩壊、ソビエト共
産主義国家の終焉、東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など真の平和と
は程遠く、また国内ではバブルの崩壊、平成不況、阪神淡路大震災や
新潟県中越地震、台風などの自然災害やオウムサリン事件などの凶悪
な犯罪事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は「常に国民と苦楽を共に」されて参りました。特に
自然災害や凶悪な犯罪、拉致事件で被害にあった方々には深く心を寄
せられ、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、遺族の方々のことは
常に心にとどめられ、国際社会では各国との友好親善に尽されて参り
ました。本シリーズでは約20年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつ
つ、皇室を中心とするわが国の国柄の有難さについて番組を展開して
参りたいと思います。

福岡県西方沖地震のお見舞いに玄界島をご訪問された天皇
皇后両陛下

『台湾に慰霊の真心を尽して』

本篇第36弾　全6回
平成20年3月9日～平成20年4月13日

　わが国・日本と台湾は共通項が沢山あります。①島国であること、
②敗戦国であること、③戦後長期に亘って異民族支配（占領）され
たこと、④憲法を押付けられたこと、⑤敗戦利得者たる反国家分子
の定着を許してしまったこと。台湾の李登輝前総統の卓越している
ことは、50年間の日本統治時代にしっかりと形づくられた台湾深
部の親日度・愛日度にスポットをあて発言の機会を与え、市民権を
与えたことだと思います。つまり、大いに露出させたことです。これ
で台湾の中の「ニッポン」は再び躍動を開始するに至ったわけです。
李登輝氏の優れているもののひとつに次の点もあると思います。大
東亜戦争の戦死者（日本側）の名誉回復に全力を傾注して下さった
ことです。本国・日本では逆に、旧軍の戦死者にははれものにさわ
るような形で多くの為政者は冷たいものです。しかし、この李登輝
氏もかっての日本統治の中で育った人格であるゆえ、私たちは台湾
に行くことでかつてのわが国に出会うことができると思っています。

台日文化経濟協会の方々との魂の交流の昼食会

『福田政権下の危険な政治課題』

本篇第35弾　全6回
平成20年1月27日～平成20年3月2日

　「戦後レジームからの脱却」を掲げ、占領遺制の克服に向
け着々と成果を収めていた安倍内閣の後に誕生した福田内
閣は、安倍前首相の改革とはおよそ反対の「戦後レジームの
固定化」とも言うべきものでした。このシリーズでは、福田内
閣で再燃した人権擁護法案や外国人地方参政権付与の問題
をはじめ、更には地方自治基本条例、深刻な学力低下に対
する教育施策、また十年で驚くべき躍進を遂げている中国の
実情や学生の台湾訪問による報告を紹介しながら、わが国
の直面する問題や将来への課題について討論しました。改
めて一国の宰相の信念・哲学、戦略・構想力、指導力に国家
の浮沈があることを感じさせられた内容でした。

胡錦濤・中国国家主席を首相官邸に迎える福田首相

『新教育基本法のめざすもの』

本篇第38弾　全6回
平成20年6月1日～平成20年7月6日

　教育基本法は、我が国の教育に関する最も根本的な法律
です。教育に関する様々な法令の運用や解釈の基準となる
性格を持っていますので、教育の「憲法」とも言われています。
　この教育基本法が、昭和22年3月31日の施行以来実に59
年ぶりに全面的に改正され、平成18年12月22日に交布・施
行されました。現在は、この新教育基本法のもとに関係法が
順次改正され、学校教育や学習指導要領が大きく変わりつ
つあります。「新教育基本法のめざすもの」と題したこのシリ
ーッズでは、教育の再生によって国家の再生を果たしてきた
イギリスやアメリカの例も紹介しながら、新教育基本法の異
議や我が国の教育の方向性について考えていきたいと思い
ます。

2,500名が集まった日比谷公会堂での『教育基本法改正を求
める中央国民大会』

『環境問題への疑問』

本篇第37弾　全6回
平成20年4月20日～平成20年5月25日

　環境に配慮することは誰も反対しないし誰にも反対のでき
ない命題です。したがって環境問題で一見良さそうに見える
と深く考えもしないで、又吟味もしないで納得してしまう傾
向があります。特にテレビ、新聞などのマスコミが事実を誇
張したり、伝えるべき情報をきちんと報じていない場合は、マ
スコミの誘導する方向を盲信してしまい、真実を見失うとい
う危険があります。
　しかし、環境問題には、実はよく見ると、ウソやごまかしが
沢山あるというのが現実です。今回のシリーズではこれらの
問題点を議論してまいります。

環境問題のトリックを解明し、安易なリサイクル推進運動に警
鐘を鳴らす同書

『となりの国、中華人民
共和国をよく知ろう』

　中国については、4年前のサッカーアジア大会における中
国の反日行動や、今年に入り、中国製毒ギョーザ事件の中国
の対応、チベットの抗議に対するチベット人殺害、聖火リレ
ー抗議への中国の対応、そして四川大地震での中国の実態
などを、テレビの映像で見て、日本とはかなり違う国だなとの
認識が少しずつ、日本人の間に広がっているのも事実です。
　又、一方では、日本人は先の戦争の間中国で酷いことをし
た、との誤った歴史認識は依然として是正されずにいます。
この贖罪意識は中国問題での日本の行き過ぎた譲歩につな
がり、日本の国益を大きく損ねています。
　そこで、今回は、我々の中国を見る際の一つの材料として、
毛沢東率いる中国共産党が結党以来何をしてきたのかをと
りあげたいと思います。

「東トルキスタン」の旗を掲げてワシントン市内をデモ行進す
る在米ウイグル人

本篇第39弾　全6回
平成20年7月13日～平成20年8月24日

『日本人と中国人はこれほども違う』

　開会前は賛否両論が巻き起こった北京オリンピックは、中
国の実情を世界中にハッキリと明らかにして終わりました。
大量のメダル獲得という光と、情報の隠蔽という影、その両
面とが一党独裁による専制政治がもたらすものであることが
改めて思い知らされました。
　そしてオリンピック世界一という結果は、中国人に大陸の
驕りを生むだけなのか、そして世界に大迷惑を撒き散らすの
か。それとも北京五輪決定に世界が期待した中国の民主化、
世界との強調が果たして進むのか。
　それは、ひとえに、日本人を含めた世界が、中国に対して
今後如何なる対応を取るのかに係っています。72年前のベ
ルリン五輪開催がナチス・ヒットラーの災いを生んだ教訓と
反省をどう活かすかに係っています。中国と正しく付き合う
ためには、まず中国人を正しく知ることから始めるしかあり
ません。

本篇第40弾　全6回
平成20年8月31日～平成20年10月5日

中国人犯罪者と真向かってきた、元刑事・北京語の通訳捜査官が語る
中国人の正体

『日台魂の絆・十年』

　平成11年に始まった｢日華(台)親善友好慰霊訪問団｣は昨
年で10回目を迎えました。｢英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく、その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし｣を
モットーに、昨年まで10回に亙って親善友好慰霊訪問が行わ
れました。その間、訪問団の参加者は延べ261人を数え、また
訪問団と縁故のできた方々は504人を数えました。先の大戦
で日本人として亡くなった3万3千余柱の方々に感謝と追悼の
誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、
魂の交流に繋がっています。
　格言にも｢十年偉大なり、二十年畏るべし、三十年にして歴
史なる｣とありますように、この10年間の足跡には数々の成果
が挙がっています。台湾訪問団の様々な体験を通して生まれた
成果を踏まえ、日本と運命共同体である台湾との今後の関係
についてご紹介します。

『日本は侵略国家であったのか』

　　昨年11月、当時の田母神航空幕僚長が民間の懸賞論文
に応募した論文｢日本は侵略国家であったのか｣が村山談話
を踏襲するとした麻生内閣の方針に反したとして更迭されまし
た。田母神航空幕僚長の主張は、国の安全を命がけ守る使命
を負う自衛隊員には愛国心がなければその重責を果たすこと
ができない、そのためには我が先人達の歴史を正しく知る必
要がある、日本の近代史を直視すれば、我国が侵略国家であ
るとの決め付けは間違である、歴史を失った民族は衰退する、
というものでした。大東亜戦争終結後、60数年を経過し、社会
を動かす役割を担うのは、戦前の日本を断罪する自虐史観の
歴史教育、マスコミ報道などに洗脳されたままであり、そのこと
が日本の安全保障、日中・日韓外交に悪影響を与えています。
今こそ、正しい日本の近現代史を取り戻さないと、日本は歴史
を失い衰退するしかありません。

「日本は侵略国家ではない」との田母神前航空幕僚長の発言
に国民の６割が支持

本篇第43弾　全6回
平成21年1月11日～平成21年2月15日

本篇第44弾　全6回
平成21年2月22日～平成21年3月29日

「英魂観音亭」と「霊安故郷」の慰霊碑の前にて、毎年行われる「原台湾人
元日本兵軍人軍属戦歿者大慰霊祭」

『私たちの領土は私たちで守ろう』

　領土は国家成立のための必須条件の一つです。領土を持
たない民族の悲惨さはパレスチナ人、クルド人、ロマ人などを
例に挙げれば一目瞭然である。しかし、現在の日本人には自ら
領土の有り難さが全く分かっていない。領土は失くしてしまって
からその価値に気づいても手遅れです。
　日本以外では、領土は死活問題との認識が国民の常識であ
り、イザとならば戦争に訴えてでも守っています。又、最近は中
国、インドなどの台頭により資源食料争奪戦が熾烈さを増す
中、領土問題は私たちの世代のみならず子孫にも及ぶ課題と
なっています。
　今回、日本青年会議所が領土問題100万人署名運動を始
めている今、あらためて日本の領土問題を考えてみたいと思
います。

僅か５０ｋｍの距離で韓国と対峙する、対馬の北端の航空自衛
隊海栗島分屯基地

本篇第45弾　全6回
平成21年4月5日～平成21年5月10日

『日韓併合100年を考える』

本篇第48弾　全6回
平成21年8月9日～平成21年9月27日

　来年は明治43年（1910）に日本が韓国を併合してから丁
度100年にあたります。民主党の鳩山由紀夫氏は6月に代表
就任して間もなく韓国を訪問し、「民主党が政権をとれば日韓
併合100年と関連して適切なメッセージを出すだろう」などと
非常に気掛かりな発言をしています。またＮＨＫが韓国を訪問
し、韓国の学者に「朝鮮植民地時代の不当性を証明できる資
料はどんなものがあるか･･･」と尋ねたそうです。さらに、国内に
も朝鮮半島植民地時代を反省し謝罪しろと主張する学者や団
体が新たな活動をしています。
　日韓の過去の清算は昭和40年（1965）年の日韓基本条約
で済んでいます。韓国は歴史問題を事ある毎に蒸し返し、自ら
に都合の良いように歴史事実を歪曲して、日本人に対して韓
国の歴史解釈を押し付けてきます。彼らの主張に譲歩すること
は、わが先人に対する現代の日本人の背信行為です。日韓併
合100年を前に、日韓併合のありのままを検証していきます。

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

本篇第47弾　全6回
平成21年6月28日～平成21年8月2日

　去る5月25日、北朝鮮は2回目の核実験を実施しました。こ
れまでの、世界による北朝鮮の核武装に対する阻止の圧力が
失敗したことになります。これで我が国の周囲の国がすべて核
兵器保有国という状況の固定化がはっきりしてきました。
　戦後の日本はアメリカに追随していればボロを出さずに経
済的繁栄を謳歌できました。しかし、ソ連崩壊後の世界は、ある
意味で弱肉強食の時代です。アメリカもかつての世界最強の
経済力と軍事大国を誇ることができるか不透明になっており、
今や中国の経済と軍事力はこれまでのようには無視できない
事態になっています。つまり、今の日本は幕末と同じ状況です。
欧米の代わりに、反日を国是とする一党独裁の中国と北朝鮮
が我々を圧迫しているのです。
　この先、如何にすれば、日本は国家として再生し、繁栄を維
持し、没落から免れることができるのかを議論していきます。

北朝鮮が発射したテポドン２号(平成21年４月５日) 朝鮮総督府が作成した日本語とハングル語を併記した教科書。
日本は学校を設立し、ハングル語を教えた

『国の安全・食の安全・身の安全』

本篇第46弾　全6回
平成21年5月17日～平成21年6月21日

　｢安全・安心｣は私たちが幸福な生活を営む上で大変重要
な要素です。嘗てわが国は、治安が世界で最も良く、地域共
同体の結びつきが強く、安心して暮らせる社会でありました。
しかし、世の中の進展に伴ない、政治、経済、食料や人の交
流が活発化、グローバル化していくことで、課題も明らかに
なって参りました。数年前発生したサーズ(急性肺炎)や現在
注意意識が喚起されている新型インフルエンザ問題、さら
には昨年起こった金融不況など、私たちの｢安全・安心｣が世
界的規模で、また国際社会の動向にまで左右されるようにな
ってきました。当シリーズでは、国の安全、食糧問題あるい
はパンデミックを引き起こすとも言われている新型インフル
エンザの問題など、私たちの身近な｢安全・安心｣に関わる問
題を取り上げていきたいと思います。

感染すれば致死率が高い新型インフルエンザのへの警告と
対策の書

『日韓歴史問題の争点』

本篇第49弾　全6回
平成21年10月18日～平成21年11月22日
　歴史認識とは国によって異なるものであり、双方がお互いに
認め合うしかないという性質のものです。例えば、アメリカの初
代大統領ジョージ・ワシントンはアメリカから見れば独立戦争
の英雄だが、イギリスから見れば反乱軍の首領です。同一の
歴史的出来事でも双方で見方が異なるのです。そしてこの違
いを双方が認め合うことを前提としないと国家の歴史認識の
対立はなくなりません。一方が他方に譲歩することで決着はつ
かないのです。
　日韓関係の対立は殆どが歴史認識の違いに原因があると
いっても過言ではありません。日本の立場を主張すればそれに
韓国が激しく対立し、韓国の主張にも日本の立場は譲れませ
ん。日韓の歴史認識の対立の原因は何なのか、その背景に焦
点を当て、日韓歴史問題を議論したいと思います。

『心に留めたい日本の歴史・日本人①』

本篇第50弾　全4回
平成21年11月29日～平成22年1月17日
　我が国の歴史について人々がその認識を形成するのは、普
通、学校教育であったりテレビ、映画、新聞等のマスメディアに
よってです。
　現在の学校教育の歴史教科書が自虐史観の影響下にある
ことは、「新しい歴史教科書をつくる会」の活動により知られる
ようになってきましたが、自虐史観は歴史教科書ばかりではあ
りません。ＮＨＫはじめ民放各局も日本の過去の歴史について、
ことさらに否定的側面を強調し一方的立場からの意見を紹介
する番組を放送しています。そのいい実例が今年の4月にＮＨ
Ｋが放送した「JAPANデビュー」です。悪質といってもいいほど
の番組でした。
　どの国の歴史にも“光”と“影”があります。光だけを強調して
も、影だけを暴いても、歴史は見えてきません。歴史は民族の自
画像ともいいます。歴史的出来事あるいは歴史上の日本人を
通じて日本の自画像に迫りたいと思います。

米国のポーツマスで日露講和会議(明治38年８月14日)。
手前が日本代表団、向かい側がロシア代表団

『心に留めたい日本の歴史・日本人②』

本篇第51弾　全2回
平成22年1月24日～平成22年1月31日

　他国に比べてわが国は、天然の要害である四海の恩恵により、
建国以来平和な時代を長く享受してきました。その中で外寇によ
る危機は、鎌倉時代の元寇と弱肉強食の時代であった幕末以降
の近代の2回を経験しました。特に、産業革命の力を背景にアジ
ア・アフリカ諸国を植民地化し、栄華を極めていた西洋列強や、9
世紀以降東進を続け世界最大の版図を築き、樺太・千島列島、満
州へと南進を始めたロシアの存在は、わが国の存亡に影響する
ものでした。まだ国際連盟や国際連合もなく力の強い国が支配す
る時代において、国土と国民の生命、国家の生存権を守るための
わが国の父祖の努力は、筆舌に尽くし難いものがありました。個
人の人生がそうであるよう
に、国家の歩みにおいても
成功もあれば失敗もあり、ま
た喜びもあれば悲しみもあ
ります。個人が出生以来の歴
史を背負って生きているよう
に、国家も建国以来の歴史
を有しており、その歴史を大
事にしながらそれを担って
いく姿勢が後世に生きる国
民の務めであります。もしこ
の戦いに敗れればわが国は
地上から消え失せていたか
もしれないと言われる日露
戦争において、世界が驚嘆
するほどの勇敢な戦いによっ
て薄氷の勝利を得ることが
できました。

日韓併合時代に朝鮮は近代化。ソウル・南大門通り(昭和11年)

日露開戦の5年前（1899年）にオラン
ダのハーグで「陸戦の法規慣例に関す
る条約」が採択され、わが国はその条
約を忠実に守り、捕虜を厚遇した。
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『日韓の歴史認識を考える』

本篇第42弾　全6回
平成20年11月23日～平成20年12月28日
　韓国に誕生した保守派のイ・ミョンバク大統領は、当選後
初の外国人記者団との会見で、対日関係については｢謝罪と
反省は求めない｣と明言しましたが、文部科学省が、竹島は
日本固有の領土である、と学習指導要領解説書に明記する
方針が報道されると、途端に、これまでの大統領と同じく日
本に抗議し、それを受けて日本側も譲歩してしまいました。
又、保守派からも期待されて誕生した麻生太郎首相も何の
ためらいも無く｢村山首相談話｣を踏襲すると表明し、そのあ
おりで、つい先日は事実をのべたにすぎない田母神空幕長
の論文が政府の方針に反するとして更迭されました。
　このようになるのは結局、われわれ日本人の日韓の歴史の
理解の実態が原因です。そこで、今回は日本人は日韓の歴史
をどう認識すべきなのか、を考えたいと思います。

大正１３年に日本が朝鮮に設立した京城帝国大学

『今上天皇の御跡をお偲びして』

　今年は平成の御代になって20年の節目の年です。この間、様々
な分野において変化に富む豊かで便利な時代が築かれてきまし
た。その一方で、国外では東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など
真の平和とは程遠く、また国内ではバブル崩壊、平成不況やたび
重なる大地震等の自然災害や地下鉄サリン事件などの凶悪犯罪
事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は｢常に国民と苦楽を共に｣されて参りました。特
に自然災害で被害にあった方々には｢心の復興｣を祈って被災地
を御訪問され、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、ご遺族
の方々のことを常に心にとどめ戦没者の慰霊と世界平和への祈
りを捧げてこられました。国際社会では、御即位後、天皇皇后両陛
下がご訪問になったのは32ヶ国にものぼり、友好と親善の礎を築
いてこられました。
　本シリーズでは、｢全日本学生文化会議｣の活動を通じ、約20
年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつつ、皇室を中心とする
わが国の国柄の有難さについてご紹介してまいりたいと思います。

サイパンに慰霊御訪問され、バンザイクリフで黙祷を捧げら
れる天皇皇后両陛下

本篇第41弾　全5回
平成20年10月12日～平成20年11月9日

『今上天皇の大御心』

本篇第34弾　全6回
平成19年12月16日～平成19年1月19日

　来年は平成の御代になって20年を迎えます。この間、様々な分野に
おいて日進月歩の進化やＩＴ化、変化に富む豊かで便利な時代が築か
れてきましたが、その一方で、国外ではベルリンの壁崩壊、ソビエト共
産主義国家の終焉、東西冷戦の終結、テロ戦争の勃発など真の平和と
は程遠く、また国内ではバブルの崩壊、平成不況、阪神淡路大震災や
新潟県中越地震、台風などの自然災害やオウムサリン事件などの凶悪
な犯罪事件が起きるなど、多難な歳月でもありました。
　この中で、皇室は「常に国民と苦楽を共に」されて参りました。特に
自然災害や凶悪な犯罪、拉致事件で被害にあった方々には深く心を寄
せられ、また先の大戦で亡くなられた英霊の方々、遺族の方々のことは
常に心にとどめられ、国際社会では各国との友好親善に尽されて参り
ました。本シリーズでは約20年に及ぶ天皇陛下の御事跡をご紹介しつ
つ、皇室を中心とするわが国の国柄の有難さについて番組を展開して
参りたいと思います。

福岡県西方沖地震のお見舞いに玄界島をご訪問された天皇
皇后両陛下

『台湾に慰霊の真心を尽して』

本篇第36弾　全6回
平成20年3月9日～平成20年4月13日

　わが国・日本と台湾は共通項が沢山あります。①島国であること、
②敗戦国であること、③戦後長期に亘って異民族支配（占領）され
たこと、④憲法を押付けられたこと、⑤敗戦利得者たる反国家分子
の定着を許してしまったこと。台湾の李登輝前総統の卓越している
ことは、50年間の日本統治時代にしっかりと形づくられた台湾深
部の親日度・愛日度にスポットをあて発言の機会を与え、市民権を
与えたことだと思います。つまり、大いに露出させたことです。これ
で台湾の中の「ニッポン」は再び躍動を開始するに至ったわけです。
李登輝氏の優れているもののひとつに次の点もあると思います。大
東亜戦争の戦死者（日本側）の名誉回復に全力を傾注して下さった
ことです。本国・日本では逆に、旧軍の戦死者にははれものにさわ
るような形で多くの為政者は冷たいものです。しかし、この李登輝
氏もかっての日本統治の中で育った人格であるゆえ、私たちは台湾
に行くことでかつてのわが国に出会うことができると思っています。

台日文化経濟協会の方々との魂の交流の昼食会

『福田政権下の危険な政治課題』

本篇第35弾　全6回
平成20年1月27日～平成20年3月2日

　「戦後レジームからの脱却」を掲げ、占領遺制の克服に向
け着々と成果を収めていた安倍内閣の後に誕生した福田内
閣は、安倍前首相の改革とはおよそ反対の「戦後レジームの
固定化」とも言うべきものでした。このシリーズでは、福田内
閣で再燃した人権擁護法案や外国人地方参政権付与の問題
をはじめ、更には地方自治基本条例、深刻な学力低下に対
する教育施策、また十年で驚くべき躍進を遂げている中国の
実情や学生の台湾訪問による報告を紹介しながら、わが国
の直面する問題や将来への課題について討論しました。改
めて一国の宰相の信念・哲学、戦略・構想力、指導力に国家
の浮沈があることを感じさせられた内容でした。

胡錦濤・中国国家主席を首相官邸に迎える福田首相

『新教育基本法のめざすもの』

本篇第38弾　全6回
平成20年6月1日～平成20年7月6日

　教育基本法は、我が国の教育に関する最も根本的な法律
です。教育に関する様々な法令の運用や解釈の基準となる
性格を持っていますので、教育の「憲法」とも言われています。
　この教育基本法が、昭和22年3月31日の施行以来実に59
年ぶりに全面的に改正され、平成18年12月22日に交布・施
行されました。現在は、この新教育基本法のもとに関係法が
順次改正され、学校教育や学習指導要領が大きく変わりつ
つあります。「新教育基本法のめざすもの」と題したこのシリ
ーッズでは、教育の再生によって国家の再生を果たしてきた
イギリスやアメリカの例も紹介しながら、新教育基本法の異
議や我が国の教育の方向性について考えていきたいと思い
ます。

2,500名が集まった日比谷公会堂での『教育基本法改正を求
める中央国民大会』

『環境問題への疑問』

本篇第37弾　全6回
平成20年4月20日～平成20年5月25日

　環境に配慮することは誰も反対しないし誰にも反対のでき
ない命題です。したがって環境問題で一見良さそうに見える
と深く考えもしないで、又吟味もしないで納得してしまう傾
向があります。特にテレビ、新聞などのマスコミが事実を誇
張したり、伝えるべき情報をきちんと報じていない場合は、マ
スコミの誘導する方向を盲信してしまい、真実を見失うとい
う危険があります。
　しかし、環境問題には、実はよく見ると、ウソやごまかしが
沢山あるというのが現実です。今回のシリーズではこれらの
問題点を議論してまいります。

環境問題のトリックを解明し、安易なリサイクル推進運動に警
鐘を鳴らす同書

『となりの国、中華人民
共和国をよく知ろう』

　中国については、4年前のサッカーアジア大会における中
国の反日行動や、今年に入り、中国製毒ギョーザ事件の中国
の対応、チベットの抗議に対するチベット人殺害、聖火リレ
ー抗議への中国の対応、そして四川大地震での中国の実態
などを、テレビの映像で見て、日本とはかなり違う国だなとの
認識が少しずつ、日本人の間に広がっているのも事実です。
　又、一方では、日本人は先の戦争の間中国で酷いことをし
た、との誤った歴史認識は依然として是正されずにいます。
この贖罪意識は中国問題での日本の行き過ぎた譲歩につな
がり、日本の国益を大きく損ねています。
　そこで、今回は、我々の中国を見る際の一つの材料として、
毛沢東率いる中国共産党が結党以来何をしてきたのかをと
りあげたいと思います。

「東トルキスタン」の旗を掲げてワシントン市内をデモ行進す
る在米ウイグル人

本篇第39弾　全6回
平成20年7月13日～平成20年8月24日

『日本人と中国人はこれほども違う』

　開会前は賛否両論が巻き起こった北京オリンピックは、中
国の実情を世界中にハッキリと明らかにして終わりました。
大量のメダル獲得という光と、情報の隠蔽という影、その両
面とが一党独裁による専制政治がもたらすものであることが
改めて思い知らされました。
　そしてオリンピック世界一という結果は、中国人に大陸の
驕りを生むだけなのか、そして世界に大迷惑を撒き散らすの
か。それとも北京五輪決定に世界が期待した中国の民主化、
世界との強調が果たして進むのか。
　それは、ひとえに、日本人を含めた世界が、中国に対して
今後如何なる対応を取るのかに係っています。72年前のベ
ルリン五輪開催がナチス・ヒットラーの災いを生んだ教訓と
反省をどう活かすかに係っています。中国と正しく付き合う
ためには、まず中国人を正しく知ることから始めるしかあり
ません。

本篇第40弾　全6回
平成20年8月31日～平成20年10月5日

中国人犯罪者と真向かってきた、元刑事・北京語の通訳捜査官が語る
中国人の正体

『日台魂の絆・十年』

　平成11年に始まった｢日華(台)親善友好慰霊訪問団｣は昨
年で10回目を迎えました。｢英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく、その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし｣を
モットーに、昨年まで10回に亙って親善友好慰霊訪問が行わ
れました。その間、訪問団の参加者は延べ261人を数え、また
訪問団と縁故のできた方々は504人を数えました。先の大戦
で日本人として亡くなった3万3千余柱の方々に感謝と追悼の
誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、
魂の交流に繋がっています。
　格言にも｢十年偉大なり、二十年畏るべし、三十年にして歴
史なる｣とありますように、この10年間の足跡には数々の成果
が挙がっています。台湾訪問団の様々な体験を通して生まれた
成果を踏まえ、日本と運命共同体である台湾との今後の関係
についてご紹介します。

『日本は侵略国家であったのか』

　　昨年11月、当時の田母神航空幕僚長が民間の懸賞論文
に応募した論文｢日本は侵略国家であったのか｣が村山談話
を踏襲するとした麻生内閣の方針に反したとして更迭されまし
た。田母神航空幕僚長の主張は、国の安全を命がけ守る使命
を負う自衛隊員には愛国心がなければその重責を果たすこと
ができない、そのためには我が先人達の歴史を正しく知る必
要がある、日本の近代史を直視すれば、我国が侵略国家であ
るとの決め付けは間違である、歴史を失った民族は衰退する、
というものでした。大東亜戦争終結後、60数年を経過し、社会
を動かす役割を担うのは、戦前の日本を断罪する自虐史観の
歴史教育、マスコミ報道などに洗脳されたままであり、そのこと
が日本の安全保障、日中・日韓外交に悪影響を与えています。
今こそ、正しい日本の近現代史を取り戻さないと、日本は歴史
を失い衰退するしかありません。

「日本は侵略国家ではない」との田母神前航空幕僚長の発言
に国民の６割が支持

本篇第43弾　全6回
平成21年1月11日～平成21年2月15日

本篇第44弾　全6回
平成21年2月22日～平成21年3月29日

「英魂観音亭」と「霊安故郷」の慰霊碑の前にて、毎年行われる「原台湾人
元日本兵軍人軍属戦歿者大慰霊祭」

『私たちの領土は私たちで守ろう』

　領土は国家成立のための必須条件の一つです。領土を持
たない民族の悲惨さはパレスチナ人、クルド人、ロマ人などを
例に挙げれば一目瞭然である。しかし、現在の日本人には自ら
領土の有り難さが全く分かっていない。領土は失くしてしまって
からその価値に気づいても手遅れです。
　日本以外では、領土は死活問題との認識が国民の常識であ
り、イザとならば戦争に訴えてでも守っています。又、最近は中
国、インドなどの台頭により資源食料争奪戦が熾烈さを増す
中、領土問題は私たちの世代のみならず子孫にも及ぶ課題と
なっています。
　今回、日本青年会議所が領土問題100万人署名運動を始
めている今、あらためて日本の領土問題を考えてみたいと思
います。

僅か５０ｋｍの距離で韓国と対峙する、対馬の北端の航空自衛
隊海栗島分屯基地

本篇第45弾　全6回
平成21年4月5日～平成21年5月10日

『日韓併合100年を考える』

本篇第48弾　全6回
平成21年8月9日～平成21年9月27日

　来年は明治43年（1910）に日本が韓国を併合してから丁
度100年にあたります。民主党の鳩山由紀夫氏は6月に代表
就任して間もなく韓国を訪問し、「民主党が政権をとれば日韓
併合100年と関連して適切なメッセージを出すだろう」などと
非常に気掛かりな発言をしています。またＮＨＫが韓国を訪問
し、韓国の学者に「朝鮮植民地時代の不当性を証明できる資
料はどんなものがあるか･･･」と尋ねたそうです。さらに、国内に
も朝鮮半島植民地時代を反省し謝罪しろと主張する学者や団
体が新たな活動をしています。
　日韓の過去の清算は昭和40年（1965）年の日韓基本条約
で済んでいます。韓国は歴史問題を事ある毎に蒸し返し、自ら
に都合の良いように歴史事実を歪曲して、日本人に対して韓
国の歴史解釈を押し付けてきます。彼らの主張に譲歩すること
は、わが先人に対する現代の日本人の背信行為です。日韓併
合100年を前に、日韓併合のありのままを検証していきます。

『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』

本篇第47弾　全6回
平成21年6月28日～平成21年8月2日

　去る5月25日、北朝鮮は2回目の核実験を実施しました。こ
れまでの、世界による北朝鮮の核武装に対する阻止の圧力が
失敗したことになります。これで我が国の周囲の国がすべて核
兵器保有国という状況の固定化がはっきりしてきました。
　戦後の日本はアメリカに追随していればボロを出さずに経
済的繁栄を謳歌できました。しかし、ソ連崩壊後の世界は、ある
意味で弱肉強食の時代です。アメリカもかつての世界最強の
経済力と軍事大国を誇ることができるか不透明になっており、
今や中国の経済と軍事力はこれまでのようには無視できない
事態になっています。つまり、今の日本は幕末と同じ状況です。
欧米の代わりに、反日を国是とする一党独裁の中国と北朝鮮
が我々を圧迫しているのです。
　この先、如何にすれば、日本は国家として再生し、繁栄を維
持し、没落から免れることができるのかを議論していきます。

北朝鮮が発射したテポドン２号(平成21年４月５日) 朝鮮総督府が作成した日本語とハングル語を併記した教科書。
日本は学校を設立し、ハングル語を教えた

『国の安全・食の安全・身の安全』

本篇第46弾　全6回
平成21年5月17日～平成21年6月21日

　｢安全・安心｣は私たちが幸福な生活を営む上で大変重要
な要素です。嘗てわが国は、治安が世界で最も良く、地域共
同体の結びつきが強く、安心して暮らせる社会でありました。
しかし、世の中の進展に伴ない、政治、経済、食料や人の交
流が活発化、グローバル化していくことで、課題も明らかに
なって参りました。数年前発生したサーズ(急性肺炎)や現在
注意意識が喚起されている新型インフルエンザ問題、さら
には昨年起こった金融不況など、私たちの｢安全・安心｣が世
界的規模で、また国際社会の動向にまで左右されるようにな
ってきました。当シリーズでは、国の安全、食糧問題あるい
はパンデミックを引き起こすとも言われている新型インフル
エンザの問題など、私たちの身近な｢安全・安心｣に関わる問
題を取り上げていきたいと思います。

感染すれば致死率が高い新型インフルエンザのへの警告と
対策の書

『日韓歴史問題の争点』

本篇第49弾　全6回
平成21年10月18日～平成21年11月22日
　歴史認識とは国によって異なるものであり、双方がお互いに
認め合うしかないという性質のものです。例えば、アメリカの初
代大統領ジョージ・ワシントンはアメリカから見れば独立戦争
の英雄だが、イギリスから見れば反乱軍の首領です。同一の
歴史的出来事でも双方で見方が異なるのです。そしてこの違
いを双方が認め合うことを前提としないと国家の歴史認識の
対立はなくなりません。一方が他方に譲歩することで決着はつ
かないのです。
　日韓関係の対立は殆どが歴史認識の違いに原因があると
いっても過言ではありません。日本の立場を主張すればそれに
韓国が激しく対立し、韓国の主張にも日本の立場は譲れませ
ん。日韓の歴史認識の対立の原因は何なのか、その背景に焦
点を当て、日韓歴史問題を議論したいと思います。

『心に留めたい日本の歴史・日本人①』

本篇第50弾　全4回
平成21年11月29日～平成22年1月17日
　我が国の歴史について人々がその認識を形成するのは、普
通、学校教育であったりテレビ、映画、新聞等のマスメディアに
よってです。
　現在の学校教育の歴史教科書が自虐史観の影響下にある
ことは、「新しい歴史教科書をつくる会」の活動により知られる
ようになってきましたが、自虐史観は歴史教科書ばかりではあ
りません。ＮＨＫはじめ民放各局も日本の過去の歴史について、
ことさらに否定的側面を強調し一方的立場からの意見を紹介
する番組を放送しています。そのいい実例が今年の4月にＮＨ
Ｋが放送した「JAPANデビュー」です。悪質といってもいいほど
の番組でした。
　どの国の歴史にも“光”と“影”があります。光だけを強調して
も、影だけを暴いても、歴史は見えてきません。歴史は民族の自
画像ともいいます。歴史的出来事あるいは歴史上の日本人を
通じて日本の自画像に迫りたいと思います。

米国のポーツマスで日露講和会議(明治38年８月14日)。
手前が日本代表団、向かい側がロシア代表団

『心に留めたい日本の歴史・日本人②』

本篇第51弾　全2回
平成22年1月24日～平成22年1月31日

　他国に比べてわが国は、天然の要害である四海の恩恵により、
建国以来平和な時代を長く享受してきました。その中で外寇によ
る危機は、鎌倉時代の元寇と弱肉強食の時代であった幕末以降
の近代の2回を経験しました。特に、産業革命の力を背景にアジ
ア・アフリカ諸国を植民地化し、栄華を極めていた西洋列強や、9
世紀以降東進を続け世界最大の版図を築き、樺太・千島列島、満
州へと南進を始めたロシアの存在は、わが国の存亡に影響する
ものでした。まだ国際連盟や国際連合もなく力の強い国が支配す
る時代において、国土と国民の生命、国家の生存権を守るための
わが国の父祖の努力は、筆舌に尽くし難いものがありました。個
人の人生がそうであるよう
に、国家の歩みにおいても
成功もあれば失敗もあり、ま
た喜びもあれば悲しみもあ
ります。個人が出生以来の歴
史を背負って生きているよう
に、国家も建国以来の歴史
を有しており、その歴史を大
事にしながらそれを担って
いく姿勢が後世に生きる国
民の務めであります。もしこ
の戦いに敗れればわが国は
地上から消え失せていたか
もしれないと言われる日露
戦争において、世界が驚嘆
するほどの勇敢な戦いによっ
て薄氷の勝利を得ることが
できました。

日韓併合時代に朝鮮は近代化。ソウル・南大門通り(昭和11年)

日露開戦の5年前（1899年）にオラン
ダのハーグで「陸戦の法規慣例に関す
る条約」が採択され、わが国はその条
約を忠実に守り、捕虜を厚遇した。
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『英霊顕彰と日台魂の絆』

本篇第53弾　全6回
平成22年3月7日～平成22年4月11日

　平成11年に始まった「日華(台)親善友好慰霊訪問団」は昨
年で11回目を迎えました。「英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく　その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし」
をモットーに、昨年まで11回に亙って親善友好慰霊訪問が行
われました。先の大戦で日本人として亡くなられた3万3千余
柱の方々に感謝と追悼の誠を捧げることが、台湾の方 と々の
心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋がっています。
　昨年は、訪問団に初めて外国人の方が参加されました。英
国より苛烈な植民地支配を受けたスリランカ人のウィクラマ
ス・レンドラー・サニーさんは、ご自身の経験から「日本の統治
を受けた台湾人が日本人に感謝しているはずはない」との信
念から慰霊訪問団に参加されました。しかし、僅か2日目にして
行く先々で台湾人が日本人に感謝している姿を目の当たりに
し、日本が台湾で行った統治に偉大さに考え方を新たにされ
ました。

第11次訪問団に初めて外国人が参加。英国の植民地支配を
受けたスリランカ出身のウィクラマスレンドラ・サニー氏(右)

「古高取」と「京陶工」

本篇第55弾　全5回
平成22年5月30日～平成22年6月27日

　今から400年まえ、戦乱もようやく終息を迎えた日本は銀の
産出国として、かつてない経済的繁栄と文化的隆盛を極めて
いました。当時、織田信長の影響もあって茶の湯は武将たちに
とって必須の教養でした。その文化的影響はここ福岡にも及
び、また茶陶の重要性を理解していた初代藩主黒田長政は現
在の直方市福智山の麓に宅間窯・内ヶ磯窯を築きました。
　従来、この地で焼かれた茶陶は文禄・慶長の役の折、日本
に連れてこられた朝鮮人陶工によるものとされていました。し
かし、近年の研究成果から朝鮮人陶工によるものとする説には
疑問があり、むしろ、その多くは京都を本拠地として国内を自由
に往来していた陶工達によるものとする説が有力になってきま
した。長年にわたる宅間窯、内ヶ磯窯の発掘調査はその説をま
すます有力なものにしています。様々な角度から内ヶ磯窯と京
都の陶工との関わりを検証していきます。

直方の内ヶ磯窯で生まれた高取焼・斑釉透文輪花鉢

『日本に移民は必要か』

本篇第54弾　全6回
平成22年4月18日～平成22年5月23日

　日本は経済成長のために外国人労働者に依存しなかった
唯一の先進国と言われています。一方、日本と同じく敗戦の焼
け野原から出発したドイツや、イギリス、フランス、イタリアなど
の国は戦後の経済成長を外国人労働者に依存しました。そし
て、現在それらの国は、外国人労働者あるいは移民との民族間
摩擦や文化摩擦が大きな問題となっています。ところが、実は現
在、我が国にも平成20年末現在で約220万人もの外国人居
住者がいます。我が国でも外国人が多数住む地域では日本人
との間に軋轢が生じています。避けては通れない課題である、
日本の外国人労働者問題、移民問題について考えたいと思い
ます。

世界中に移民していく中国人の傲慢・不誠実・無責任な
言動に各国で被害やトラブルが続出

『民主党の危険な政策、法案（続篇）』

本篇第58弾　全6回
平成22年10月3日～平成22年11月7日

　民主党代表選挙の最中の9月7日に沖縄県尖閣諸島の海域で違法
操業をしていた中国漁船が、取り締まり中の我が国の巡視船に対して
わざと衝突し公務執行妨害で逮捕されるという、重大な領海侵犯事件
を起こしました。これに対して日本政府は翌日には国内法に基づいて
粛々と対応すると発表しました。国民は日本政府は当然起訴をするも
のと期待しました。一方、この日本側の当然の措置に対して、中国は漁
船衝突の事実の捏造発表、非礼な在中国日本大使の呼び出し、反日デ
モの扇動、日中交流の延期、中国人観光客1万人の訪日中止などの外交
攻勢を実施しました。そして、更なる圧力として、レアアース対日輸出
禁止に踏み切り、ついには、中国に駐在の日本人社員4人を立入禁止の
軍管理地域に入った容疑で拘
束するという強硬措置に出ま
した。
　ここに来て菅内閣は実行す
ると見られていた起訴方針を
放棄し、那覇地検は船長を釈
放すると発表しました。中国
人船長は帰国し英雄扱いの
歓迎を受ける有様でした。船
長が帰国した途端、中国政府
は何と日本に対して謝罪と賠
償を要求してきました。菅内
閣の見通しの甘さが露わにな
りましたが、この民主党政権
の冒した歴史的外交敗北の
検証を行います。

船長釈放は那覇地検の判断だと仙谷官房長官は発言。外交交
渉に及び腰の政権に国民の不信は高まった

『今思いおこす日本人の気概』

本篇第60弾　全６回
平成23年1月9日～平成23年2月13日

　米ソ冷戦が終結した後の世界について、宗教対立、民族対立、国家
間対立が激化すると予想されましたが、まさにその通りとなっています。
人口が多く国土も広い新興国の台頭も世界に大きなインパクトを与え
ていますが、なかでも中国はかっての帝国主義を彷彿とさせる政策を
進めています。この20年間の驚異的な経済発展を背景に、軍備を増強
し、世界の資源を猛烈に獲得し、領土拡張の意思を明確化し、世界と
の強調よりは自国の利益を第一としています。さらに、その国家運営は
一党独裁体制、言論統制により成り立っており、国内的には経済格差
の拡大、人権抑圧、環境破壊、ウイグル・チベット弾圧など、国家の安
定を破壊しかねない深刻な問題も抱えております。それら国内の不満
を逸らすために外交問題を利用する可能性も常に指摘されています。
　日本に対しては、東シナ海のガス田で強引な開発を続け、昨年9月
の尖閣領海侵犯事件では、平成4年（1992）に決定した領土簒奪の意
図を何ら隠すことなく日本国民に公然と示しました。いわば日本の敵と
して行動しています。
　隣国中国のこのような帝国主義的膨張政策のとばっちりを受けない
ための方策が必要です。今こそ我々は我が先人たちがいかに国を守っ
てきたのか、その気概を思いおこすべきではないでしょうか。

近代日本最強の外交官と謳われている小村寿太郎

『民主党の危険な政策、法案』

本篇第57弾　全6回
平成22年8月22日～平成22年9月26日

　民主党は政権獲得前から政権担当能力に疑問が投げかけられてい
ましたが、それを象徴するのが、未だ党の綱領を決める事が出来ずに
いることです。安全保障政策など幾つかの根幹的政策で党内の意見を
集約できないのです。選挙目当てのご都合政党と揶揄される所以です。
その結果が鳩山政権の普天間問題、政治とカネ問題で10ヶ月で崩壊
という結末でした。特に普天間問題での鳩山首相の「学べば学ぶほど
抑止力が分かった」には唖然とするしかありません。
　又、歴史認識が東京裁判史観そのものであり中国と韓国の歴史認識
に従属していること、国家観が未熟で欠陥だらけであることは以前か
ら指摘されていました。それが外国人地方参政権、選択的夫婦別姓の
推進となって表れています。
　そして菅直人首相は先日8月10日に総理談話を発表しましたが、談
話を出すべきではないと批判された通りの内容であり、極めて大きな
問題を含んでいます。菅談話の歴史認識の誤りについて議論をして参
ります。

普天間基地問題で迷走し、日米同盟を不安定化し、国民から
の支持も失った鳩山首相の退陣を報じる新聞

『日本の子供たちの未来を守るために』

　平成21年9月に「政権交代」という大きな期待の下に誕生した民主
党政権。しかし、数ヶ月後には、「政治とカネ」の問題が発覚し、国民
の失望と怒りを買いました。
　また、「子供手当て」や普天間基地問題、宮崎の口蹄疫問題など、統
治能力が欠如した政権であることも暴露されました。更には、マニフェ
ストにも掲載しなかった「外国人参政権」や「夫婦別姓」を先の通常
国会に提出しようという動きがあり、全国の都道府県知事議会や市町
村議会も反対の姿勢を示しました。国家解体や家族崩壊の法案といわ
れ、危険性が種々論じられる法案を成立しようとする民主党の姿勢は、
とても政権政党と呼べるものではありません。
　この状況を憂慮して、普通の主婦や母親が立ち上がり、平成22年2
月10日に「日本の子供の未来を・守る会」が結成されました。前衆議
院議員の西川京子先生、鬼木誠県議会議員を特別ゲストに迎え、臨時
国会以降に国会提出の動きのある「外国人参政権」「夫婦別姓」の問
題点や、学校現場の教育の実情を「日本の子供の未来を・守る会」の
皆さんにもお話を伺ってまいりたいと思います。

日本の将来に危機を感じて立ち上がった「日本の子供たちの
未来を･守る会」の街頭情宣活動（渋谷ハチ公前広場）

本篇第56弾　全6回
平成22年7月11日～平成22年8月15日

『中国は日本を敵と見ている事を
忘れてはならない』
本篇第59弾　全７回

平成22年11月14日～平成22年12月26日
　中国は平成4年（1992）に領海法を制定し、尖閣諸島を自国領土と
明記しました。つまり、中国は日本の領土を奪うことを世界に宣言した
のです。これにより中国は日本の敵であることが明確となりました。
　その後、江沢民は、平成6年（1994）9月6日付け人民日報に《愛国
主義教育実施要綱》を掲載し、それまでの「抗日」教育を「反日」教育
へと転換しました。日本と勇敢に戦った中国を称賛する事から、日本に
憎悪を抱かせる教育に変えたのです。その反日教育もすでに15年間余
りに及んでおり、特に現在20歳以下の若者はその影響を強く受けてい
ると見なければなりません。先般の沖縄県尖閣諸島領海における中国
漁船領海侵犯事件の背景にはそれらの事実があることを忘れると日本
は過ちを冒します。残念ながら、先日の尖閣ビデオ流出問題でも海上
保安官の刑事責任の有無を問題にするばかりで、事の本質である、中
国が日本の領土を奪おうとしている事は無視しています。中国がいくら
言葉では耳障りのいいことを言っていても、その裏には、日本からもの
を奪うことを国家の方針とし、それに基づいて行動していることを常に
認識しなければなりません。

平成22年７月１日に「中国国防動員法」が施行。日本に住む中国
人の約61万人が対象。我が国の安全が脅かされる危機にある

『永住外国人地方参政権は
百害あって一利なし』
本篇第52弾　全4回

平成22年2月7日～平成22年2月28日
　戦後の日本は、国家であることを止め、経済活動をする人間
達の集まる場所に過ぎない、と言った人がいましたが、その究
極の姿が、現在、民主党政権が成立を目指す、永住外国人参
政権付与法案です。敗戦後、戦前の日本はすべて悪でアジア
を侵略した悪い国であるとの刷り込みが、教育、出版、マスメ
ディアに蔓延し、その毒害を取り除くことが出来ないままに来ま
した。それでも、戦前の真実の姿を知る世代が目を光らせてい
る間は、それなりのことが通用してきました。しかし、戦後生れ
の日本罪悪史観に洗脳された世代が社会の重要な地位を占
め、保守から左翼に政権が移った途端に、その影響が一挙に
現れました。｢日本は日本人の所有だという考えは、思い上がり
もはなはだしい｣「日本列島は日本人だけのものではない」等、
とてもまともな政治家とは思えない事を公言する人間が、今、わ
が国の総理大臣なのです。この亡国の総理大臣の内閣が成立
を図ろうとしている永住外国人参政権問題を議論してまいりま
す。

外国人参政権反対の国民大会に全国から１万名が結集
(平成22年４月11日／日本武道館)

『歴史の争点』

本篇第61弾　全６回
平成23年2月20日～平成23年3月27日

　現在の世界を動かしているのは、各国の国益追求の意思です。ソ連
が崩壊して以降、自由主義あるいは共産主義というイデオロギーは無
くなり、代って自国の国益のみを第一とする、かつての帝国主義時代に
戻ったかのようです。各国の利害の対立が容赦なく現れているのです。
　日本も周辺の中国、韓国、北朝鮮、ロシアと対立を余儀なくされてい
ますが、その際、常に歴史問題が絡んでいます。そして、日本はその歴
史問題への対処の拙さから常に守勢に立たされています。北方領土、
中国侵略問題、南京事件、尖閣問題、日韓併合、竹島問題、強制連行、
慰安婦問題などです。戦後65年を経ても未だに解決を見ていません。
　今の60代以下の世代は自虐史観、東京裁判史観で教育を受けまし
たが、まだ戦前を知っている親や祖父母から戦前の真実を知る機会が
あり、歴史の真実の一端に触れることも出来ましたが、その戦後世代も
今や定年で現役を退き、その子供たちが社会を担う世代となって来ま
した。歴史を、いわば、書物だけで知った世代が社会の中心になろうと
しています。そして、その若い世代に、如何に真実の歴史を伝えるかが
課題となっています。その結果、学校での歴史教育の役割が以前より
大きくなっています。しかし現実は歴史教科書の殆んどが自虐史観、
東京裁判史観に汚染されており、学校教育以外の場所で歴史の伝達
がなされることが期待されます。

東京慰霊堂。関東大震災の身元不明の遺骨を納められている

『沖縄戦集団自決最高
裁判決は禍根を残す』

本篇第63弾　全6回
平成23年5月15日～平成23年6月26日

　先日、いわゆる沖縄戦集団自決名誉棄損訴訟で、最高裁判所は被告
の大江健三郎氏と岩波書店の勝訴確定の判決を出しました。これはウ
ソを書いた本の出版を最高裁が容認するという極めて問題のある判決
です。
　沖縄本島に米軍が上陸する直前、昭和20年3月末に、沖縄県座間味
島と渡嘉敷島で起こった集団自決について、昭和25年出版の「沖縄戦
　鉄の暴風」が、集団自決は梅沢少佐と赤松大尉の命令だった、と事
実に反する記述をし、この記述がそのまま他の著書に引用されて「沖縄
戦集団自決は軍命令だった」とのウソが罷り通り、日本軍は悪いことを
したという日本悪者論に利用されて来ました。
　ところが昭和48年に出版の本で、曽野綾子氏は自らの実地調査によ
り、赤松大尉が自決命令を出した証拠は見つからなかった事、又、平成
11年には集団自決の生き残り証人の宮城初枝氏の証言で梅沢少佐は
自決命令を出していなかったことが判明し、沖縄戦集団自決軍命令説
は虚偽であることが証明され、梅沢少佐と赤松大尉の冤罪は晴らされ
てきたかに思われました。しかし、ノーベル賞作家大江健三郎氏は以
上の事実が判明した後も、「沖縄ノー
ト」の軍命令説、梅沢少佐と赤松大尉
をユダヤ人虐殺犯人のアイヒマンになぞ
らえた記述などを訂正することなく両
氏の名誉を甚だしく棄損することを続
けて来ました。今回、最高裁判所はノー
ベル賞作家の名声に遠慮したと受け取
られかねない、事実に目をつむった判
決を下しました。真実の究明を使命とす
る裁判所がこれほど明らかな事実を無
視してノーベル賞作家という名声に配
慮した判決を下したことはわが裁判史
上に汚点を残すものです。

徹底して現地調査を行い、「軍の命令がなかった」ことが明ら
かにされた書

『実録台湾―これが真実の姿』

本篇第62弾　全６回
平成23年4月3日～平成23年5月8日

　先般の東日本大震災では、台湾から真っ先に救助隊の派遣、そして、
民間も含めて130億円という莫大な義援金を提供していただいたこと
には、衷心より感謝申し上げます。この支援によって、わが国にとって
最も大事な国はどこであるか、国民すべてが認識したと同時に、私た
ち訪問団がこれまで行ってきた台湾との交流の意義を、改めて感じさ
せられました。
　平成11年に開始された｢日華（日台）親善友好慰霊訪問団｣は昨年で
12年目を迎えました。11月に行われた、第12次慰霊訪問団には、過
去最多の46名の方々が参加されました。その中で、撮影担当としてシ
ネマトグラフの又丸斉次さんが団員の身分で同行され、4泊5日の旅の
一部始終を克明に収録して下さいました。取材する素材は同じであっ
ても、恣意性、意図性を持った歪曲取材や印象操作、偏向編集によっ
て、その内容は180度変わってしまいます。最近の悪い例では、平成21
年4月5日に放送されたＮＨＫのジャパンデビュー｢アジアの一等国｣が
思い出されます。
　私たちは、心ある台湾の皆様との平成11年以来の家族交流・兄弟交
流の重みに賭け｢百聞は一見に如かず｣の諺に従い、あえて素材のまま
の映像を提供し、｢実録台湾｣をご覧いただきながら、その判断を視聴
者の皆様にゆだね、日本と台湾の関係を考えて参りたいと思います。

高砂義勇隊戦没英霊記念碑（烏来）の前にて

『TPPは日本の国益となるのか』

本篇第64弾　全6回
平成23年7月3日～31日、8月14日放送

　｢環太平洋連携(いわゆるTPP)｣。これは昨年10月1日、菅直人首相
の所信表明演説で初めて国民の耳に飛び込んだ言葉です。しかし、農
業への壊滅的打撃が予想されることから、自民党、農業団体からは反
対の声が上がっただけではなく、民主党内からも異論が出、また閣内
からも農水大臣、経産大臣が慎重論を唱えるなど首相の突出ぶりが浮
き彫りとなりました。
　その後11月に横浜で開催されたAPECで議長国として菅首相は、
TPPやFTAなど自由化の旗を振る役回りを演じ、さらに年明けの1月
にはダボス会議で「開国」という言葉を10回以上繰り返し、TPP参加
への意欲を印象づけました。そして3月11日の東日本大震災を経て、本
来なら6月にTPPへの参加、不参加を決めるとしていた決定を先送り
しました。首相が指導力を発揮して政策を決め推進することはあって
然るべきことですが、今回のTPPに関しては国内の反対が少なくない
中、きちんとした議論や情報提供がなされないまま、菅首相の思いつ
きで前のめりに突っ走る姿が鮮明になりました。TPPは我が国の在り
方を大きく変える可能性のある問題で結論は急ぐべきではなく、国民
的議論を経て決定すべきことです。「第三の開国」「平成の開国」「世
界の潮流に取り残される」などの言葉に惑わされることなく、我が国の
国益を第一義にして議論を深めて決定すべき課題です。
　そこで今回のシリーズは「TPPは日本の国益か」と題して議論します。

平成22年11月13日、菅直人首相は、例外なしの関税撤廃を
前提とする環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の交渉参加に向け
て「関係国との協議を開始する」と表明

『南京で何がおこったのか』

本篇第66弾　全6回
平成23年10月9日～平成23年11月13日

　隣の軍事大国、経済大国である中国が、力の弱い国に対しては強圧
的外交に出ることが益々露骨になっています。日本の課題はいつも守
勢に立たされる対中国外交をいかに対等外交に立て直すかです。我が
国が中国に対して守勢となる原因は、日中歴史問題です。日本が中国
を侵略したという誤った歴史認識です。誤った贖罪意識を刷り込まれ
ているのです。中国は歴史問題が外交カードとして有効である限り使
い続けます。
　中国がウソを平気でつく国であることは、日中の往来が頻繁になる
につれ、テレビなどの映像を通じて多くの日本国民がまざまざと知るこ
とになりました。今年7月の中国高速鉄道事故、昨年9月の漁船尖閣領
域侵犯事件、平成20年の毒ギョーザ事件などでの政府関係者の明ら
かなウソの発言には多くの国民が唖然とさせられました。
　しかし、中国人のウソが日中歴史問題でも大いに発揮されているこ
とに果たしてどれだけの国民が気が付いているでしょうか。日中歴史
問題におけるウソによりどれ程日本の国益が損なわれていることでし
よう。
　そこで今回のシリーズは、日中歴史問題の最大のウソである、いわゆ
る"南京大虐殺"について、「南京で何が起ったのか」と題して議論して
参りたいと思います。

昭和12年12月、南京陥落直後、日本軍より配給を受ける南京
市内の安全区の避難民。軍政を敷いた日本の南京統治は、一
人の餓死者も出さなかった。

『中国のウソと日中歴史問題』

本篇第65弾　全6回
平成23年8月28日～平成23年10月2日

　軍事大国、経済大国となった中国を隣国に持つ日本にとっては、如
何にその隣国と付き合っていくかは重要な課題です。しかもその大国
が我が国に悪意を持つ国となれば尚更です。これまでも日中関係は一
方的に我が国が守勢に立たされるという歪んだ関係と言わざるを得ま
せんが、その大きなそして唯一の原因は歴史問題です。
　日清戦争、満州事変、支那事変と明治開国以来日本は中国を侵略し
てきた、とする見方です。われわれはこの『日曜討論』でもそのような
見方は中国のプロパガンダであり、ウソの歴史観、歴史捏造であること
を明らかにして来ました。つまり中国のウソを日本人が簡単に信じてし
まっているのです。歴史の事実を素直に見ればそのウソに気付くので
すが、戦後の自虐的な歴史教育、東京裁判史観に汚染された新聞、出
版、テレビ放送などにより日本人が目を曇らされています。ところで、最
近日中間の行き来がいろいろな意味で格段と多くなり、新たな局面に
入ったとも言えます。経済的関係が強くなり、歴史問題など無視して従
属的でもいいからカネ儲けが第一だと考える日本人もいる一方、中国に
旅行したり、インターネットやテレビの生の映像を通して中国の実態に
触れ、贖罪意識を離れて中国を見る機会も増えて来ました。
　そうした中、先日7月23日に起こった中国高速鉄道事故で目のあた
りにした中国の実態は、中国のウソ、を改めて思い起こさせました。
　そこで今回は「中国のウソと日中歴史問題」を考えたいと思います。

平成23年7月23日に起こった中国高速鉄道事故は、40人の死者を出す惨事
となった。事故原因を究明することなく、証拠隠蔽を図るためにすぐさま事故
車両を破壊し、穴に埋めようとした中国政府の行動には、世界が驚愕した

『韓国朝鮮に謝罪するいわれはない』

本篇第67弾　全6回
平成23年11月20日～平成23年12月25日
　民主党政権になって対韓外交は卑屈な姿勢が際立っています。昨年
8月の菅首相談話は朝鮮総督府の政策を全く無視し、韓国の言い分を
その儘なぞったものでしかありませんでした。
　先月の前原誠司政調会長の韓国での発言は、かつて失敗したいわゆ
る慰安婦基金を再び繰り返そうというものですが、そこまでして韓国の
歓心を買いたいのかと不思議な気持ちになります。
　さらに野田佳彦総理が訪韓時に持参した朝鮮王朝儀軌は、昭和40
年の日韓基本条約で既に日本に所有権が移り完全に日本の物になって
いる品物であるにもかかわらず、相手の要求に屈して、いともたやすく
渡しました。条約ですでに決着のついた問題を覆すことがどれだけ禍
根を残すものであるか、を全く認識していないと断言せざるをえません。
昭和40年に締結された日韓基本条約は日韓関係の大前提のはずです。
それを反故にすることを外交の手土産にする発想は、外交とは相手へ
の妥協ではなく国益を守る本質を忘れ、個人間の波風立てないレベル
に矮小化しており、愚鈍そのものと言うしかありません。国家指導者と
しての資格は全くありません。
　このような卑屈な姿勢は、日本の朝鮮統治は酷いものであった、との
間違った歴史認識が原因です。巷間にも同じような人達が多くいます。
　そこで今回は「韓国朝鮮に謝罪するいわれはない」と題して、日本の
朝鮮統治について議論して参ります。

平成23年10月19日、野田佳彦首相は李明博大統領に、朝鮮王朝時代の行事を記
録した文書「朝鮮王室儀軌」などの一部を引き渡した。しかしこの文書は、昭和40年
の日韓基本条約で日本に所有権のあることが両国で確定しているものである。

『日本再建は歴史の智恵に学んで』

本篇第69弾　全6回
平成24年2月19日～平成24年3月25日

　現在我が国は大変革を迫られています。幕末明治維新、敗戦に続く
第三の大改革です。明治維新、戦後復興は成功した為にその困難さが
ともすれば忘れられがちですが、当時の状況をみると想像を絶する難
事業でした。
　幕末明治の頃、世界では圧倒的な科学技術力を持った欧米諸国の
アジアアフリカ植民地化政策の真っ最中でしたが、幕末明治の志士達
は万世一系の我が国柄を、日本大改革の中心に据えて、日本の独立を
守り、近代国家日本を作るという偉業を達成しました。
　江戸時代に各藩で培われた教育と武士道が決定的な役割を果たし、
世紀の大事業を見事に成功させました。明治初年に欧米諸国を歴訪し
た我が国の視察団は、欧米と日本の差は40年と見積もりましたが、日
露戦争に勝利したのは明治38年ですから、或る意味その先見性は驚
くべきものがあります。幕末明治の指導者達にとって、日本の歴史の理
解は、日本をどういう国にしていくのかを決める上で極めて大きな意味
を持ちました。後に首相となる伊藤博文公は、1863年のイギリス留学
の際、頼山陽の書いた歴史書『日本政記』を携えていたといいます。彼
にとって近代国家日本を造る時に、日本とは何か、を考える上で歴史理
解は不可欠でした。大東亜戦争に
敗れて日本は焼け野原となりまし
たが、20年で見事に復興を遂げま
した。その主役は明治・大正生ま
れの人達でしたが、戦前に教育を
受けた父祖は、幕末明治維新を成
し遂げた先人たちと歴史認識を共
有していました。
　今我々が直面している困難な国
家の課題を解決していくためには、
我が国の歴史は豊かな材料を提供
してくれています。「愚者は経験に
学び賢者は歴史に学ぶ」と云いま
す。

慶応４年（明治元年)３月１４日、明治天皇をはじめ公卿・諸侯以下百官が、五箇條
の御誓文を明治維新の基本精神として天地の神々に誓われた。以後、五箇條の御
誓文は、近代国家建設の様々な施策に受け継がれ、わが国の発展に寄与した

『知って驚く韓国の主張』

本篇第68弾　全6回
平成24年1月8日～平成24年2月12日

　最近の我が国では、韓国の料理、旅行、ドラマ、タレントなどにより
韓国に親近感を覚える人達も増えている反面、韓国の反日政策、歴史
捏造、竹島問題、慰安婦問題などから韓国に厳しい目を向ける人達も
増えています。隣国どうしというのは様々な要因により軋轢を生みやす
いのは世界中で見られることですが、日韓関係というのは他では見ら
れない特異な様相を呈しています。韓国は反日を国の政策としている
と言ってもいいでしょう。日本は韓国とは戦争をした訳ではありません。
かって日本と戦争をしたアメリカ、中国、ロシアも、今やアメリカは日本
の同盟国です。中国とは歴史認識、竹島問題で鋭く対立していますが、
韓国との歴史論争とはその性格を異にしています。ロシアとは領土問
題がありますが、只それだけで反日ではありません。
　日本の統治を受けたことが原因になるのであれば、台湾が世界一の
親日国家になることはありません。隣国である以上付き合いは避けて
通ることは出来ませんが、今の韓国の対日政策は異常であり日本は受
け入れることは出来ません。しかし、日韓問題は日日問題と言われてい
ます。日本人が考えを変えれば、今より日韓関係は良くなることは確か
です。日本人の中に韓国の手先となっ
て日本の国益を棄損している勢力が
あり、また真実の韓国の姿を隠蔽する
マスコミのために間違った韓国像を植
え付けられた日本人が多くいます。日
韓関係の改善には誤った日本人の韓
国の見方を正しいものにする必要が
あります。
　そこで今回は｢知って驚く韓国の主
張｣と題して日本人が知っておくべき
韓国の実像を議論します。

平成17年の『マンガ嫌韓流』以来４巻を発行し、累計90万部に達し
ている。日韓に横たわる歴史問題、領土問題など政治的話題が取り
上げられ、韓国の一方的な主張に論駁が加えられたものである
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『英霊顕彰と日台魂の絆』

本篇第53弾　全6回
平成22年3月7日～平成22年4月11日

　平成11年に始まった「日華(台)親善友好慰霊訪問団」は昨
年で11回目を迎えました。「英霊顕彰なくして誠の家族(兄弟)
交流なく　その絆と広がりなくして日台両国の国交回復なし」
をモットーに、昨年まで11回に亙って親善友好慰霊訪問が行
われました。先の大戦で日本人として亡くなられた3万3千余
柱の方々に感謝と追悼の誠を捧げることが、台湾の方 と々の
心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋がっています。
　昨年は、訪問団に初めて外国人の方が参加されました。英
国より苛烈な植民地支配を受けたスリランカ人のウィクラマ
ス・レンドラー・サニーさんは、ご自身の経験から「日本の統治
を受けた台湾人が日本人に感謝しているはずはない」との信
念から慰霊訪問団に参加されました。しかし、僅か2日目にして
行く先々で台湾人が日本人に感謝している姿を目の当たりに
し、日本が台湾で行った統治に偉大さに考え方を新たにされ
ました。

第11次訪問団に初めて外国人が参加。英国の植民地支配を
受けたスリランカ出身のウィクラマスレンドラ・サニー氏(右)

「古高取」と「京陶工」

本篇第55弾　全5回
平成22年5月30日～平成22年6月27日

　今から400年まえ、戦乱もようやく終息を迎えた日本は銀の
産出国として、かつてない経済的繁栄と文化的隆盛を極めて
いました。当時、織田信長の影響もあって茶の湯は武将たちに
とって必須の教養でした。その文化的影響はここ福岡にも及
び、また茶陶の重要性を理解していた初代藩主黒田長政は現
在の直方市福智山の麓に宅間窯・内ヶ磯窯を築きました。
　従来、この地で焼かれた茶陶は文禄・慶長の役の折、日本
に連れてこられた朝鮮人陶工によるものとされていました。し
かし、近年の研究成果から朝鮮人陶工によるものとする説には
疑問があり、むしろ、その多くは京都を本拠地として国内を自由
に往来していた陶工達によるものとする説が有力になってきま
した。長年にわたる宅間窯、内ヶ磯窯の発掘調査はその説をま
すます有力なものにしています。様々な角度から内ヶ磯窯と京
都の陶工との関わりを検証していきます。

直方の内ヶ磯窯で生まれた高取焼・斑釉透文輪花鉢

『日本に移民は必要か』

本篇第54弾　全6回
平成22年4月18日～平成22年5月23日

　日本は経済成長のために外国人労働者に依存しなかった
唯一の先進国と言われています。一方、日本と同じく敗戦の焼
け野原から出発したドイツや、イギリス、フランス、イタリアなど
の国は戦後の経済成長を外国人労働者に依存しました。そし
て、現在それらの国は、外国人労働者あるいは移民との民族間
摩擦や文化摩擦が大きな問題となっています。ところが、実は現
在、我が国にも平成20年末現在で約220万人もの外国人居
住者がいます。我が国でも外国人が多数住む地域では日本人
との間に軋轢が生じています。避けては通れない課題である、
日本の外国人労働者問題、移民問題について考えたいと思い
ます。

世界中に移民していく中国人の傲慢・不誠実・無責任な
言動に各国で被害やトラブルが続出

『民主党の危険な政策、法案（続篇）』

本篇第58弾　全6回
平成22年10月3日～平成22年11月7日

　民主党代表選挙の最中の9月7日に沖縄県尖閣諸島の海域で違法
操業をしていた中国漁船が、取り締まり中の我が国の巡視船に対して
わざと衝突し公務執行妨害で逮捕されるという、重大な領海侵犯事件
を起こしました。これに対して日本政府は翌日には国内法に基づいて
粛々と対応すると発表しました。国民は日本政府は当然起訴をするも
のと期待しました。一方、この日本側の当然の措置に対して、中国は漁
船衝突の事実の捏造発表、非礼な在中国日本大使の呼び出し、反日デ
モの扇動、日中交流の延期、中国人観光客1万人の訪日中止などの外交
攻勢を実施しました。そして、更なる圧力として、レアアース対日輸出
禁止に踏み切り、ついには、中国に駐在の日本人社員4人を立入禁止の
軍管理地域に入った容疑で拘
束するという強硬措置に出ま
した。
　ここに来て菅内閣は実行す
ると見られていた起訴方針を
放棄し、那覇地検は船長を釈
放すると発表しました。中国
人船長は帰国し英雄扱いの
歓迎を受ける有様でした。船
長が帰国した途端、中国政府
は何と日本に対して謝罪と賠
償を要求してきました。菅内
閣の見通しの甘さが露わにな
りましたが、この民主党政権
の冒した歴史的外交敗北の
検証を行います。

船長釈放は那覇地検の判断だと仙谷官房長官は発言。外交交
渉に及び腰の政権に国民の不信は高まった

『今思いおこす日本人の気概』

本篇第60弾　全６回
平成23年1月9日～平成23年2月13日

　米ソ冷戦が終結した後の世界について、宗教対立、民族対立、国家
間対立が激化すると予想されましたが、まさにその通りとなっています。
人口が多く国土も広い新興国の台頭も世界に大きなインパクトを与え
ていますが、なかでも中国はかっての帝国主義を彷彿とさせる政策を
進めています。この20年間の驚異的な経済発展を背景に、軍備を増強
し、世界の資源を猛烈に獲得し、領土拡張の意思を明確化し、世界と
の強調よりは自国の利益を第一としています。さらに、その国家運営は
一党独裁体制、言論統制により成り立っており、国内的には経済格差
の拡大、人権抑圧、環境破壊、ウイグル・チベット弾圧など、国家の安
定を破壊しかねない深刻な問題も抱えております。それら国内の不満
を逸らすために外交問題を利用する可能性も常に指摘されています。
　日本に対しては、東シナ海のガス田で強引な開発を続け、昨年9月
の尖閣領海侵犯事件では、平成4年（1992）に決定した領土簒奪の意
図を何ら隠すことなく日本国民に公然と示しました。いわば日本の敵と
して行動しています。
　隣国中国のこのような帝国主義的膨張政策のとばっちりを受けない
ための方策が必要です。今こそ我々は我が先人たちがいかに国を守っ
てきたのか、その気概を思いおこすべきではないでしょうか。

近代日本最強の外交官と謳われている小村寿太郎

『民主党の危険な政策、法案』

本篇第57弾　全6回
平成22年8月22日～平成22年9月26日

　民主党は政権獲得前から政権担当能力に疑問が投げかけられてい
ましたが、それを象徴するのが、未だ党の綱領を決める事が出来ずに
いることです。安全保障政策など幾つかの根幹的政策で党内の意見を
集約できないのです。選挙目当てのご都合政党と揶揄される所以です。
その結果が鳩山政権の普天間問題、政治とカネ問題で10ヶ月で崩壊
という結末でした。特に普天間問題での鳩山首相の「学べば学ぶほど
抑止力が分かった」には唖然とするしかありません。
　又、歴史認識が東京裁判史観そのものであり中国と韓国の歴史認識
に従属していること、国家観が未熟で欠陥だらけであることは以前か
ら指摘されていました。それが外国人地方参政権、選択的夫婦別姓の
推進となって表れています。
　そして菅直人首相は先日8月10日に総理談話を発表しましたが、談
話を出すべきではないと批判された通りの内容であり、極めて大きな
問題を含んでいます。菅談話の歴史認識の誤りについて議論をして参
ります。

普天間基地問題で迷走し、日米同盟を不安定化し、国民から
の支持も失った鳩山首相の退陣を報じる新聞

『日本の子供たちの未来を守るために』

　平成21年9月に「政権交代」という大きな期待の下に誕生した民主
党政権。しかし、数ヶ月後には、「政治とカネ」の問題が発覚し、国民
の失望と怒りを買いました。
　また、「子供手当て」や普天間基地問題、宮崎の口蹄疫問題など、統
治能力が欠如した政権であることも暴露されました。更には、マニフェ
ストにも掲載しなかった「外国人参政権」や「夫婦別姓」を先の通常
国会に提出しようという動きがあり、全国の都道府県知事議会や市町
村議会も反対の姿勢を示しました。国家解体や家族崩壊の法案といわ
れ、危険性が種々論じられる法案を成立しようとする民主党の姿勢は、
とても政権政党と呼べるものではありません。
　この状況を憂慮して、普通の主婦や母親が立ち上がり、平成22年2
月10日に「日本の子供の未来を・守る会」が結成されました。前衆議
院議員の西川京子先生、鬼木誠県議会議員を特別ゲストに迎え、臨時
国会以降に国会提出の動きのある「外国人参政権」「夫婦別姓」の問
題点や、学校現場の教育の実情を「日本の子供の未来を・守る会」の
皆さんにもお話を伺ってまいりたいと思います。

日本の将来に危機を感じて立ち上がった「日本の子供たちの
未来を･守る会」の街頭情宣活動（渋谷ハチ公前広場）

本篇第56弾　全6回
平成22年7月11日～平成22年8月15日

『中国は日本を敵と見ている事を
忘れてはならない』
本篇第59弾　全７回

平成22年11月14日～平成22年12月26日
　中国は平成4年（1992）に領海法を制定し、尖閣諸島を自国領土と
明記しました。つまり、中国は日本の領土を奪うことを世界に宣言した
のです。これにより中国は日本の敵であることが明確となりました。
　その後、江沢民は、平成6年（1994）9月6日付け人民日報に《愛国
主義教育実施要綱》を掲載し、それまでの「抗日」教育を「反日」教育
へと転換しました。日本と勇敢に戦った中国を称賛する事から、日本に
憎悪を抱かせる教育に変えたのです。その反日教育もすでに15年間余
りに及んでおり、特に現在20歳以下の若者はその影響を強く受けてい
ると見なければなりません。先般の沖縄県尖閣諸島領海における中国
漁船領海侵犯事件の背景にはそれらの事実があることを忘れると日本
は過ちを冒します。残念ながら、先日の尖閣ビデオ流出問題でも海上
保安官の刑事責任の有無を問題にするばかりで、事の本質である、中
国が日本の領土を奪おうとしている事は無視しています。中国がいくら
言葉では耳障りのいいことを言っていても、その裏には、日本からもの
を奪うことを国家の方針とし、それに基づいて行動していることを常に
認識しなければなりません。

平成22年７月１日に「中国国防動員法」が施行。日本に住む中国
人の約61万人が対象。我が国の安全が脅かされる危機にある

『永住外国人地方参政権は
百害あって一利なし』
本篇第52弾　全4回

平成22年2月7日～平成22年2月28日
　戦後の日本は、国家であることを止め、経済活動をする人間
達の集まる場所に過ぎない、と言った人がいましたが、その究
極の姿が、現在、民主党政権が成立を目指す、永住外国人参
政権付与法案です。敗戦後、戦前の日本はすべて悪でアジア
を侵略した悪い国であるとの刷り込みが、教育、出版、マスメ
ディアに蔓延し、その毒害を取り除くことが出来ないままに来ま
した。それでも、戦前の真実の姿を知る世代が目を光らせてい
る間は、それなりのことが通用してきました。しかし、戦後生れ
の日本罪悪史観に洗脳された世代が社会の重要な地位を占
め、保守から左翼に政権が移った途端に、その影響が一挙に
現れました。｢日本は日本人の所有だという考えは、思い上がり
もはなはだしい｣「日本列島は日本人だけのものではない」等、
とてもまともな政治家とは思えない事を公言する人間が、今、わ
が国の総理大臣なのです。この亡国の総理大臣の内閣が成立
を図ろうとしている永住外国人参政権問題を議論してまいりま
す。

外国人参政権反対の国民大会に全国から１万名が結集
(平成22年４月11日／日本武道館)

『歴史の争点』

本篇第61弾　全６回
平成23年2月20日～平成23年3月27日

　現在の世界を動かしているのは、各国の国益追求の意思です。ソ連
が崩壊して以降、自由主義あるいは共産主義というイデオロギーは無
くなり、代って自国の国益のみを第一とする、かつての帝国主義時代に
戻ったかのようです。各国の利害の対立が容赦なく現れているのです。
　日本も周辺の中国、韓国、北朝鮮、ロシアと対立を余儀なくされてい
ますが、その際、常に歴史問題が絡んでいます。そして、日本はその歴
史問題への対処の拙さから常に守勢に立たされています。北方領土、
中国侵略問題、南京事件、尖閣問題、日韓併合、竹島問題、強制連行、
慰安婦問題などです。戦後65年を経ても未だに解決を見ていません。
　今の60代以下の世代は自虐史観、東京裁判史観で教育を受けまし
たが、まだ戦前を知っている親や祖父母から戦前の真実を知る機会が
あり、歴史の真実の一端に触れることも出来ましたが、その戦後世代も
今や定年で現役を退き、その子供たちが社会を担う世代となって来ま
した。歴史を、いわば、書物だけで知った世代が社会の中心になろうと
しています。そして、その若い世代に、如何に真実の歴史を伝えるかが
課題となっています。その結果、学校での歴史教育の役割が以前より
大きくなっています。しかし現実は歴史教科書の殆んどが自虐史観、
東京裁判史観に汚染されており、学校教育以外の場所で歴史の伝達
がなされることが期待されます。

東京慰霊堂。関東大震災の身元不明の遺骨を納められている

『沖縄戦集団自決最高
裁判決は禍根を残す』

本篇第63弾　全6回
平成23年5月15日～平成23年6月26日

　先日、いわゆる沖縄戦集団自決名誉棄損訴訟で、最高裁判所は被告
の大江健三郎氏と岩波書店の勝訴確定の判決を出しました。これはウ
ソを書いた本の出版を最高裁が容認するという極めて問題のある判決
です。
　沖縄本島に米軍が上陸する直前、昭和20年3月末に、沖縄県座間味
島と渡嘉敷島で起こった集団自決について、昭和25年出版の「沖縄戦
　鉄の暴風」が、集団自決は梅沢少佐と赤松大尉の命令だった、と事
実に反する記述をし、この記述がそのまま他の著書に引用されて「沖縄
戦集団自決は軍命令だった」とのウソが罷り通り、日本軍は悪いことを
したという日本悪者論に利用されて来ました。
　ところが昭和48年に出版の本で、曽野綾子氏は自らの実地調査によ
り、赤松大尉が自決命令を出した証拠は見つからなかった事、又、平成
11年には集団自決の生き残り証人の宮城初枝氏の証言で梅沢少佐は
自決命令を出していなかったことが判明し、沖縄戦集団自決軍命令説
は虚偽であることが証明され、梅沢少佐と赤松大尉の冤罪は晴らされ
てきたかに思われました。しかし、ノーベル賞作家大江健三郎氏は以
上の事実が判明した後も、「沖縄ノー
ト」の軍命令説、梅沢少佐と赤松大尉
をユダヤ人虐殺犯人のアイヒマンになぞ
らえた記述などを訂正することなく両
氏の名誉を甚だしく棄損することを続
けて来ました。今回、最高裁判所はノー
ベル賞作家の名声に遠慮したと受け取
られかねない、事実に目をつむった判
決を下しました。真実の究明を使命とす
る裁判所がこれほど明らかな事実を無
視してノーベル賞作家という名声に配
慮した判決を下したことはわが裁判史
上に汚点を残すものです。

徹底して現地調査を行い、「軍の命令がなかった」ことが明ら
かにされた書

『実録台湾―これが真実の姿』

本篇第62弾　全６回
平成23年4月3日～平成23年5月8日

　先般の東日本大震災では、台湾から真っ先に救助隊の派遣、そして、
民間も含めて130億円という莫大な義援金を提供していただいたこと
には、衷心より感謝申し上げます。この支援によって、わが国にとって
最も大事な国はどこであるか、国民すべてが認識したと同時に、私た
ち訪問団がこれまで行ってきた台湾との交流の意義を、改めて感じさ
せられました。
　平成11年に開始された｢日華（日台）親善友好慰霊訪問団｣は昨年で
12年目を迎えました。11月に行われた、第12次慰霊訪問団には、過
去最多の46名の方々が参加されました。その中で、撮影担当としてシ
ネマトグラフの又丸斉次さんが団員の身分で同行され、4泊5日の旅の
一部始終を克明に収録して下さいました。取材する素材は同じであっ
ても、恣意性、意図性を持った歪曲取材や印象操作、偏向編集によっ
て、その内容は180度変わってしまいます。最近の悪い例では、平成21
年4月5日に放送されたＮＨＫのジャパンデビュー｢アジアの一等国｣が
思い出されます。
　私たちは、心ある台湾の皆様との平成11年以来の家族交流・兄弟交
流の重みに賭け｢百聞は一見に如かず｣の諺に従い、あえて素材のまま
の映像を提供し、｢実録台湾｣をご覧いただきながら、その判断を視聴
者の皆様にゆだね、日本と台湾の関係を考えて参りたいと思います。

高砂義勇隊戦没英霊記念碑（烏来）の前にて

『TPPは日本の国益となるのか』

本篇第64弾　全6回
平成23年7月3日～31日、8月14日放送

　｢環太平洋連携(いわゆるTPP)｣。これは昨年10月1日、菅直人首相
の所信表明演説で初めて国民の耳に飛び込んだ言葉です。しかし、農
業への壊滅的打撃が予想されることから、自民党、農業団体からは反
対の声が上がっただけではなく、民主党内からも異論が出、また閣内
からも農水大臣、経産大臣が慎重論を唱えるなど首相の突出ぶりが浮
き彫りとなりました。
　その後11月に横浜で開催されたAPECで議長国として菅首相は、
TPPやFTAなど自由化の旗を振る役回りを演じ、さらに年明けの1月
にはダボス会議で「開国」という言葉を10回以上繰り返し、TPP参加
への意欲を印象づけました。そして3月11日の東日本大震災を経て、本
来なら6月にTPPへの参加、不参加を決めるとしていた決定を先送り
しました。首相が指導力を発揮して政策を決め推進することはあって
然るべきことですが、今回のTPPに関しては国内の反対が少なくない
中、きちんとした議論や情報提供がなされないまま、菅首相の思いつ
きで前のめりに突っ走る姿が鮮明になりました。TPPは我が国の在り
方を大きく変える可能性のある問題で結論は急ぐべきではなく、国民
的議論を経て決定すべきことです。「第三の開国」「平成の開国」「世
界の潮流に取り残される」などの言葉に惑わされることなく、我が国の
国益を第一義にして議論を深めて決定すべき課題です。
　そこで今回のシリーズは「TPPは日本の国益か」と題して議論します。

平成22年11月13日、菅直人首相は、例外なしの関税撤廃を
前提とする環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の交渉参加に向け
て「関係国との協議を開始する」と表明

『南京で何がおこったのか』

本篇第66弾　全6回
平成23年10月9日～平成23年11月13日

　隣の軍事大国、経済大国である中国が、力の弱い国に対しては強圧
的外交に出ることが益々露骨になっています。日本の課題はいつも守
勢に立たされる対中国外交をいかに対等外交に立て直すかです。我が
国が中国に対して守勢となる原因は、日中歴史問題です。日本が中国
を侵略したという誤った歴史認識です。誤った贖罪意識を刷り込まれ
ているのです。中国は歴史問題が外交カードとして有効である限り使
い続けます。
　中国がウソを平気でつく国であることは、日中の往来が頻繁になる
につれ、テレビなどの映像を通じて多くの日本国民がまざまざと知るこ
とになりました。今年7月の中国高速鉄道事故、昨年9月の漁船尖閣領
域侵犯事件、平成20年の毒ギョーザ事件などでの政府関係者の明ら
かなウソの発言には多くの国民が唖然とさせられました。
　しかし、中国人のウソが日中歴史問題でも大いに発揮されているこ
とに果たしてどれだけの国民が気が付いているでしょうか。日中歴史
問題におけるウソによりどれ程日本の国益が損なわれていることでし
よう。
　そこで今回のシリーズは、日中歴史問題の最大のウソである、いわゆ
る"南京大虐殺"について、「南京で何が起ったのか」と題して議論して
参りたいと思います。

昭和12年12月、南京陥落直後、日本軍より配給を受ける南京
市内の安全区の避難民。軍政を敷いた日本の南京統治は、一
人の餓死者も出さなかった。

『中国のウソと日中歴史問題』

本篇第65弾　全6回
平成23年8月28日～平成23年10月2日

　軍事大国、経済大国となった中国を隣国に持つ日本にとっては、如
何にその隣国と付き合っていくかは重要な課題です。しかもその大国
が我が国に悪意を持つ国となれば尚更です。これまでも日中関係は一
方的に我が国が守勢に立たされるという歪んだ関係と言わざるを得ま
せんが、その大きなそして唯一の原因は歴史問題です。
　日清戦争、満州事変、支那事変と明治開国以来日本は中国を侵略し
てきた、とする見方です。われわれはこの『日曜討論』でもそのような
見方は中国のプロパガンダであり、ウソの歴史観、歴史捏造であること
を明らかにして来ました。つまり中国のウソを日本人が簡単に信じてし
まっているのです。歴史の事実を素直に見ればそのウソに気付くので
すが、戦後の自虐的な歴史教育、東京裁判史観に汚染された新聞、出
版、テレビ放送などにより日本人が目を曇らされています。ところで、最
近日中間の行き来がいろいろな意味で格段と多くなり、新たな局面に
入ったとも言えます。経済的関係が強くなり、歴史問題など無視して従
属的でもいいからカネ儲けが第一だと考える日本人もいる一方、中国に
旅行したり、インターネットやテレビの生の映像を通して中国の実態に
触れ、贖罪意識を離れて中国を見る機会も増えて来ました。
　そうした中、先日7月23日に起こった中国高速鉄道事故で目のあた
りにした中国の実態は、中国のウソ、を改めて思い起こさせました。
　そこで今回は「中国のウソと日中歴史問題」を考えたいと思います。

平成23年7月23日に起こった中国高速鉄道事故は、40人の死者を出す惨事
となった。事故原因を究明することなく、証拠隠蔽を図るためにすぐさま事故
車両を破壊し、穴に埋めようとした中国政府の行動には、世界が驚愕した

『韓国朝鮮に謝罪するいわれはない』

本篇第67弾　全6回
平成23年11月20日～平成23年12月25日
　民主党政権になって対韓外交は卑屈な姿勢が際立っています。昨年
8月の菅首相談話は朝鮮総督府の政策を全く無視し、韓国の言い分を
その儘なぞったものでしかありませんでした。
　先月の前原誠司政調会長の韓国での発言は、かつて失敗したいわゆ
る慰安婦基金を再び繰り返そうというものですが、そこまでして韓国の
歓心を買いたいのかと不思議な気持ちになります。
　さらに野田佳彦総理が訪韓時に持参した朝鮮王朝儀軌は、昭和40
年の日韓基本条約で既に日本に所有権が移り完全に日本の物になって
いる品物であるにもかかわらず、相手の要求に屈して、いともたやすく
渡しました。条約ですでに決着のついた問題を覆すことがどれだけ禍
根を残すものであるか、を全く認識していないと断言せざるをえません。
昭和40年に締結された日韓基本条約は日韓関係の大前提のはずです。
それを反故にすることを外交の手土産にする発想は、外交とは相手へ
の妥協ではなく国益を守る本質を忘れ、個人間の波風立てないレベル
に矮小化しており、愚鈍そのものと言うしかありません。国家指導者と
しての資格は全くありません。
　このような卑屈な姿勢は、日本の朝鮮統治は酷いものであった、との
間違った歴史認識が原因です。巷間にも同じような人達が多くいます。
　そこで今回は「韓国朝鮮に謝罪するいわれはない」と題して、日本の
朝鮮統治について議論して参ります。

平成23年10月19日、野田佳彦首相は李明博大統領に、朝鮮王朝時代の行事を記
録した文書「朝鮮王室儀軌」などの一部を引き渡した。しかしこの文書は、昭和40年
の日韓基本条約で日本に所有権のあることが両国で確定しているものである。

『日本再建は歴史の智恵に学んで』

本篇第69弾　全6回
平成24年2月19日～平成24年3月25日

　現在我が国は大変革を迫られています。幕末明治維新、敗戦に続く
第三の大改革です。明治維新、戦後復興は成功した為にその困難さが
ともすれば忘れられがちですが、当時の状況をみると想像を絶する難
事業でした。
　幕末明治の頃、世界では圧倒的な科学技術力を持った欧米諸国の
アジアアフリカ植民地化政策の真っ最中でしたが、幕末明治の志士達
は万世一系の我が国柄を、日本大改革の中心に据えて、日本の独立を
守り、近代国家日本を作るという偉業を達成しました。
　江戸時代に各藩で培われた教育と武士道が決定的な役割を果たし、
世紀の大事業を見事に成功させました。明治初年に欧米諸国を歴訪し
た我が国の視察団は、欧米と日本の差は40年と見積もりましたが、日
露戦争に勝利したのは明治38年ですから、或る意味その先見性は驚
くべきものがあります。幕末明治の指導者達にとって、日本の歴史の理
解は、日本をどういう国にしていくのかを決める上で極めて大きな意味
を持ちました。後に首相となる伊藤博文公は、1863年のイギリス留学
の際、頼山陽の書いた歴史書『日本政記』を携えていたといいます。彼
にとって近代国家日本を造る時に、日本とは何か、を考える上で歴史理
解は不可欠でした。大東亜戦争に
敗れて日本は焼け野原となりまし
たが、20年で見事に復興を遂げま
した。その主役は明治・大正生ま
れの人達でしたが、戦前に教育を
受けた父祖は、幕末明治維新を成
し遂げた先人たちと歴史認識を共
有していました。
　今我々が直面している困難な国
家の課題を解決していくためには、
我が国の歴史は豊かな材料を提供
してくれています。「愚者は経験に
学び賢者は歴史に学ぶ」と云いま
す。

慶応４年（明治元年)３月１４日、明治天皇をはじめ公卿・諸侯以下百官が、五箇條
の御誓文を明治維新の基本精神として天地の神々に誓われた。以後、五箇條の御
誓文は、近代国家建設の様々な施策に受け継がれ、わが国の発展に寄与した

『知って驚く韓国の主張』

本篇第68弾　全6回
平成24年1月8日～平成24年2月12日

　最近の我が国では、韓国の料理、旅行、ドラマ、タレントなどにより
韓国に親近感を覚える人達も増えている反面、韓国の反日政策、歴史
捏造、竹島問題、慰安婦問題などから韓国に厳しい目を向ける人達も
増えています。隣国どうしというのは様々な要因により軋轢を生みやす
いのは世界中で見られることですが、日韓関係というのは他では見ら
れない特異な様相を呈しています。韓国は反日を国の政策としている
と言ってもいいでしょう。日本は韓国とは戦争をした訳ではありません。
かって日本と戦争をしたアメリカ、中国、ロシアも、今やアメリカは日本
の同盟国です。中国とは歴史認識、竹島問題で鋭く対立していますが、
韓国との歴史論争とはその性格を異にしています。ロシアとは領土問
題がありますが、只それだけで反日ではありません。
　日本の統治を受けたことが原因になるのであれば、台湾が世界一の
親日国家になることはありません。隣国である以上付き合いは避けて
通ることは出来ませんが、今の韓国の対日政策は異常であり日本は受
け入れることは出来ません。しかし、日韓問題は日日問題と言われてい
ます。日本人が考えを変えれば、今より日韓関係は良くなることは確か
です。日本人の中に韓国の手先となっ
て日本の国益を棄損している勢力が
あり、また真実の韓国の姿を隠蔽する
マスコミのために間違った韓国像を植
え付けられた日本人が多くいます。日
韓関係の改善には誤った日本人の韓
国の見方を正しいものにする必要が
あります。
　そこで今回は｢知って驚く韓国の主
張｣と題して日本人が知っておくべき
韓国の実像を議論します。

平成17年の『マンガ嫌韓流』以来４巻を発行し、累計90万部に達し
ている。日韓に横たわる歴史問題、領土問題など政治的話題が取り
上げられ、韓国の一方的な主張に論駁が加えられたものである

18
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

17
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第71弾　全6回
平成24年5月13日～平成24年6月17日

　国家の崩壊は自分のことが自分
で決められぬところに来る、と言
います。外国の言うがままに従い自
らの意思を示さない場合は言うま
でもありませんが、そこまで従属性
が明白でなくても、みずから決断し
て行動すれば自らの意思を実現す
る事が可能であるのに敢えてそれ
をしない時も同じ結果となります。
又、国家が滅びるのは外国の侵略
よりは内部からの崩落からとも言
います。外国が侵略して来ても国
内が強固に結束し事に当たれば、
そうそう侵略も成功しないもので
す。今の我が国は解決すべき様々
な課題を突き付けられています。少子高齢化、産業の空洞化、巨額の財政赤字、原発エネル
ギー問題、予測される大地震の勃発、学力低下、家族崩壊、中国の軍事増強と膨張政策など
多岐にわたっています。これらの中には時間的に余裕のあるもの、或いは後に修正がきくもの
もありますが、対策を誤ると取り返しのつかないものとして外交、安全保障があります。中で
も最大の懸案は、中国の台頭です。中国は日本に対して明確に侵略の意図を示し、その工程表
に従って行動を積み重ねています。中国の敵対行動が明らかであるのに日本は有効な対抗措
置をとっていないという現実があります。勿論、時の政府に全責任がありますが、それを許し
ているのは国民の責任と言わざるを得ません。日本は敗戦の廃墟から見事な復興を成し遂げ
繁栄を謳歌して来ましたが、数年後には戦後70年を迎えようとする今、大改革を迫られてい
ます。戦後の日本は国家ではなかった、単なる社会であった、という指摘もあります。
　幕末、敗戦につづく第三の危機といわれる今の日本について、今回のシリーズ「日本の危機
を突破せよ」をお送りします。

『日本の危機を突破せよ』

平成23年３月11日、日本における観測史上最大規模の大地震が発生
し、約２万人の死傷者・行方不明者を出す東日本大震災に襲われた。地
震や津波への対策、更には国家の緊急時や非常時に備える非常事態法
の必要性等が明らかになった

核保有国はなぜ核武装したのか

反核運動はかつてソ連と中国の手先だった

日本の核アレルギーの幼稚さ

日本の核武装の意義

アメリカの国力低下が日本核武装を生む

中国の属国か、それとも核武装か

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし 

香月洋一／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／なし 

香月洋一／川口武壽／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし 

小菅亥三郎／木村秀人／小野実里／なし

平成24年5月13日放送

平成24年5月20日放送

平成24年5月27日放送

平成24年6月3日放送

平成24年6月10日放送

平成24年6月17日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

本篇第70弾　全6回
平成24年4月1日～平成24年5月6日

　平成11年に始まった｢日華（日

台）親善友好慰霊訪問団｣は、昨

年で13回目を迎えました。　｢英

霊顕彰なくして誠の家族（兄弟）

交流なく、その絆と広がりなくして

日台両国の国交回復なし｣をモット

ーに、昨年まで13回に亙って親善

友好慰霊訪問が行われました。そ

の間、訪問団の参加者は延べ384

人を数え、また訪問団と縁故ので

きた現地台湾の人々は700人を超

えました。先の大戦で日本人とし

て亡くなられた3万3千余柱の方々

に追悼と感謝の誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋

がっています。

　昨年の東日本大震災からはや一年、台湾から真っ先に救助隊の派遣、そして、民間も含め

て200億円という莫大な義捐金を提供していただいたことに、心より感謝申し上げます。また

この支援によって、わが国にとって台湾がいかに掛け替えのない国であるか、そして、私たち

訪問団がこれまで行ってきた台湾との交流の意義を改めて感じさせられました。

　昨年11月に行われた、第13次慰霊訪問団には、昨年同様45名の方々が参加されました。

その中で、産經新聞の頼永博朗さんが団員として同行し、4泊5日の旅の一部始終を克明に取

材されました。百聞は一見に如かず、本日から、計6回にわたって放送されるこのシリーズでは、

実際の写真をスライドショーでご覧願いながら、日本と台湾の関係を考えて参りたいと思いま

す。

『ありがとう台湾-世界一の親日国に感謝』

平成23年３月11日の東日本大震災に対して、最も迅速、且つ最大の義
捐金を送ってくれた国は、台湾であった。第13次慰霊訪問団では、台湾
政府や国民に日本国民の感謝の気持ちを伝え、滞在期間中に数多くの
取材と歓待を受けた

震災復興支援の御礼と日台関係のあるべき姿

今も現地に残るわが国・日本の誇り

日本人の功績と訪問団の実績

日台の生命の絆の淵源たるもの

台湾で生き続ける日本精神

第13次台湾慰霊訪問を終えて

小菅亥三郎／松俵義博・大西敬吾・大西雅樹・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二 

小菅亥三郎／永田昌巳・下田健一・下田純子・桐野尚枝・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・田中道夫・黄楷　／小野実里／池田裕二

小菅亥三郎／小野正明・神田橋勉・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・中島公明・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／三好誠・木村秀人・黄楷　／小野実里／池田裕二  

 

平成24年4月1日放送

平成24年4月8日放送

平成24年4月15日放送

平成24年4月22日放送

平成24年4月29日放送

平成24年5月6日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉 〈シリーズ〉

20
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

19
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第71弾　全6回
平成24年5月13日～平成24年6月17日

　国家の崩壊は自分のことが自分
で決められぬところに来る、と言
います。外国の言うがままに従い自
らの意思を示さない場合は言うま
でもありませんが、そこまで従属性
が明白でなくても、みずから決断し
て行動すれば自らの意思を実現す
る事が可能であるのに敢えてそれ
をしない時も同じ結果となります。
又、国家が滅びるのは外国の侵略
よりは内部からの崩落からとも言
います。外国が侵略して来ても国
内が強固に結束し事に当たれば、
そうそう侵略も成功しないもので
す。今の我が国は解決すべき様々
な課題を突き付けられています。少子高齢化、産業の空洞化、巨額の財政赤字、原発エネル
ギー問題、予測される大地震の勃発、学力低下、家族崩壊、中国の軍事増強と膨張政策など
多岐にわたっています。これらの中には時間的に余裕のあるもの、或いは後に修正がきくもの
もありますが、対策を誤ると取り返しのつかないものとして外交、安全保障があります。中で
も最大の懸案は、中国の台頭です。中国は日本に対して明確に侵略の意図を示し、その工程表
に従って行動を積み重ねています。中国の敵対行動が明らかであるのに日本は有効な対抗措
置をとっていないという現実があります。勿論、時の政府に全責任がありますが、それを許し
ているのは国民の責任と言わざるを得ません。日本は敗戦の廃墟から見事な復興を成し遂げ
繁栄を謳歌して来ましたが、数年後には戦後70年を迎えようとする今、大改革を迫られてい
ます。戦後の日本は国家ではなかった、単なる社会であった、という指摘もあります。
　幕末、敗戦につづく第三の危機といわれる今の日本について、今回のシリーズ「日本の危機
を突破せよ」をお送りします。

『日本の危機を突破せよ』

平成23年３月11日、日本における観測史上最大規模の大地震が発生
し、約２万人の死傷者・行方不明者を出す東日本大震災に襲われた。地
震や津波への対策、更には国家の緊急時や非常時に備える非常事態法
の必要性等が明らかになった

核保有国はなぜ核武装したのか

反核運動はかつてソ連と中国の手先だった

日本の核アレルギーの幼稚さ

日本の核武装の意義

アメリカの国力低下が日本核武装を生む

中国の属国か、それとも核武装か

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし 

香月洋一／安倍輝彦・吉田重治／中実柚菜／なし 

香月洋一／川口武壽／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし 

小菅亥三郎／木村秀人／小野実里／なし

平成24年5月13日放送

平成24年5月20日放送

平成24年5月27日放送

平成24年6月3日放送

平成24年6月10日放送

平成24年6月17日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

本篇第70弾　全6回
平成24年4月1日～平成24年5月6日

　平成11年に始まった｢日華（日

台）親善友好慰霊訪問団｣は、昨

年で13回目を迎えました。　｢英

霊顕彰なくして誠の家族（兄弟）

交流なく、その絆と広がりなくして

日台両国の国交回復なし｣をモット

ーに、昨年まで13回に亙って親善

友好慰霊訪問が行われました。そ

の間、訪問団の参加者は延べ384

人を数え、また訪問団と縁故ので

きた現地台湾の人々は700人を超

えました。先の大戦で日本人とし

て亡くなられた3万3千余柱の方々

に追悼と感謝の誠を捧げることが、台湾の方 と々の心からの信頼関係を築き、魂の交流に繋

がっています。

　昨年の東日本大震災からはや一年、台湾から真っ先に救助隊の派遣、そして、民間も含め

て200億円という莫大な義捐金を提供していただいたことに、心より感謝申し上げます。また

この支援によって、わが国にとって台湾がいかに掛け替えのない国であるか、そして、私たち

訪問団がこれまで行ってきた台湾との交流の意義を改めて感じさせられました。

　昨年11月に行われた、第13次慰霊訪問団には、昨年同様45名の方々が参加されました。

その中で、産經新聞の頼永博朗さんが団員として同行し、4泊5日の旅の一部始終を克明に取

材されました。百聞は一見に如かず、本日から、計6回にわたって放送されるこのシリーズでは、

実際の写真をスライドショーでご覧願いながら、日本と台湾の関係を考えて参りたいと思いま

す。

『ありがとう台湾-世界一の親日国に感謝』

平成23年３月11日の東日本大震災に対して、最も迅速、且つ最大の義
捐金を送ってくれた国は、台湾であった。第13次慰霊訪問団では、台湾
政府や国民に日本国民の感謝の気持ちを伝え、滞在期間中に数多くの
取材と歓待を受けた

震災復興支援の御礼と日台関係のあるべき姿

今も現地に残るわが国・日本の誇り

日本人の功績と訪問団の実績

日台の生命の絆の淵源たるもの

台湾で生き続ける日本精神

第13次台湾慰霊訪問を終えて

小菅亥三郎／松俵義博・大西敬吾・大西雅樹・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二 

小菅亥三郎／永田昌巳・下田健一・下田純子・桐野尚枝・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・田中道夫・黄楷　／小野実里／池田裕二

小菅亥三郎／小野正明・神田橋勉・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・中島公明・黄楷　／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／三好誠・木村秀人・黄楷　／小野実里／池田裕二  

 

平成24年4月1日放送

平成24年4月8日放送

平成24年4月15日放送

平成24年4月22日放送

平成24年4月29日放送

平成24年5月6日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉 〈シリーズ〉

20
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

19
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



　民主党政権の対中外交を見てい
ると、｢中国は日本にとって敵なの
か、そうでないのか｣の認識が欠除
していると言わざるを得ない事案
が続いています。中国は平成4年
に国内法で尖閣諸島を自国領と明
記したことにより、日本から尖閣を
奪うと世界に公言したのです。こ
れは中国が日本を友好国ではなく
敵国だと宣言したことになります。
このことは日中関係を考える時の
大前提でなければならないので
す。しかし、民主党の外交を見てい
ると、この事には全く気付いてい
ないかの如くです。自民党政権の
対中外交も土下座外交と厳しく批
判されましたが、民主党のそれは、それに輪をかけたものになり下がっています。
　3年前の習近平副主席の天皇謁見の設定慣礼無視、一昨年9月の尖閣体当り漁船の中国
人船長無罪放免、今年1月の北京日本大使館使用許可延期で揺さぶりかけられて譲歩し、新
潟市5000坪民有地の中国への売却を容認、先日の石原都知事尖閣買取反対発言の丹羽中
国大使の続投など、明らかな国益毀損の数々を繰り返しています。
　日中友好のもとに進められた日本のODAは感謝されるどころか軍事大国の手助けの役割
を果たし、反日デモは目的をもって扇動され、経済偏重が日本の国益を棄損する現実を見よ
うとしない日本経済界など、中国との付き合いの学習効果はないのか、と憤りを禁じ得ませ
ん。いつまでこのような屈辱外交を続けるつもりなのでしようか。
　軍事大国となった中国は、日本侵略の動きを顕在化させています。日本は覚悟をもってそれ
に対峙しなければ呑み込まれる可能性が大です。
　そこで今回のシリーズは「中国が敵であることを忘れてはならない」と題してお送りします。

『中国が敵であることを忘れてはならない』

平成23年３月７日、東シナ海の日中中間線付近で警戒監視に当たって
いた海上自衛隊の護衛艦「さみだれ」に、中国海洋局所属とみられるヘ
リが接近し、同護衛艦をカメラで撮影しながら周囲を一周。まさに敵情
視察の行為である

本篇第72弾　全6回
平成24年6月24日～平成24年7月8日、
平成24年7月22日～平成24年8月5日  

新潟市中国領事館建設を阻止せよ

中国人の山林、水源地買収を阻止せよ

水の争奪戦が始まる

急増する在日中国人を警戒せよ

世界の問題児、中国

中国人はウソを悪とは思わない

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人／中実柚菜／小野実里

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし

香月洋一／川口武壽／中実柚菜／なし

平成24年6月24日放送

平成24年7月1日放送

平成24年7月8日放送

平成24年7月22日放送

平成24年7月29日放送

平成24年8月5日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第73弾　全6回
平成24年8月19日～平成24年9月23日

　小説をもたない民族はあっても
神話を持たない民族はないと言わ
れています。それほど神話とは民族
にとって不可欠、原初的なものなの
です。日本以外では、民族と神話は
切っても切れない関係と認識され
ています。
　しかし、戦後の日本ではその神
話が消されている現実があります。
　戦前では、国民誰もが知ってい
た神話である、国生み、イザナギ
命・イザナミ命、天照大御神とスサ
ノオ命、大国主命、因幡の白兎、八俣の大蛇、天孫降臨、海幸・山幸、神武東征などなどは、特
に関心のある人は別にして、聞かれても答えられないのが実情です。大学生に質問すると、ギリ
シャ神話は知っていても日本神話は知らないという答えが返ってきます。我が民族の神話は知
らなくても外国の神話は知っているなどと云う逆さま現象は、外国では考えられないことです。
　なぜ神話に関するこのような異常な事態が起こっているのでしょうか。戦後の日本は得た物
がある半面、大事なものを失っています。戦後の日本はアリカ占領政策の桎梏を取り放し得な
いまま来ているのです。消された神話もその一つです。神話というのはその民族の在り方、もの
の考え方と密接に繋がっているのに、我が国では国民の意識から抜け落ちているのです。
　戦後の日本では、日本の常識は世界の非常識、日本の非常識は世界の常識などと揶揄され
る事柄があります。消された神話もその一つです。そしてこの非常識は改められるべきものです。
　日本の神話は「古事紀」に記されています。折しも、今年は「古事記」が成立してから丁度
1,300年に当たります。そこでこのシリーズは「神話はなぜ消されたのか」と題してお送りします。

『神話はなぜ消されたのか』

戦後、わが国は占領軍によって、神話は「歴史的事実ではない」「創作さ
れた物語に過ぎない」「科学的ではない」などの理由で、教科書から消さ
れた。しかしイギリスの歴史学者アーノルド・J・トインビーは、「12・13歳
くらいまでに民族の神話を学ばなかった民族は、例外なく滅んでいる」
と指摘した。神話は民族の精神的なルーツであり、民族繁栄への先祖か
らの贈り物である。

神話禁止は日本弱体化政策の根幹だった

古事記は我が祖先が書いた履歴書の第1頁

古事記編纂を命じた天武天皇の遠大な構想

日本神話は神々の壮大な成長物語である

日本神話は主人公が交代して話がすすむ

ヤマトタケル命は悲劇の英雄

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／梶栗勝敏 

香月洋一／日隈精二・小川英造／小野実里／茅野輝章

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／小野実里／なし

平成24年8月19日放送

平成24年8月26日放送

平成24年9月2日放送

平成24年9月9日放送

平成24年9月16日放送

平成24年9月23日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

くに   う

みこと あまてらす

おお  くに ぬしみこと いなば また おろち てんそん こう りん うみさち やまさち じんむ　 とう せいや

おお  み   かみ
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シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



　民主党政権の対中外交を見てい
ると、｢中国は日本にとって敵なの
か、そうでないのか｣の認識が欠除
していると言わざるを得ない事案
が続いています。中国は平成4年
に国内法で尖閣諸島を自国領と明
記したことにより、日本から尖閣を
奪うと世界に公言したのです。こ
れは中国が日本を友好国ではなく
敵国だと宣言したことになります。
このことは日中関係を考える時の
大前提でなければならないので
す。しかし、民主党の外交を見てい
ると、この事には全く気付いてい
ないかの如くです。自民党政権の
対中外交も土下座外交と厳しく批
判されましたが、民主党のそれは、それに輪をかけたものになり下がっています。
　3年前の習近平副主席の天皇謁見の設定慣礼無視、一昨年9月の尖閣体当り漁船の中国
人船長無罪放免、今年1月の北京日本大使館使用許可延期で揺さぶりかけられて譲歩し、新
潟市5000坪民有地の中国への売却を容認、先日の石原都知事尖閣買取反対発言の丹羽中
国大使の続投など、明らかな国益毀損の数々を繰り返しています。
　日中友好のもとに進められた日本のODAは感謝されるどころか軍事大国の手助けの役割
を果たし、反日デモは目的をもって扇動され、経済偏重が日本の国益を棄損する現実を見よ
うとしない日本経済界など、中国との付き合いの学習効果はないのか、と憤りを禁じ得ませ
ん。いつまでこのような屈辱外交を続けるつもりなのでしようか。
　軍事大国となった中国は、日本侵略の動きを顕在化させています。日本は覚悟をもってそれ
に対峙しなければ呑み込まれる可能性が大です。
　そこで今回のシリーズは「中国が敵であることを忘れてはならない」と題してお送りします。

『中国が敵であることを忘れてはならない』

平成23年３月７日、東シナ海の日中中間線付近で警戒監視に当たって
いた海上自衛隊の護衛艦「さみだれ」に、中国海洋局所属とみられるヘ
リが接近し、同護衛艦をカメラで撮影しながら周囲を一周。まさに敵情
視察の行為である

本篇第72弾　全6回
平成24年6月24日～平成24年7月8日、
平成24年7月22日～平成24年8月5日  

新潟市中国領事館建設を阻止せよ

中国人の山林、水源地買収を阻止せよ

水の争奪戦が始まる

急増する在日中国人を警戒せよ

世界の問題児、中国

中国人はウソを悪とは思わない

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人／中実柚菜／小野実里

香月洋一／日隈精二・小川英造／中実柚菜／なし

香月洋一／川口武壽／中実柚菜／なし

平成24年6月24日放送

平成24年7月1日放送

平成24年7月8日放送

平成24年7月22日放送

平成24年7月29日放送

平成24年8月5日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第73弾　全6回
平成24年8月19日～平成24年9月23日

　小説をもたない民族はあっても
神話を持たない民族はないと言わ
れています。それほど神話とは民族
にとって不可欠、原初的なものなの
です。日本以外では、民族と神話は
切っても切れない関係と認識され
ています。
　しかし、戦後の日本ではその神
話が消されている現実があります。
　戦前では、国民誰もが知ってい
た神話である、国生み、イザナギ
命・イザナミ命、天照大御神とスサ
ノオ命、大国主命、因幡の白兎、八俣の大蛇、天孫降臨、海幸・山幸、神武東征などなどは、特
に関心のある人は別にして、聞かれても答えられないのが実情です。大学生に質問すると、ギリ
シャ神話は知っていても日本神話は知らないという答えが返ってきます。我が民族の神話は知
らなくても外国の神話は知っているなどと云う逆さま現象は、外国では考えられないことです。
　なぜ神話に関するこのような異常な事態が起こっているのでしょうか。戦後の日本は得た物
がある半面、大事なものを失っています。戦後の日本はアリカ占領政策の桎梏を取り放し得な
いまま来ているのです。消された神話もその一つです。神話というのはその民族の在り方、もの
の考え方と密接に繋がっているのに、我が国では国民の意識から抜け落ちているのです。
　戦後の日本では、日本の常識は世界の非常識、日本の非常識は世界の常識などと揶揄され
る事柄があります。消された神話もその一つです。そしてこの非常識は改められるべきものです。
　日本の神話は「古事紀」に記されています。折しも、今年は「古事記」が成立してから丁度
1,300年に当たります。そこでこのシリーズは「神話はなぜ消されたのか」と題してお送りします。

『神話はなぜ消されたのか』

戦後、わが国は占領軍によって、神話は「歴史的事実ではない」「創作さ
れた物語に過ぎない」「科学的ではない」などの理由で、教科書から消さ
れた。しかしイギリスの歴史学者アーノルド・J・トインビーは、「12・13歳
くらいまでに民族の神話を学ばなかった民族は、例外なく滅んでいる」
と指摘した。神話は民族の精神的なルーツであり、民族繁栄への先祖か
らの贈り物である。

神話禁止は日本弱体化政策の根幹だった

古事記は我が祖先が書いた履歴書の第1頁

古事記編纂を命じた天武天皇の遠大な構想

日本神話は神々の壮大な成長物語である

日本神話は主人公が交代して話がすすむ

ヤマトタケル命は悲劇の英雄

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／梶栗勝敏 

香月洋一／日隈精二・小川英造／小野実里／茅野輝章

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦・大山猛／小野実里／なし

平成24年8月19日放送

平成24年8月26日放送

平成24年9月2日放送

平成24年9月9日放送

平成24年9月16日放送

平成24年9月23日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

くに   う

みこと あまてらす

おお  くに ぬしみこと いなば また おろち てんそん こう りん うみさち やまさち じんむ　 とう せいや

おお  み   かみ

22
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

21
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第74弾　全6回
平成24年9月30日～平成24年11月4日

　この1カ月半の間に、日韓関係と
日中関係は劇的な変化を迎えまし
た。韓国と中国に対する日本人の
認識に大きな変化をもたらす出来
事が相次いで起ったのです。日韓
と日中の往来が以前と比較になら
ないほど多くなり、韓国と中国に親
しみを感じる日本人が増えている
傾向に一挙に冷や水を掛ける出来
事でした。
　韓国イミョンバク大統領は8月
10日に竹島に上陸し我が国の政
府関係者に大きな衝撃を与えまし
たが、さらに追い打ちをかけるか
のように、8月14日には天皇陛下
に謝罪を要求し、日本国民に怒り
を巻き起こしました。韓国の竹島不法占拠を多くの日本人に認識させると同時に、韓国人の日
本観とは何なのかを日本人に改めて思い知らせることとなりました。
　9月11日に野田政権は尖閣諸島の国有化を実施しましたが、それに対する中国と中国人の
反応は日本人の予測を超え、反日暴動となりました。15日はパナソニック、トヨタ自動車、イオ
ンなど多くの日系企業の店舗や工場が焼き打ちに遭い、日本大使館もペンキやペットボトル
などが投げられ、さらには日本人に対するイヤガラセも発生し中にはケガをさせられた人もい
ました。中国政府公認の反日暴動というしかありません。ツイッターなどで反日デモが呼びか
けられましたので政府機関が民間人を装ってデモを呼びかけ扇動したと疑われても仕方あり
ません。19日にはデモ禁止令が出されピタッと終息したこともそのような推測を裏付けるかも
知れません。また、尖閣諸島海域への多数中国公船の進入、日本製品不買、日本製品通関妨
害、次期国家主席の習近平氏はじめ中国政府トップの強硬対決発言、中国軍トップの戦争も
辞さず発言など、これまでにない対日強硬姿勢が露骨になってきました。
　領土問題は日本は絶対に譲歩できないものです。まして尖閣は中国が盗もうとして仕掛け
ているのであれば尚更です。尖閣問題で日本が譲ればそれは中国の属国への第一歩です。我
々はそこに居るのです。今回のことで我々が認識しなければならないのはそこです。韓国イミ
ョンバク大統領の行動と発言は踏み越えてはならないものを超えてしまいました。
　そこで今回のシリーズは｢反日中国と反日韓国にはこう対処すべし｣と題してお送りします。

『反日中国・反日韓国にこう対処すべし』

平成24年８月10日に韓国の李明博大統領が、韓国大統領として初めて竹
島に上陸した。李大統領は、外交の失敗と国力の低下を招いていた民主党
政権下のわが国に対し、「(日本の国際社会での影響力は)昔と同じではな
い」と指摘。強い国家の復権なくしてわが国を守ることはできない。

尖閣を守るのか、中国の属国になるのか

中国の日系企業は、継続か撤退か

中国の尖閣諸島の主張は大ウソである

韓国の主張は余りにもウソが多すぎる

敵を知らねば戦いはできない

外交は相手を凌駕せずして勝利なし

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／なし

香月洋一／日隈精二・小川英造／小野実里／なし

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／なし 

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／小野実里／なし

平成24年9月30日放送

平成24年10月7日放送

平成24年10月14日放送

平成24年10月21日放送

平成24年10月28日放送

平成24年11月4日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第75弾　全6回
平成24年11月11日～平成24年12月16日

　今回のシリーズは｢日本の礎、日
本精神が世界を救う｣と題して、九
州歴史観光戦略研究所代表の井
上政典さんにご担当いただきま
す。
　第1回目は｢仏教から見た日本の
危機　日本人はアジアの救世主
だ」をお送りしました。熊本県玉名
市にある真言律宗(しんごんりっし
ゅう）別格本山　蓮華院誕生寺貫
主の川原英照氏をお招きし、南大
門や四天王像建立の発願の経緯
などのお話を伺いました。
　第2回目は｢日本人と日本を考え
る｣をお送りしました。放送では、
大学教授を経て、株式会社ワコー
社主で「日本と日本人」の著者でもある吉原建男氏にお話を伺いました。
　第3回目は｢玉音放送に見る天皇陛下と日本の底力｣をお送りしました。お話をお伺いする瀬
戸篤氏には札幌からこの放送のために飛んできていただきました。なぜいま玉音放送かとい
うと、大東亜戦争以前の日本人の心の集大成がこの文章に込められていると思っています。こ
こでこの詔(みことのり)をしっかり理解することにより、戦後もう一度やり直す原点にしてみた
いという想いからです。どのような思いで大東亜戦争を先人たちが戦い、どのような思いで亡
くなった方を悼み、そしてどのような思いで復興を描いたかがここに出ています。
　第4回目、第5回目は｢邪馬台国は糸島にあった｣をお送りしました。沢山の歴史の宝庫であ
る福岡を地元の人自体が認識し、自覚することが今後の繁栄の礎になります。そこで魏志倭人
伝を全巻読破された古代史研究家の生野眞好氏に、今までにはなかった新発見も踏まえて興
味深いお話を伺いました。
　第6回目は｢守るべき国、日本｣をお送りしました。福岡県郷友連盟の吉田邦雄会長と稲葉敏
事務局長をお招きし、郷友連盟の活動を紹介しながら、どうしてこのような活動をしているの
か、そして、どのような危機が日本にあるのか、何を守るのかを語っていただきました。

『日本の礎、日本精神が世界を救う』

平成23年４月23日、熊本県玉名市の蓮華院誕生寺本院にて『南大門落
慶式と大四天王像開眼法要』が１千人以上の参列者のもと盛大に挙行
された。江戸時代に庶民の世界一の識字率を誇った背景には寺子屋が
あり、人々の生活の身近なところに仏教の教えや神道が息づいていた。

仏教から見た日本の危機 日本人はアジアの救世主だ

日本人と日本を考える

玉音放送に見る天皇陛下と日本の底力

邪馬台国は糸島にあった①　

邪馬台国は糸島にあった②　

守るべき国、日本

小菅亥三郎／川原英照・井上政典／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉原建男・井上政典／中実柚菜／なし

香月洋一／瀬戸篤・井上政典／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・井上政典／中実柚菜／小野実里

香月洋一／生野眞好・井上政典／中実柚菜／なし 

井上政典／吉田邦雄・稲葉敏／小野実里／なし

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

平成24年11月11日放送

平成24年11月18日放送

平成24年11月25日放送

平成24年12月2日放送

平成24年12月9日放送

平成24年12月16日放送
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http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

23
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第74弾　全6回
平成24年9月30日～平成24年11月4日

　この1カ月半の間に、日韓関係と
日中関係は劇的な変化を迎えまし
た。韓国と中国に対する日本人の
認識に大きな変化をもたらす出来
事が相次いで起ったのです。日韓
と日中の往来が以前と比較になら
ないほど多くなり、韓国と中国に親
しみを感じる日本人が増えている
傾向に一挙に冷や水を掛ける出来
事でした。
　韓国イミョンバク大統領は8月
10日に竹島に上陸し我が国の政
府関係者に大きな衝撃を与えまし
たが、さらに追い打ちをかけるか
のように、8月14日には天皇陛下
に謝罪を要求し、日本国民に怒り
を巻き起こしました。韓国の竹島不法占拠を多くの日本人に認識させると同時に、韓国人の日
本観とは何なのかを日本人に改めて思い知らせることとなりました。
　9月11日に野田政権は尖閣諸島の国有化を実施しましたが、それに対する中国と中国人の
反応は日本人の予測を超え、反日暴動となりました。15日はパナソニック、トヨタ自動車、イオ
ンなど多くの日系企業の店舗や工場が焼き打ちに遭い、日本大使館もペンキやペットボトル
などが投げられ、さらには日本人に対するイヤガラセも発生し中にはケガをさせられた人もい
ました。中国政府公認の反日暴動というしかありません。ツイッターなどで反日デモが呼びか
けられましたので政府機関が民間人を装ってデモを呼びかけ扇動したと疑われても仕方あり
ません。19日にはデモ禁止令が出されピタッと終息したこともそのような推測を裏付けるかも
知れません。また、尖閣諸島海域への多数中国公船の進入、日本製品不買、日本製品通関妨
害、次期国家主席の習近平氏はじめ中国政府トップの強硬対決発言、中国軍トップの戦争も
辞さず発言など、これまでにない対日強硬姿勢が露骨になってきました。
　領土問題は日本は絶対に譲歩できないものです。まして尖閣は中国が盗もうとして仕掛け
ているのであれば尚更です。尖閣問題で日本が譲ればそれは中国の属国への第一歩です。我
々はそこに居るのです。今回のことで我々が認識しなければならないのはそこです。韓国イミ
ョンバク大統領の行動と発言は踏み越えてはならないものを超えてしまいました。
　そこで今回のシリーズは｢反日中国と反日韓国にはこう対処すべし｣と題してお送りします。

『反日中国・反日韓国にこう対処すべし』

平成24年８月10日に韓国の李明博大統領が、韓国大統領として初めて竹
島に上陸した。李大統領は、外交の失敗と国力の低下を招いていた民主党
政権下のわが国に対し、「(日本の国際社会での影響力は)昔と同じではな
い」と指摘。強い国家の復権なくしてわが国を守ることはできない。

尖閣を守るのか、中国の属国になるのか

中国の日系企業は、継続か撤退か

中国の尖閣諸島の主張は大ウソである

韓国の主張は余りにもウソが多すぎる

敵を知らねば戦いはできない

外交は相手を凌駕せずして勝利なし

香月洋一／川口武壽・行實正明／中実柚菜／なし

香月洋一／日隈精二・小川英造／小野実里／なし

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・奈田明憲／中実柚菜／なし

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／なし 

小菅亥三郎／日隈精二・小川英造／小野実里／なし

平成24年9月30日放送

平成24年10月7日放送

平成24年10月14日放送

平成24年10月21日放送

平成24年10月28日放送

平成24年11月4日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第75弾　全6回
平成24年11月11日～平成24年12月16日

　今回のシリーズは｢日本の礎、日
本精神が世界を救う｣と題して、九
州歴史観光戦略研究所代表の井
上政典さんにご担当いただきま
す。
　第1回目は｢仏教から見た日本の
危機　日本人はアジアの救世主
だ」をお送りしました。熊本県玉名
市にある真言律宗(しんごんりっし
ゅう）別格本山　蓮華院誕生寺貫
主の川原英照氏をお招きし、南大
門や四天王像建立の発願の経緯
などのお話を伺いました。
　第2回目は｢日本人と日本を考え
る｣をお送りしました。放送では、
大学教授を経て、株式会社ワコー
社主で「日本と日本人」の著者でもある吉原建男氏にお話を伺いました。
　第3回目は｢玉音放送に見る天皇陛下と日本の底力｣をお送りしました。お話をお伺いする瀬
戸篤氏には札幌からこの放送のために飛んできていただきました。なぜいま玉音放送かとい
うと、大東亜戦争以前の日本人の心の集大成がこの文章に込められていると思っています。こ
こでこの詔(みことのり)をしっかり理解することにより、戦後もう一度やり直す原点にしてみた
いという想いからです。どのような思いで大東亜戦争を先人たちが戦い、どのような思いで亡
くなった方を悼み、そしてどのような思いで復興を描いたかがここに出ています。
　第4回目、第5回目は｢邪馬台国は糸島にあった｣をお送りしました。沢山の歴史の宝庫であ
る福岡を地元の人自体が認識し、自覚することが今後の繁栄の礎になります。そこで魏志倭人
伝を全巻読破された古代史研究家の生野眞好氏に、今までにはなかった新発見も踏まえて興
味深いお話を伺いました。
　第6回目は｢守るべき国、日本｣をお送りしました。福岡県郷友連盟の吉田邦雄会長と稲葉敏
事務局長をお招きし、郷友連盟の活動を紹介しながら、どうしてこのような活動をしているの
か、そして、どのような危機が日本にあるのか、何を守るのかを語っていただきました。

『日本の礎、日本精神が世界を救う』

平成23年４月23日、熊本県玉名市の蓮華院誕生寺本院にて『南大門落
慶式と大四天王像開眼法要』が１千人以上の参列者のもと盛大に挙行
された。江戸時代に庶民の世界一の識字率を誇った背景には寺子屋が
あり、人々の生活の身近なところに仏教の教えや神道が息づいていた。

仏教から見た日本の危機 日本人はアジアの救世主だ

日本人と日本を考える

玉音放送に見る天皇陛下と日本の底力

邪馬台国は糸島にあった①　

邪馬台国は糸島にあった②　

守るべき国、日本

小菅亥三郎／川原英照・井上政典／中実柚菜／小野実里

香月洋一／吉原建男・井上政典／中実柚菜／なし

香月洋一／瀬戸篤・井上政典／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・井上政典／中実柚菜／小野実里

香月洋一／生野眞好・井上政典／中実柚菜／なし 

井上政典／吉田邦雄・稲葉敏／小野実里／なし

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

平成24年11月11日放送

平成24年11月18日放送

平成24年11月25日放送

平成24年12月2日放送

平成24年12月9日放送

平成24年12月16日放送

24
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

23
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第76弾　 全6回
平成25年1月13日～平成25年2月17日

　平成24年は『古事記』編纂から
1300年、7年後は『日本書紀』編
纂から1300年、今年は伊勢神宮
の式年遷宮と節目の年を迎え、古
代日本に思いを馳せる方も多いこ
とでしょう。それは、私達に日本人
とは何なのか？古代日本と現代は
つながりがあるのか？等といった
素朴な疑問を生み出しています。
　また現代は人の往来はボーダー
レスとなり、インターネットの普及
により世界の情報は直ちに私達の
元に届きます。その結果私達は世
界の民族・国家は其の民族性がい
かに異なるのか、その価値観の相違という当たり前の現実に直面します。
　かつて冷戦時代はイデオロギー対立が前面に出て、各民族・国家の価値観の相違・多様性
は表に出ることは比較的少なかったと言えるかもしれませんが、冷戦終結により世界の民族
国家の相貌がより明確になってきました。外国との付き合いは歴史的経緯に影響されもしま
すが、お互いの民族性のぶつかり合いでもあります。
　とくに日本人は外交下手であり、相手を勝手に善意の人間と思いたがる性癖があります。日
本人は日本人に合った振る舞いしかできません。日本人はどのような人間であるのか、しっか
り民族の自画像を踏まえて行動するしかありません。
　そこで今回のシリーズでは、日本を知るその一つの方法として、「日本国成立の日－我々は
いつ日本人になったのか」と題して、日本古代史研究会会長の生野眞好氏をお迎えしていろ
いろお話をお伺いしたいと思います。

『日本国成立の日－我々はいつ日本人になったのか』

平成24年（2012）は、第43代元明天皇の御代の和銅5年（712）に『古
事記』が編纂されて1300年を迎えた。天地創造から日本列島の誕生、
神代の世界、神武天皇の建国などが記された『古事記』は国内に一大
ブームを巻き起こした。

『日本書紀』ではなく『日本紀』

日本神話の成立とその意義について①

日本神話の成立とその意義について②

天照大神誕生以降の『日本神話』は、史実を神話化したもの

神武天皇の実在性とその実年代

日本国成立の日

香月洋一／生野眞好・萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・木村秀人／中実柚菜／小野実里

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・日隈精二／中実柚菜／なし

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし 

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし

平成25年1月13日放送

平成25年1月20日放送

平成25年1月27日放送

平成25年2月3日放送

平成25年2月10日放送

平成25年2月17日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第77弾 　全6回
平成25年2月24日～平成25年3月31日

　平成11年に開始された｢日華・日
台親善友好慰霊訪問団｣は今年で
15年目を迎えることになります。　
｢英霊顕彰なくして誠の家族交流・
兄弟交流なく、その絆と広がりなく
して日台両国の国交回復なし｣をモ
ットーに、昨年まで14回に亙って親
善友好慰霊訪問が行われました。そ
の間、訪問団の参加者は延べ426人
を数え、また訪問団とご縁のできた
現地台湾の皆様は700人を超えまし
た。先の大戦で日本兵軍人軍属とし
て亡くなられた原台湾人3万3千余
柱に感謝と追悼の誠を捧げることが
、台湾の皆様との心からの信頼関係
を築き、魂の交流に繋がることになるのです。
　私たちは、一昨年の東日本大震災の対応で示された台湾の皆様による物心両面にわたる世界一
のご支援を決して忘れません。また、一党独裁の覇権国家・中共による、尖閣を搦めた反日の呼び
かけにも拘わらず、微動だにしない国民性に敬意を表します。時代こそ違え、今を遡ること94年前
の大正8年、韓国における「万歳事件」発生の時も、今回と同様「馬耳東風の態度で極めて冷静平
穏」に対応されたのが他ならぬ台湾の皆様でした。私たちはこのような誠心に応えるためにも積
極的に家族交流･兄弟交流を深め、その紐帯を今まで以上に強固なものにしていきます。
　さて昨年行われた第14次訪問では、台南市政府表敬訪問、保存または復元されている日本時
代の奉安殿（ほうあんでん）や武徳殿（ぶとくでん）の見学、鹽水（えんすい）國民小学の訪問と校
長先生による｢仰げば尊し｣の横笛演奏、中華民國外交部での｢海ゆかば｣の独唱と外交部の皆様も
含めての全員黙祷、富安宮（ふあんきゅう）参拝等盛り沢山のスケジュールが新たに加えられまし
た。そして10月に結婚し、台湾支部の事務局長として基隆（きーるん）に赴任した黄楷棻は全行程
を同伴しました。復路での一部、新幹線活用も含めて4泊5日の旅は確実に充実度を増してきまし
た。
　今回のシリーズでは、第14次訪問団・38名の参加者を代表して、団員の皆様にご登場いただき
旅の感想等を語っていただきます。台湾でご覧いただいている皆様もメールやファックスでご意見
やご感想をお寄せ下さい。お待ちしています。

『継承すべき日台の絆－世代の壁を乗り越えて』

平成23年11月の第13次慰霊訪問団は、同年３月の東日本大震災に対
する世界一の義捐金(200億円余)に対する御礼を兼ねて台湾を訪問し
た。政府の使節団に匹敵する感謝の訪問団は、台湾全土で注目を浴び
た。一民間団体以上の活躍をする慰霊訪問団は第14次においては台南
市政府を表敬訪問した。日台の絆は世代を超えて継承されている。

広がり続ける日台の家族交流・兄弟交流

今も現地に残るわが国・日本の誇り

公的支援なき公共事業

世代を超えて広がる慰霊の心　

台湾で生き続ける日本精神　

第14次台湾慰霊訪問の旅を終えて

小菅亥三郎／松俵義博・藤末耕一郎／中実柚菜／池田裕二

小菅亥三郎／木村秀人・大西雅樹／中実柚菜／池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・田中道夫／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／矢ヶ部大輔・中島公明／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／永田昌巳・原田泰宏・桐野隆徳／中実柚菜／池田裕二 

小菅亥三郎／中山茂・松俵義博／中実柚菜／小野実里・池田裕二

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

平成25年2月24日放送

平成25年3月3日放送

平成25年3月10日放送

平成25年3月17日放送

平成25年3月24日放送

平成25年3月31日放送

26
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

25
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第76弾　 全6回
平成25年1月13日～平成25年2月17日

　平成24年は『古事記』編纂から
1300年、7年後は『日本書紀』編
纂から1300年、今年は伊勢神宮
の式年遷宮と節目の年を迎え、古
代日本に思いを馳せる方も多いこ
とでしょう。それは、私達に日本人
とは何なのか？古代日本と現代は
つながりがあるのか？等といった
素朴な疑問を生み出しています。
　また現代は人の往来はボーダー
レスとなり、インターネットの普及
により世界の情報は直ちに私達の
元に届きます。その結果私達は世
界の民族・国家は其の民族性がい
かに異なるのか、その価値観の相違という当たり前の現実に直面します。
　かつて冷戦時代はイデオロギー対立が前面に出て、各民族・国家の価値観の相違・多様性
は表に出ることは比較的少なかったと言えるかもしれませんが、冷戦終結により世界の民族
国家の相貌がより明確になってきました。外国との付き合いは歴史的経緯に影響されもしま
すが、お互いの民族性のぶつかり合いでもあります。
　とくに日本人は外交下手であり、相手を勝手に善意の人間と思いたがる性癖があります。日
本人は日本人に合った振る舞いしかできません。日本人はどのような人間であるのか、しっか
り民族の自画像を踏まえて行動するしかありません。
　そこで今回のシリーズでは、日本を知るその一つの方法として、「日本国成立の日－我々は
いつ日本人になったのか」と題して、日本古代史研究会会長の生野眞好氏をお迎えしていろ
いろお話をお伺いしたいと思います。

『日本国成立の日－我々はいつ日本人になったのか』

平成24年（2012）は、第43代元明天皇の御代の和銅5年（712）に『古
事記』が編纂されて1300年を迎えた。天地創造から日本列島の誕生、
神代の世界、神武天皇の建国などが記された『古事記』は国内に一大
ブームを巻き起こした。

『日本書紀』ではなく『日本紀』

日本神話の成立とその意義について①

日本神話の成立とその意義について②

天照大神誕生以降の『日本神話』は、史実を神話化したもの

神武天皇の実在性とその実年代

日本国成立の日

香月洋一／生野眞好・萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・木村秀人／中実柚菜／小野実里

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／生野眞好・日隈精二／中実柚菜／なし

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし 

香月洋一／生野眞好／中実柚菜／なし

平成25年1月13日放送

平成25年1月20日放送

平成25年1月27日放送

平成25年2月3日放送

平成25年2月10日放送

平成25年2月17日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第77弾 　全6回
平成25年2月24日～平成25年3月31日

　平成11年に開始された｢日華・日
台親善友好慰霊訪問団｣は今年で
15年目を迎えることになります。　
｢英霊顕彰なくして誠の家族交流・
兄弟交流なく、その絆と広がりなく
して日台両国の国交回復なし｣をモ
ットーに、昨年まで14回に亙って親
善友好慰霊訪問が行われました。そ
の間、訪問団の参加者は延べ426人
を数え、また訪問団とご縁のできた
現地台湾の皆様は700人を超えまし
た。先の大戦で日本兵軍人軍属とし
て亡くなられた原台湾人3万3千余
柱に感謝と追悼の誠を捧げることが
、台湾の皆様との心からの信頼関係
を築き、魂の交流に繋がることになるのです。
　私たちは、一昨年の東日本大震災の対応で示された台湾の皆様による物心両面にわたる世界一
のご支援を決して忘れません。また、一党独裁の覇権国家・中共による、尖閣を搦めた反日の呼び
かけにも拘わらず、微動だにしない国民性に敬意を表します。時代こそ違え、今を遡ること94年前
の大正8年、韓国における「万歳事件」発生の時も、今回と同様「馬耳東風の態度で極めて冷静平
穏」に対応されたのが他ならぬ台湾の皆様でした。私たちはこのような誠心に応えるためにも積
極的に家族交流･兄弟交流を深め、その紐帯を今まで以上に強固なものにしていきます。
　さて昨年行われた第14次訪問では、台南市政府表敬訪問、保存または復元されている日本時
代の奉安殿（ほうあんでん）や武徳殿（ぶとくでん）の見学、鹽水（えんすい）國民小学の訪問と校
長先生による｢仰げば尊し｣の横笛演奏、中華民國外交部での｢海ゆかば｣の独唱と外交部の皆様も
含めての全員黙祷、富安宮（ふあんきゅう）参拝等盛り沢山のスケジュールが新たに加えられまし
た。そして10月に結婚し、台湾支部の事務局長として基隆（きーるん）に赴任した黄楷棻は全行程
を同伴しました。復路での一部、新幹線活用も含めて4泊5日の旅は確実に充実度を増してきまし
た。
　今回のシリーズでは、第14次訪問団・38名の参加者を代表して、団員の皆様にご登場いただき
旅の感想等を語っていただきます。台湾でご覧いただいている皆様もメールやファックスでご意見
やご感想をお寄せ下さい。お待ちしています。

『継承すべき日台の絆－世代の壁を乗り越えて』

平成23年11月の第13次慰霊訪問団は、同年３月の東日本大震災に対
する世界一の義捐金(200億円余)に対する御礼を兼ねて台湾を訪問し
た。政府の使節団に匹敵する感謝の訪問団は、台湾全土で注目を浴び
た。一民間団体以上の活躍をする慰霊訪問団は第14次においては台南
市政府を表敬訪問した。日台の絆は世代を超えて継承されている。

広がり続ける日台の家族交流・兄弟交流

今も現地に残るわが国・日本の誇り

公的支援なき公共事業

世代を超えて広がる慰霊の心　

台湾で生き続ける日本精神　

第14次台湾慰霊訪問の旅を終えて

小菅亥三郎／松俵義博・藤末耕一郎／中実柚菜／池田裕二

小菅亥三郎／木村秀人・大西雅樹／中実柚菜／池田裕二

小菅亥三郎／古賀誠・田中道夫／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／矢ヶ部大輔・中島公明／中実柚菜／小野実里・池田裕二

小菅亥三郎／永田昌巳・原田泰宏・桐野隆徳／中実柚菜／池田裕二 

小菅亥三郎／中山茂・松俵義博／中実柚菜／小野実里・池田裕二

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

平成25年2月24日放送

平成25年3月3日放送

平成25年3月10日放送

平成25年3月17日放送

平成25年3月24日放送

平成25年3月31日放送

26
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

25
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第78弾 　全6回
平成25年4月7日～平成25年5月12日

　昨年末に安倍晋三政権が誕生
し、3年3カ月間の民主党政権が壊
した日本の国益を、安倍政権が回
復して増大してくれるものと大きな
期待が寄せられています。また中
国、韓国にも新指導者が誕生し、
対日政策としてどの様なものが打
ち出されるのか注目されていまし
た。
　中国に関しては尖閣国有化に対
する攻勢は継続されており近習平
政権では対日強硬策が一層強まる
ものと予想されています。
　韓国では初めての女性大統領
が登場しましたが、3・1記念式典の演説で「加害者と被害者という歴史的立場は千年の歴史
が流れても変わることはできない」と述べました。驚くというより唖然とする発言です。韓国の
最高指導者が発したこの演説を日本人は肝に銘じなければなりません。これは日韓の和解は
未来永劫不可能と宣言したのと同じです。
　日中、日韓の歴史認識問題は、支那事変、日韓併合という現実に存在した歴史事実を巡る
ものであり、或る意味止むを得ないところもありますが、尖閣問題と従軍慰安婦問題、日本海
呼称問題は歴史認識とは別個のものと捉えるべきです。真実かそうでないかの単なる事実問
題です。それは公開の場で議論すれば決着のつく類のものです。
　しかし、中国は尖閣諸島は自国の領土だとウソ八百を並べ立て侵略しようとしています。又
韓国は従軍慰安婦は日本軍に強制連行されたとこれまたウソ八百を叫びたてアメリカに告発
の像まで建てるは、日本海の呼び方は日韓併合時代に我が国が世界に押し付けたという信じ
難い主張を外国でまき散らしています。
　中国と韓国が仕掛けているこれらの攻撃は日本の主権と名誉を否定するものです。いわば
我が国の名誉と主権のかかった戦争です。我々がこのような不埒極まりない仕掛けに屈する
などは問題外です。我々はそれらを一蹴するのみです。

『中国韓国とは交戦中であることを覚悟せよ』

平成25年(2013)３月１日、韓国の朴大統領は、「（日本と韓国の）加害
者と被害者という歴史的立場は、千年の歴史が流れても変わることが
ない」と演説。日韓併合によって膨大な国費投入で近代国家へと発展さ
せた恩恵や、昭和40年の日韓基本条約締結により戦後の韓国の困窮を
救済し準先進国へと引き上げた功績を無視。一国の大統領としての見
識が疑われる言動が続く。

中国の情報戦に打ち勝て

韓国新大統領は日韓歴史和解は未来永劫不可能と宣言

中国による土地買収を阻止せよ

ウソで固めた韓国の慰安婦外交

日韓補償問題は完全かつ最終的に解決済み

韓国では謝罪は従属を意味する

香月洋一／萩野行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし 

日隈精二／小川英造・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・津留毅／中実柚菜／小野実里

香月洋一／川口武壽・古賀毅志／中実柚菜／なし 

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／甲斐文一郎・三瀬博己／中実柚菜／茅野輝章

平成25年4月7日放送

平成25年4月14日放送

平成25年4月21日放送

平成25年4月28日放送

平成25年5月5日放送

平成25年5月12日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第79弾 　全7回
平成25年5月19日～平成25年6日30日

　先日の靖國神社春季例大祭に
安倍内閣の三閣僚と超党派国会
議員169人が参拝しました。それ
に対して中国と韓国がいつものご
とく反発しましたが、靖國参拝は
国家指導者の姿勢の根幹にかか
わるものであり、政治がきちんと
解決し、天皇陛下のご親拝を実現
しなければならない我が国最重要
の課題です。
　国難に対して命をかけて戦った
英霊に対して国が責任をもって感
謝の誠を捧げ顕彰するのは国家と
して最低限の務めであり、日本以外では極々当たり前の、何ら問題にするのがおかしいことで
す。しかしこれまでのさまざまな政治的理由により戦後60数年経ったにも拘わらずその都度、
政治問題化、外交問題化しています。まことに由 し々い事です。
　靖國参拝問題は、内政干渉の一言で解決するものです。しかし、現実はそれが実現してい
ません。我が国の国内世論が分断されています。
　これまでは靖國参拝に対しては中国の反発が主でしたが、今回は韓国の反発に新たな展開
が見られました。
　韓国は今回、歴史認識は「正しい」か「間違い」かのどちらかしか無いと政府が発表しまし
た。これまでの主張をより分かり易く明解に示しました。韓国の主張がいかに幼稚なものか、
国際常識に反するか、が鮮明となりました。

『靖國参拝に反対する中韓の目的』

平成25年４月23日、 超党派の議員連盟「みんなで靖國神社に参拝する
国会議員の会」が、168名で靖國神社に参拝。３名の閣僚を含む平成に
入って最多の国会議員の参拝者数であった。早速中国や韓国が内政干
渉のクレームをつけてきたが、安倍首相は「わが閣僚はどんな脅しにも
屈しない」と毅然と対応。

韓国は日本と戦争をしたと教科書で教えている

中国の目的は日本世論の分断である①

中国の目的は日本世論の分断である②

在日朝鮮人は強制連行されたはウソである

韓国の反日の根源は侮日である

韓国には遠慮会釈は要らない

韓国の目的は自分の歴史観に日本を従わせること　

小菅亥三郎／木村秀人・津留毅／中実柚菜／茅野輝章

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／なし 

日隈精二／小川英造・大山猛／中実柚菜／なし 

香月洋一／川口武壽・古賀毅志／中実柚菜／なし

香月洋一／木村秀人／中実柚菜／小野実里

安倍輝彦／吉田重治・甲斐文一郎／中実柚菜／なし 

平成25年5月19日放送

平成25年5月26日放送

平成25年6月7日放送

平成25年6月9日放送

平成25年6月16日放送

平成25年6月23日放送

平成25年6月30日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第7回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

28
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

27
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



本篇第78弾 　全6回
平成25年4月7日～平成25年5月12日

　昨年末に安倍晋三政権が誕生
し、3年3カ月間の民主党政権が壊
した日本の国益を、安倍政権が回
復して増大してくれるものと大きな
期待が寄せられています。また中
国、韓国にも新指導者が誕生し、
対日政策としてどの様なものが打
ち出されるのか注目されていまし
た。
　中国に関しては尖閣国有化に対
する攻勢は継続されており近習平
政権では対日強硬策が一層強まる
ものと予想されています。
　韓国では初めての女性大統領
が登場しましたが、3・1記念式典の演説で「加害者と被害者という歴史的立場は千年の歴史
が流れても変わることはできない」と述べました。驚くというより唖然とする発言です。韓国の
最高指導者が発したこの演説を日本人は肝に銘じなければなりません。これは日韓の和解は
未来永劫不可能と宣言したのと同じです。
　日中、日韓の歴史認識問題は、支那事変、日韓併合という現実に存在した歴史事実を巡る
ものであり、或る意味止むを得ないところもありますが、尖閣問題と従軍慰安婦問題、日本海
呼称問題は歴史認識とは別個のものと捉えるべきです。真実かそうでないかの単なる事実問
題です。それは公開の場で議論すれば決着のつく類のものです。
　しかし、中国は尖閣諸島は自国の領土だとウソ八百を並べ立て侵略しようとしています。又
韓国は従軍慰安婦は日本軍に強制連行されたとこれまたウソ八百を叫びたてアメリカに告発
の像まで建てるは、日本海の呼び方は日韓併合時代に我が国が世界に押し付けたという信じ
難い主張を外国でまき散らしています。
　中国と韓国が仕掛けているこれらの攻撃は日本の主権と名誉を否定するものです。いわば
我が国の名誉と主権のかかった戦争です。我々がこのような不埒極まりない仕掛けに屈する
などは問題外です。我々はそれらを一蹴するのみです。

『中国韓国とは交戦中であることを覚悟せよ』

平成25年(2013)３月１日、韓国の朴大統領は、「（日本と韓国の）加害
者と被害者という歴史的立場は、千年の歴史が流れても変わることが
ない」と演説。日韓併合によって膨大な国費投入で近代国家へと発展さ
せた恩恵や、昭和40年の日韓基本条約締結により戦後の韓国の困窮を
救済し準先進国へと引き上げた功績を無視。一国の大統領としての見
識が疑われる言動が続く。

中国の情報戦に打ち勝て

韓国新大統領は日韓歴史和解は未来永劫不可能と宣言

中国による土地買収を阻止せよ

ウソで固めた韓国の慰安婦外交

日韓補償問題は完全かつ最終的に解決済み

韓国では謝罪は従属を意味する

香月洋一／萩野行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし 

日隈精二／小川英造・大山猛／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／木村秀人・津留毅／中実柚菜／小野実里

香月洋一／川口武壽・古賀毅志／中実柚菜／なし 

香月洋一／安倍輝彦／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／甲斐文一郎・三瀬博己／中実柚菜／茅野輝章

平成25年4月7日放送

平成25年4月14日放送

平成25年4月21日放送

平成25年4月28日放送

平成25年5月5日放送

平成25年5月12日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

本篇第79弾 　全7回
平成25年5月19日～平成25年6日30日

　先日の靖國神社春季例大祭に
安倍内閣の三閣僚と超党派国会
議員169人が参拝しました。それ
に対して中国と韓国がいつものご
とく反発しましたが、靖國参拝は
国家指導者の姿勢の根幹にかか
わるものであり、政治がきちんと
解決し、天皇陛下のご親拝を実現
しなければならない我が国最重要
の課題です。
　国難に対して命をかけて戦った
英霊に対して国が責任をもって感
謝の誠を捧げ顕彰するのは国家と
して最低限の務めであり、日本以外では極々当たり前の、何ら問題にするのがおかしいことで
す。しかしこれまでのさまざまな政治的理由により戦後60数年経ったにも拘わらずその都度、
政治問題化、外交問題化しています。まことに由 し々い事です。
　靖國参拝問題は、内政干渉の一言で解決するものです。しかし、現実はそれが実現してい
ません。我が国の国内世論が分断されています。
　これまでは靖國参拝に対しては中国の反発が主でしたが、今回は韓国の反発に新たな展開
が見られました。
　韓国は今回、歴史認識は「正しい」か「間違い」かのどちらかしか無いと政府が発表しまし
た。これまでの主張をより分かり易く明解に示しました。韓国の主張がいかに幼稚なものか、
国際常識に反するか、が鮮明となりました。

『靖國参拝に反対する中韓の目的』

平成25年４月23日、 超党派の議員連盟「みんなで靖國神社に参拝する
国会議員の会」が、168名で靖國神社に参拝。３名の閣僚を含む平成に
入って最多の国会議員の参拝者数であった。早速中国や韓国が内政干
渉のクレームをつけてきたが、安倍首相は「わが閣僚はどんな脅しにも
屈しない」と毅然と対応。

韓国は日本と戦争をしたと教科書で教えている

中国の目的は日本世論の分断である①

中国の目的は日本世論の分断である②

在日朝鮮人は強制連行されたはウソである

韓国の反日の根源は侮日である

韓国には遠慮会釈は要らない

韓国の目的は自分の歴史観に日本を従わせること　

小菅亥三郎／木村秀人・津留毅／中実柚菜／茅野輝章

香月洋一／萩尾行孝・岡田三郎／中実柚菜／なし

小菅亥三郎／香月洋一／中実柚菜／なし 

日隈精二／小川英造・大山猛／中実柚菜／なし 

香月洋一／川口武壽・古賀毅志／中実柚菜／なし

香月洋一／木村秀人／中実柚菜／小野実里

安倍輝彦／吉田重治・甲斐文一郎／中実柚菜／なし 

平成25年5月19日放送

平成25年5月26日放送

平成25年6月7日放送

平成25年6月9日放送

平成25年6月16日放送

平成25年6月23日放送

平成25年6月30日放送

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第7回

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

〈シリーズ〉

28
http://touron.l-mate.net　シリーズ紹介

27
シリーズ紹介　http://touron.l-mate.net

シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送

http://touron.l-mate.net
アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net



年 末 年 始 企 画
　平成11年に始まった｢日華（台）親善友好慰霊訪問団｣は平成24
年で14年目を迎えました。今回は台南市政府表敬訪問、復元また
は保存されている日本時代の奉安殿、武徳殿の見学、塩水國民小
学の訪問と校長先生による｢仰げば尊し｣の横笛演奏、中華民國外
交部での｢海ゆかば｣の独唱と外交部の皆様も含めての全員黙祷、
富安宮参拝等々盛り沢山のスケジュールが新たに加えられました。
そして10月に結婚し、台湾支部の事務局長として基隆に赴任した
黄楷　は全行程を同伴しました。第14次訪問団の38名の参加者
を代表して、4名の皆様にご登場いただきスライドや写真もご覧い
ただきながら、旅の感想等を大いに語っていただきました。
　今年も内外ともに大きな出来事が起こりました。国内でも胸を痛
める自然災害、事故もありましたが、又、幾つかのことが日本国民
に希望を与えてくれました。年末には衆議院選挙の自民党大勝、第
2次安倍晋三内閣の成立で、来年に期待を膨らませて年末年始を
過ごす方も多いことでしょう。平成24年は、尖閣諸島国有化を理
由とした中国反日暴動とイミョンバク韓国大統領の天皇謝罪要求
発言があり、平和ボケした日本人の目を覚ましてくれました。3年3
カ月間の民主党政権の稚拙外交にもとづく日米関係の弱体化、中
国対日強硬路線の激化と、かってない厳しい状況です。安倍政権
は民主党政権とは違い国益を第一として外交安保政策をすすめる
意図を明確にしていますのでその成果が注目されています。そこで
年末年始特別番組として、「今年の日本の政治の総括と来年の展
望」をお送り致しました。
　満10年目を迎える平成25年の年頭の放送は、昨年12月16日の
衆院議員選挙における保守陣営の圧勝と安倍政権の誕生を祝して、
中山恭子参議院議員に登場いただきました。中山先生は、中央ア
ジアの国、ウズベキスタン共和国とタジキスタン共和国の特命全権
大使としてご活躍されましたが、大使の任を終え帰国された直後の
平成14年9月、当時の小泉総理が訪朝し第一回日朝首脳会談を行
いました。北朝鮮による日本人拉致被害者家族と政府の間の調整
を行うために、中山先生は内閣官房参与に任命されました。その誠
意ある対応に被害者家族の方々が全面的な信頼を寄せたことはよ
く知られているところです。
　今回は、一貫して日本国民を守ることは国家の基本的役割であ
るという姿勢を貫かれる中山先生が、中央アジアの新日国家ウズベ
キスタン共和国で感じたことなど、様々なご経験をお伺いしました。

１．台湾前総統李登輝先生とお会いして

２．日曜討論を振り返って

３．慰霊は日台の魂の交流

４．台湾からのメッセージ

５．平成18年日本の課題を展望する

６．海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－慰霊は日台の魂の交流

７．海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－台湾防衛は英霊との約束

８．頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員に聞く

９．日台魂の交流に触れて

10．韓半島の情勢と大学生による日韓交流秘話－

　　日韓連携で拉致問題の解決を目指して 

11．日本再生は保守を旗幟（はたじるし）にして

12．日台・魂の絆、第14次慰霊訪問の旅を終えて

13．今年の日本の政治の総括と来年の展望

14．参議院議員　中山恭子先生に聞く―親日国家ウズベキスタン

〈これまでの年末年始篇〉

番組開始周年企画

平成15年12月28日放送

平成16年1月4日放送

平成16年12月26日放送

平成17年1月2日放送

平成18年1月1日放送

平成18年1月8日放送

平成19年1月7日放送

平成21年1月4日放送

平成22年1月3日放送

平成23年1月2日放送

平成24年1月1日放送

平成24年12月23日放送

平成24年12月30日放送

平成25年1月6日放送

　この放送の目的は、地元・福岡で定期的な番組として話題
を提供し、「誇りある国づくり運動」を支えていくことにありま
す。平成24年7月15日には、地元・福岡で「国民が育つ郷土づ
くり」を展開しておられるお二人、櫻井英夫さん、佐谷正幸さ
んをお招きして「歌と町おこし－国民が育つ郷土づくりを」と
題してお話しをお伺いしました。

　平成24年7月6日、高島宗一郎市長が北京に赴いて、中国公
務員の海外研修を管轄する中国国家外国専家局と「人材交流
および協力の覚書」を締結しました。同覚書は今後5年間で中
国公務員4,000人を受け入れると言うものでした。覚書は締
結3日前まで公表はおろか、福岡市議会への報告もなく、まし
てや、相手国がわが国・日本を敵視し、尖閣の強奪宣言どころ
か沖縄までをも自国領土だと嘯き、アジア各地で国境紛争を
激発させている中国で、到底受け入れられるものではありませ
んでした。スタジオ日本 日曜討論では、平成24年8月12日、
緊急に「福岡の恥・高島宗一郎市長の"中国公務員4,000人採
用発言"を斬る」と題して特別番組を組みました。

１．時事問題/竹島問題を考える

２．時事問題/“百人斬り”は冤罪だ

３．教育問題/ゆとり教育を問い直す

４．時事問題/皇位継承と皇室典範改定

５．台中問題/ようこそ、第8次日華(台)親善友好慰霊訪問団ヘ

６．まちづくり問題/よりよい福岡市づくりを

７．くにづくり問題/世界一日本に自信と誇りを

８．時事問題/沖縄戦集団自決の真相と教科書検定

９．時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令ではない①

10．時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令ではない②

11．時事問題/教科書問題と沖縄県民の総意

12．時事問題/中国の工作から沖縄を守れ

13．時事問題/天皇陛下御即位20年奉祝を全国各地で！

14．時事問題/田母神論文と村山談話

15．まちづくり問題/歌と町おこし－故郷（ふるさと）を歌う

16．時事問題/永住外国人地方参政権は実現させてはならない

17．時事問題/ちょっとまって！ 夫婦別姓

18．時事問題/「千船保釣」を阻止せよ！

　   ―沖縄・尖閣諸島を守るわれらが闘い 

19．時事問題/自民党地方組織・議員総局長衛藤晟一参議院議員に

　   聞く 民主党が進める危険な法案と尖閣問題の行方 

20. まちづくり問題/歌と町おこし－国民が育つ郷土づくりを

21. まちづくり問題/福岡の恥・高島宗一郎市長の"中国公務員4,000人採用発言"を斬る

〈これまでの特別篇〉

特　別　企　画

平成17年3月20日放送

平成17年5月29日放送

平成17年12月18日放送

平成18年2月12日放送

平成18年10月1日放送

平成18年10月8日放送

平成19年8月5日放送

平成19年10月14日放送

平成19年11月18日放送

平成19年11月25日放送

平成19年12月2日放送

平成19年12月9日放送

平成20年7月27日放送

平成20年11月16日放送

平成21年9月6日放送

平成21年10月4日放送

平成21年12月13日放送

平成23年8月7日放送

平成23年8月21日放送

平成24年7月15日放送

平成24年8月12日放送

平成24年12月23日の放送より

平成24年12月30日の放送より

平成25年1月6日の放送より

平成24年7月15日の放送より

平成24年8月12日の放送より
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シリーズ紹介インターネット生放送
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アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送
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アーカイブ（過去の放送内容）
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年 末 年 始 企 画
　平成11年に始まった｢日華（台）親善友好慰霊訪問団｣は平成24
年で14年目を迎えました。今回は台南市政府表敬訪問、復元また
は保存されている日本時代の奉安殿、武徳殿の見学、塩水國民小
学の訪問と校長先生による｢仰げば尊し｣の横笛演奏、中華民國外
交部での｢海ゆかば｣の独唱と外交部の皆様も含めての全員黙祷、
富安宮参拝等々盛り沢山のスケジュールが新たに加えられました。
そして10月に結婚し、台湾支部の事務局長として基隆に赴任した
黄楷　は全行程を同伴しました。第14次訪問団の38名の参加者
を代表して、4名の皆様にご登場いただきスライドや写真もご覧い
ただきながら、旅の感想等を大いに語っていただきました。
　今年も内外ともに大きな出来事が起こりました。国内でも胸を痛
める自然災害、事故もありましたが、又、幾つかのことが日本国民
に希望を与えてくれました。年末には衆議院選挙の自民党大勝、第
2次安倍晋三内閣の成立で、来年に期待を膨らませて年末年始を
過ごす方も多いことでしょう。平成24年は、尖閣諸島国有化を理
由とした中国反日暴動とイミョンバク韓国大統領の天皇謝罪要求
発言があり、平和ボケした日本人の目を覚ましてくれました。3年3
カ月間の民主党政権の稚拙外交にもとづく日米関係の弱体化、中
国対日強硬路線の激化と、かってない厳しい状況です。安倍政権
は民主党政権とは違い国益を第一として外交安保政策をすすめる
意図を明確にしていますのでその成果が注目されています。そこで
年末年始特別番組として、「今年の日本の政治の総括と来年の展
望」をお送り致しました。
　満10年目を迎える平成25年の年頭の放送は、昨年12月16日の
衆院議員選挙における保守陣営の圧勝と安倍政権の誕生を祝して、
中山恭子参議院議員に登場いただきました。中山先生は、中央ア
ジアの国、ウズベキスタン共和国とタジキスタン共和国の特命全権
大使としてご活躍されましたが、大使の任を終え帰国された直後の
平成14年9月、当時の小泉総理が訪朝し第一回日朝首脳会談を行
いました。北朝鮮による日本人拉致被害者家族と政府の間の調整
を行うために、中山先生は内閣官房参与に任命されました。その誠
意ある対応に被害者家族の方々が全面的な信頼を寄せたことはよ
く知られているところです。
　今回は、一貫して日本国民を守ることは国家の基本的役割であ
るという姿勢を貫かれる中山先生が、中央アジアの新日国家ウズベ
キスタン共和国で感じたことなど、様々なご経験をお伺いしました。

１．台湾前総統李登輝先生とお会いして

２．日曜討論を振り返って

３．慰霊は日台の魂の交流

４．台湾からのメッセージ

５．平成18年日本の課題を展望する

６．海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－慰霊は日台の魂の交流

７．海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて－台湾防衛は英霊との約束

８．頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員に聞く

９．日台魂の交流に触れて

10．韓半島の情勢と大学生による日韓交流秘話－

　　日韓連携で拉致問題の解決を目指して 

11．日本再生は保守を旗幟（はたじるし）にして

12．日台・魂の絆、第14次慰霊訪問の旅を終えて

13．今年の日本の政治の総括と来年の展望

14．参議院議員　中山恭子先生に聞く―親日国家ウズベキスタン

〈これまでの年末年始篇〉

番組開始周年企画

平成15年12月28日放送

平成16年1月4日放送

平成16年12月26日放送

平成17年1月2日放送

平成18年1月1日放送

平成18年1月8日放送

平成19年1月7日放送

平成21年1月4日放送

平成22年1月3日放送

平成23年1月2日放送

平成24年1月1日放送

平成24年12月23日放送

平成24年12月30日放送

平成25年1月6日放送

　この放送の目的は、地元・福岡で定期的な番組として話題
を提供し、「誇りある国づくり運動」を支えていくことにありま
す。平成24年7月15日には、地元・福岡で「国民が育つ郷土づ
くり」を展開しておられるお二人、櫻井英夫さん、佐谷正幸さ
んをお招きして「歌と町おこし－国民が育つ郷土づくりを」と
題してお話しをお伺いしました。

　平成24年7月6日、高島宗一郎市長が北京に赴いて、中国公
務員の海外研修を管轄する中国国家外国専家局と「人材交流
および協力の覚書」を締結しました。同覚書は今後5年間で中
国公務員4,000人を受け入れると言うものでした。覚書は締
結3日前まで公表はおろか、福岡市議会への報告もなく、まし
てや、相手国がわが国・日本を敵視し、尖閣の強奪宣言どころ
か沖縄までをも自国領土だと嘯き、アジア各地で国境紛争を
激発させている中国で、到底受け入れられるものではありませ
んでした。スタジオ日本 日曜討論では、平成24年8月12日、
緊急に「福岡の恥・高島宗一郎市長の"中国公務員4,000人採
用発言"を斬る」と題して特別番組を組みました。

１．時事問題/竹島問題を考える

２．時事問題/“百人斬り”は冤罪だ

３．教育問題/ゆとり教育を問い直す

４．時事問題/皇位継承と皇室典範改定

５．台中問題/ようこそ、第8次日華(台)親善友好慰霊訪問団ヘ

６．まちづくり問題/よりよい福岡市づくりを

７．くにづくり問題/世界一日本に自信と誇りを

８．時事問題/沖縄戦集団自決の真相と教科書検定

９．時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令ではない①

10．時事問題/沖縄戦集団自決は軍命令ではない②

11．時事問題/教科書問題と沖縄県民の総意

12．時事問題/中国の工作から沖縄を守れ

13．時事問題/天皇陛下御即位20年奉祝を全国各地で！

14．時事問題/田母神論文と村山談話

15．まちづくり問題/歌と町おこし－故郷（ふるさと）を歌う

16．時事問題/永住外国人地方参政権は実現させてはならない

17．時事問題/ちょっとまって！ 夫婦別姓

18．時事問題/「千船保釣」を阻止せよ！

　   ―沖縄・尖閣諸島を守るわれらが闘い 

19．時事問題/自民党地方組織・議員総局長衛藤晟一参議院議員に

　   聞く 民主党が進める危険な法案と尖閣問題の行方 

20. まちづくり問題/歌と町おこし－国民が育つ郷土づくりを

21. まちづくり問題/福岡の恥・高島宗一郎市長の"中国公務員4,000人採用発言"を斬る

〈これまでの特別篇〉

特　別　企　画

平成17年3月20日放送

平成17年5月29日放送

平成17年12月18日放送

平成18年2月12日放送

平成18年10月1日放送

平成18年10月8日放送

平成19年8月5日放送

平成19年10月14日放送

平成19年11月18日放送

平成19年11月25日放送

平成19年12月2日放送

平成19年12月9日放送

平成20年7月27日放送

平成20年11月16日放送

平成21年9月6日放送

平成21年10月4日放送

平成21年12月13日放送

平成23年8月7日放送

平成23年8月21日放送

平成24年7月15日放送

平成24年8月12日放送

平成24年12月23日の放送より

平成24年12月30日の放送より

平成25年1月6日の放送より

平成24年7月15日の放送より

平成24年8月12日の放送より
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シリーズ紹介インターネット生放送
http://touron.l-mate.net

アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net シリーズ紹介インターネット生放送
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スタジオ日本　特別報道番組
　平成15年10月にFM電波を利用して放送が開始された「日曜
討論」は、平成22年11月からインターネット・ユーストリームで生
放送し、またアーカイブでも視聴できるようになりました。
　ラジオと違って映像をご覧いただきながら、ツイッター等で視
聴者の皆様も討論にリアルタイムで参加できるようになりまし
た。
　スタジオ日本では、この仕組みを更に拡大深化させ、従来の
日曜討論とは別に平成23年8月から「特別報道番組」としての
放送を開始しました。
　これは私たちが国民の皆様に是非知って欲しいと願っているテーマの講演内容を取材し、広く世に発信
する新しい試みです。今日のマスコミやメディアでは決して報道されることのない催しを、インターネットを
利用して世界中に配信してまいります。明日の日本人である私たちの子孫のために「誇りある国づくり運動」
のメディア部門の一環として、日曜討論と同様、この番組も大いにご視聴ください。

〈これまでの特別報道番組〉

第８回追悼・感謝-英霊顕彰・県民の集い

平成23年8月21日放送

平成24年6月3日放送

平成24年7月21日

平成24年8月5日

平成24年8月26日

平成25年6月2日

１．第5回｢支える会｣定期総会・記念講演会・懇親会

　 江崎道朗先生（日本会議専任研究員）「マスコミの報じない歴史の真実／

　 開戦70周年～東京裁判史観の見直しがアメリカで始まった」

２．第10回　台湾特別講演会『ありがとう台湾　世界一の親日国へ感謝』

　 基調講演　黄文雄先生（文明史家）

　 演題「日本と台湾の過去・現在・未来～私たちが目指すべき日台の関係」

　 パネルディスカッション　黄文雄先生（文明史家）、施光恒先生（九州大学大学院准教授）、

　 柳原憲一先生（西日本台湾学友会前会長）、小菅亥三郎（日華(台)親善友好慰霊訪問団団長）

　 演題「東日本大震災から見えた日台の生命の絆～

　 　　　台湾国民は何故世界一のご支援をして下さったのか」

３．第23回 夏季講演会・納涼会

　吉永正春先生（戦国歴史研究家）「高橋紹運と岩屋城」

４．第8回 追悼・感謝　英霊顕彰・県民の集い

　田中英道先生（東北大学名誉教授）「社会主義者ルーズベルトの正体と日本改造計画」

５．第6回 定期総会・記念講演会・懇親会

　小山和伸先生（ (社)メディア報道研究政策センター理事長・神奈川大学経済学部教授）

　「反日国家の対日工作に呼応、国家崩壊を目論む　内なる敵 反日メディアを糾す」

６．第11回　台湾特別講演会『日台の魂の交流15周年記念事業』

　基調講演　黄文雄先生（文明史家）

　演題「思想的背景から見た日台の魂の交流～日本人の生と死を見つめながら魂の深層を探る」

　パネルディスカッション　黄文雄先生（文明史家）、施光恒先生（九州大学大学院准教授）、

　柳原憲一先生（西日本台湾学友会前会長）、小菅亥三郎（日華（台）親善友好慰霊訪問団団長）

　演題「今後の日本と台湾の真の交流について～私たちがめざすべき日台の関係」

１．｢日本に移民は必要か｣

２．「尖閣諸島は先祖から受け継いだ

　 私たち日本の国の領土です。」

３．「九州電力に感謝し、心から応援します。」

４．「待望の『日曜討論全番組アーカイブス』

　 4月公開！」 

５．「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげん 国を

　売るのはおやめなさい。」その１

６．「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげん 国を

　売るのはおやめなさい。」その２ 

［日曜討論HPお知らせ］

１．「『捏造の歴史教育にストップ』ホワイトハウス請願サイトに 

　 ご協力を！」 

２．「『米の慰安婦像撤去請願に署名を！』

　 ホワイトハウス請願サイトにご協力を！」

〈産經新聞意見広告掲載〉

平成22年5月13日

平成22年10月22日

平成23年11月4日

平成24年2月27日

平成24年8月5日

平成24年8月6日

平成24年4月24日

平成24年5月16日

番組開始周年企画
　平成23年6月5日には、文明史家　黄文雄先生をお迎えしま
した。黄文雄先生は、中国人も日本人と変わらないとの幻想や、
又、日本は中国を侵略したとの自虐史観が溢れていた日本で、い
ち早く「中国4000年の歴史は嘘である」、「アへン戦争は中国
の周辺諸国を中華秩序から解放した」、「日本は中国が長年か
かって実現できなかった近代国家を満州にわずか数年で誕生さ
せた」など、日本人にはない、独特の視点から中国を鋭く分析す
る著作を次から次へと発表され、我が国の論壇に大きな一石を
投じてこられました。中国人は日本人といったいどう違うのか先
生にお伺いしました。

１．真の日中友好を考える①(日中再考－似て非なる隣人)

２．真の日中友好を考える②(反日中国に如何に対応すべきか)

３．真の日中友好を考える③(増大する覇権主義中国の軍事的脅威に

　 日台は如何に対応すべきか)

４．軍人墓地の管理は国の責任である

５．福岡城と陸軍

６．黄文雄先生　日本、中国の文化・政治・歴史を語る

〈これまでの番組開始周年篇〉

平成23年6月5日の放送より

平成16年  9月26日放送

平成17年  7月  3日放送

平成19年  6月  3日放送

平成21年  8月23日放送

平成21年10月11日放送

平成23年  6月  5日放送

意見広告・インターネット  広報活動
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スタジオ日本　特別報道番組
　平成15年10月にFM電波を利用して放送が開始された「日曜
討論」は、平成22年11月からインターネット・ユーストリームで生
放送し、またアーカイブでも視聴できるようになりました。
　ラジオと違って映像をご覧いただきながら、ツイッター等で視
聴者の皆様も討論にリアルタイムで参加できるようになりまし
た。
　スタジオ日本では、この仕組みを更に拡大深化させ、従来の
日曜討論とは別に平成23年8月から「特別報道番組」としての
放送を開始しました。
　これは私たちが国民の皆様に是非知って欲しいと願っているテーマの講演内容を取材し、広く世に発信
する新しい試みです。今日のマスコミやメディアでは決して報道されることのない催しを、インターネットを
利用して世界中に配信してまいります。明日の日本人である私たちの子孫のために「誇りある国づくり運動」
のメディア部門の一環として、日曜討論と同様、この番組も大いにご視聴ください。

〈これまでの特別報道番組〉

第８回追悼・感謝-英霊顕彰・県民の集い

平成23年8月21日放送

平成24年6月3日放送

平成24年7月21日

平成24年8月5日

平成24年8月26日

平成25年6月2日

１．第5回｢支える会｣定期総会・記念講演会・懇親会

　 江崎道朗先生（日本会議専任研究員）「マスコミの報じない歴史の真実／

　 開戦70周年～東京裁判史観の見直しがアメリカで始まった」

２．第10回　台湾特別講演会『ありがとう台湾　世界一の親日国へ感謝』

　 基調講演　黄文雄先生（文明史家）

　 演題「日本と台湾の過去・現在・未来～私たちが目指すべき日台の関係」

　 パネルディスカッション　黄文雄先生（文明史家）、施光恒先生（九州大学大学院准教授）、

　 柳原憲一先生（西日本台湾学友会前会長）、小菅亥三郎（日華(台)親善友好慰霊訪問団団長）

　 演題「東日本大震災から見えた日台の生命の絆～

　 　　　台湾国民は何故世界一のご支援をして下さったのか」

３．第23回 夏季講演会・納涼会

　吉永正春先生（戦国歴史研究家）「高橋紹運と岩屋城」

４．第8回 追悼・感謝　英霊顕彰・県民の集い

　田中英道先生（東北大学名誉教授）「社会主義者ルーズベルトの正体と日本改造計画」

５．第6回 定期総会・記念講演会・懇親会

　小山和伸先生（ (社)メディア報道研究政策センター理事長・神奈川大学経済学部教授）

　「反日国家の対日工作に呼応、国家崩壊を目論む　内なる敵 反日メディアを糾す」

６．第11回　台湾特別講演会『日台の魂の交流15周年記念事業』

　基調講演　黄文雄先生（文明史家）

　演題「思想的背景から見た日台の魂の交流～日本人の生と死を見つめながら魂の深層を探る」

　パネルディスカッション　黄文雄先生（文明史家）、施光恒先生（九州大学大学院准教授）、

　柳原憲一先生（西日本台湾学友会前会長）、小菅亥三郎（日華（台）親善友好慰霊訪問団団長）

　演題「今後の日本と台湾の真の交流について～私たちがめざすべき日台の関係」

１．｢日本に移民は必要か｣

２．「尖閣諸島は先祖から受け継いだ

　 私たち日本の国の領土です。」

３．「九州電力に感謝し、心から応援します。」

４．「待望の『日曜討論全番組アーカイブス』

　 4月公開！」 

５．「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげん 国を

　売るのはおやめなさい。」その１

６．「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげん 国を

　売るのはおやめなさい。」その２ 

［日曜討論HPお知らせ］

１．「『捏造の歴史教育にストップ』ホワイトハウス請願サイトに 

　 ご協力を！」 

２．「『米の慰安婦像撤去請願に署名を！』

　 ホワイトハウス請願サイトにご協力を！」

〈産經新聞意見広告掲載〉

平成22年5月13日

平成22年10月22日

平成23年11月4日

平成24年2月27日

平成24年8月5日

平成24年8月6日

平成24年4月24日

平成24年5月16日

番組開始周年企画
　平成23年6月5日には、文明史家　黄文雄先生をお迎えしま
した。黄文雄先生は、中国人も日本人と変わらないとの幻想や、
又、日本は中国を侵略したとの自虐史観が溢れていた日本で、い
ち早く「中国4000年の歴史は嘘である」、「アへン戦争は中国
の周辺諸国を中華秩序から解放した」、「日本は中国が長年か
かって実現できなかった近代国家を満州にわずか数年で誕生さ
せた」など、日本人にはない、独特の視点から中国を鋭く分析す
る著作を次から次へと発表され、我が国の論壇に大きな一石を
投じてこられました。中国人は日本人といったいどう違うのか先
生にお伺いしました。

１．真の日中友好を考える①(日中再考－似て非なる隣人)

２．真の日中友好を考える②(反日中国に如何に対応すべきか)

３．真の日中友好を考える③(増大する覇権主義中国の軍事的脅威に

　 日台は如何に対応すべきか)

４．軍人墓地の管理は国の責任である

５．福岡城と陸軍

６．黄文雄先生　日本、中国の文化・政治・歴史を語る

〈これまでの番組開始周年篇〉

平成23年6月5日の放送より

平成16年  9月26日放送

平成17年  7月  3日放送

平成19年  6月  3日放送

平成21年  8月23日放送

平成21年10月11日放送

平成23年  6月  5日放送

意見広告・インターネット  広報活動
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皆様のご入会を心からお待ちしています

役員さんをご紹介します。

成就するまで継続します。（すべて数値は平成25年6月30日現在です。）

顧問　　　　　西川京子　　衆議院議員
顧問　　　　　鬼木　誠　　衆議院議員
顧問　　　　　山本泰藏　　日本会議福岡理事長
顧問　　　　　多久善郎　　日本協議会理事長
顧問　　　　　北村弥枝　　教育研究会未来理事長
顧問　　　　　小山和伸　　神奈川大学経済学部教授
相談役　　　　松俵義博　　松俵建設(株)会長
相談役　　　　関　文彦　　(株)関家具代表取締役
相談役　　　　角　洋一郎　九栄会会長
相談役　　　　三好　誠　　日本ペンクラブ会員
代表世話人　　小菅亥三郎　(専)ライセンスカレッジ理事長
副代表世話人　香月洋一　　(医)香月内科医院理事長

１　放送  　509回（但し、1回2.5時間） 1,272.5時間

２　出演者 　　　 　　  延べ2732名　正味369名　※内訳は正味369名の分で（　　）内は国土地理院の都道府県コードです。
  　性　別　男259名、女110名
  　地域別　

３　贈呈ＣＤ（テープ）　　3,645枚（本）　※ご出演いただいた方には、放送の収録ＣＤ（テープ）を贈呈！　原則1人2枚(本)！

４　慰労会　 　5回
　　　　　　 　①平成15年11月  9日（日）　渕上様による     9名　　梅の花
　　　　　　　 　　第1回「男女共同参画を考える」シリーズを終えて
　　　　　　 　②平成15年12月21日（日）　渕上様による　   9名　　梅の花
　　　　　　　 　　第2回「歴史教育を考える」シリーズを終えて
　　　　　　 　③平成16年  4月  4日（日）　渕上様による　 13名　　ウォーターリリー
　　　　　　　 　　第4回「海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて」シリーズを終えて
　　　　　　 　④平成16年  9月26日（日）　山口様による　 14名　　花万葉
　　　　　　　 　　第8回「愛は家庭から」シリーズを終えて
　　　　　　 　⑤平成17年  3月  5日（土）　山口様による　 15名　　花万葉
　　　　　　　 　　第11回「家族の絆」シリーズを終えて

５　集大成作業 　9回（但し、①は特集記事、②以降は特集号）
　　　　　　 　①平成16年6月号　 　　　通巻Ｎｏ.513　部数10,000　標語：子供は未来からの客人
　　　　　　 　②平成17年9月号　 　　　通巻Ｎｏ.528　部数  5,000　表紙：尖閣
　　　　　　 　③平成18年6・7月合併号　通巻Ｎｏ.533　部数  5,000　表紙：竹島
　　　　　　 　④平成19年春号　 　　　通巻Ｎｏ.537　部数  3,000　表紙：亀山上皇の像（元寇）
　　　　　　 　⑤平成20年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.543　部数  3,000　表紙：靖國神社
　　　　　　 　⑥平成21年夏号　 　　　通巻Ｎｏ.546　部数  2,400　表紙：対馬
　　　　　　 　⑦平成22年夏号　 　　　通巻Ｎｏ.550　部数  1,000　表紙：与那国島
　　　　　　 　⑧平成23年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.554　部数  1,000　表紙：東日本大震災
　　　　　　 　⑨平成24年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.558　部数  1,000　表紙：中国公務員4,000人採用問題で揺れる福岡市

６　総会他　 　9回（但し、懇親会含む）
　　　　　　 　①平成16年8月  8日（日）　発起人会  24名　　花万葉
　　　　　　 　②平成17年8月21日（日）　設立の集い  32名　　平和樓
　　　　　　 　③平成18年8月20日（日）　準備総会  32名　　テルラホール
　　　　　　 　④平成19年8月19日（日）　第1回定期総会  38名　　スカイホール
　　　　　　 　⑤平成20年8月17日（日）　第2回定期総会  44名　　スカイホール
　　　　　　 　⑥平成21年8月23日（日）　第3回定期総会  47名　　スカイホール
　　　　　　 　⑦平成22年8月22日（日）　第4回定期総会 　　　　 103名　　テルラホール
　　　　　　 　⑧平成23年8月21日（日）　第5回定期総会  82名　　テルラホール
　　　　　　 　⑨平成24年8月26日（日）　第6回定期総会  71名　　テルラホール

７　支える会　 　203名（但し、累計）
　　　　　　 　性別　男171名、女32名 種別　内訳　特別会員（法人）　12社　　正会員　　　70名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　　　　　特別会員（個人）　32名　　番組会員　　89名

８　かわら版　 　81回　　　　　　
　　　　　　 　発行期間　平成18年6月の第1号以来、平成24年6月の第81号まで、毎月20日に発行　　
　　　　　　 　発行部数　17,321部（81回ゆえ平均213部）

９　記念講演会 　6回
　　　　　　 　①平成19年8月19日（日）　 第1回記念講演会　　38名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢誇りある国づくり運動におけるメディア戦略の位置づけ｣
　　　　　　 　②平成20年8月17日（日）　 第2回記念講演会　　44名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢国益を守り真実を語り誠心を尽くすことに休日なし｣
　　　　　　 　③平成21年8月23日（日）　 第3回記念講演会　　47名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢偏向報道の連鎖を断ち切ろう
　　　　　　　 　　～ＮＨＫスペシャル『ＪＡＰＡＮデビュー』の偏向報道の裏にあるもの｣
　　　　　　 　④平成22年8月22日（日）　 第4回記念講演会　 103名　　テルラホール
　　　　　　　 　　清水馨八郎先生（千葉大学名誉教授）
　　　　　　　  　　｢日本文化・文明の本質～参院選と民主党の正体・Ｗ杯の総括などを通して｣
　　　　　　 　⑤平成23年8月21日（日）　 第5回記念講演会　　82名　　テルラホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議専任研究員）
　　　　　　　 　　｢マスコミの報じない歴史の真実／開戦70周年
　　　　　　　 　　～東京裁判史観の見直しがアメリカで始った」
　　　　　　 　⑥平成24年8月26日（日）　 第6回記念講演会　　71名　　テルラホール
　　　　　　　 　　小山和伸先生（メディア報道研究政策センター理事長）
　　　　　　　 　　｢反日国家の対日政策に呼応、国家崩壊を目論む内なる敵　反日メディアを糾す」

10 年末総会・新会員歓迎会　4回
  　①平成21年12月11日（金） 24名　　花万葉
　  　②平成22年12月10日（金） 40名　　松幸
　　  　③平成23年12月  9日（金） 35名　　松幸
　　  　④平成24年12月21日（金） 60名　　松幸　中山恭子先生（衆議院議員）「あの日、あの時。」

11 意見広告 　6回　
　  　①平成22年  5月13日（木） 産經新聞　全5段
　　  　　「日本に移民は必要か」
　　　　  　②平成22年10月22日（金） 産經新聞　全5段
　　　　  　　｢尖閣諸島は先祖から受け継いだ私たち日本の国の領土です。｣
　　　　　　 　③平成23年11月  4日（金） 産經新聞　全5段
　　　　　　 　　 「九州電力に感謝し、心から応援します。」
　　　　　　 　④平成24年2月27日（日） 産經新聞　全5段
　　　　　　  　　「待望の『日曜討論全番組アーカイブス』4月公開！」
  　⑤平成24年8月5日  産經新聞　全5段
  　　「福岡市長 高島宗一郎くん  いいかげん国を売るのはおやめなさい。」その1
  　⑥平成24年8月6日  産經新聞　全5段
  　　「福岡市長 高島宗一郎くん  いいかげん国を売るのはおやめなさい。」その2

12  スタジオ運営にともなう専任技術者研修会　3回
　　　　　　 　①平成23年  3月  2日（水）   7名　　てら岡
　　　　　　 　②平成23年11月  9日（水） 10名　　松幸
　　　　　　 　③平成24年  6月24日（日）   9名　　花万葉

世話人　　　　伊藤　伉　　伊藤メディアリテラシー研究所所長
世話人　　　　田中道夫　　(株)ハウジングアーキテクチャーＣＥＯ
世話人　　　　山口敬之　　教育研究会未来
世話人　　　　施　光恒　　九州大学大学院准教授
世話人　　　　木村秀人　　元高等学校教諭
世話人　　　　矢ヶ部大輔　福岡教育連盟執行委員長
世話人　　　　梶栗勝敏　　日本会議福岡事務局長
営業　　　　　井上久美子　(株)日本教育開発
会計　　　　　茅野輝章　　(株)日本教育開発
監事　　　　　日隈精二　　染呉服ますや店主

会則をご覧下さい。
第１条（名称）
本会は「スタジオ日本『日曜討論』番組（以下「番組」と称す）を支える会」
と称する。

第２条（事務局）
　　本会の事務局は福岡市中央区天神1-3-38に置く。
第３条（目的）
　　本会は①「誇りある国づくり」のための番組の継続。　
　　　　　②番組の放送主体であるスタジオ日本（以下「スタジオ」と称
　　　　　　す）の後援。
　　　　　③出演者（制作者含む）相互の研鑚及び親睦をその目的とする。
第４条（会員）
　　本会の会員は次の3種とする。
　　　　　①特別会員　本会の目的に賛同し、本会の事務局を支援するため、入

会金、賛助金1口以上を納める法人又は個人。
　　　　　②正会員　　本会の目的に賛同し、入会金、年会費を納める者。
　　　　　③番組会員　本会の目的に賛同し、番組成立のため協力でき、
　　　　　　　　　　　入会金、年会費を納める者。
第５条（入会）
本会に入会を希望する者は所定の申込手続により、入会することができる。

第６条（会費）
　　本会の経費は入会金、賛助金、会費、寄付金をもってこれに充当する。
　　　　　①会員として入会を希望する者は、入会金として1,000円を入会と

同時に納入する。
　　　　　②特別会員の賛助金（1口）は法人120,000円、個人10,000円と

し、入会と同時に納入し、次年度以降は3月末日迄に納入する。
　　　　　③正会員の会費は年額5,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年分を

一括して納入する。
　　　　　④番組会員の会費は年額3,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年分

を一括して納入する。

第７条（会計年度）
　　本会の会計年度は毎年4月1日より翌年3月31日迄とする。
第８条（役員）
　　本会に次の役員を置く。
　　　　　顧問　　　　若干名　有識者他。
　　　　　相談役　　　若干名　有識者他。
　　　　　代表世話人　　１名　会を代表し、会務を統括。
　　　　　副代表世話人　１名　代表世話人を補佐し、番組を企画。
　　　　　世話人　　　若干名　代表世話人の命を受けて、会務を処理。
　　　　　営業 １名　会員募集。
　　　　　会計　　　　　１名　会計事務処理。
　　　　　監事　　　　　１名　会計監査。
第９条（役員の任期）　　
　　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
第10条（役員の選任）
　　　　　①世話人は会員のうちから、代表世話人、副代表世話人は世話人のう

ちからそれぞれ役員会において選任する。
　　　　　②営業は会員募集、会計は会務処理を行う。
第11条（役員会）
　　役員会は代表世話人が必要に応じ招集する。
第12条（総会）
総会は原則として毎年8月にスタジオとの調整をとり開催することとし、代
表世話人及び役員会において必要と認めたときには、臨時総会を開催するこ
とができる。

第13条（総会の構成及び議決）
総会は会員の出席をもって成立し、議事については出席会員の過半数の賛成
で議決する。

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

〈平成15年10月から平成25年6月までの9年9ヶ月の記録〉※なお、項目は発生順におこしました。

〔順不同〕

北海道・東北（1―7） 　  1名
関東（8―14） 　26名
中部・北陸（15―23） 　  2名
近畿（24―30） 　  9名

中国（31―35）     6名
四国（36―39）     0名
九州（40―47） 323名
台湾　　　　     2名
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アーカイブ（過去の放送内容）
http://touron.l-mate.net 支える会インターネット生放送
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皆様のご入会を心からお待ちしています

役員さんをご紹介します。

成就するまで継続します。（すべて数値は平成25年6月30日現在です。）

顧問　　　　　西川京子　　衆議院議員
顧問　　　　　鬼木　誠　　衆議院議員
顧問　　　　　山本泰藏　　日本会議福岡理事長
顧問　　　　　多久善郎　　日本協議会理事長
顧問　　　　　北村弥枝　　教育研究会未来理事長
顧問　　　　　小山和伸　　神奈川大学経済学部教授
相談役　　　　松俵義博　　松俵建設(株)会長
相談役　　　　関　文彦　　(株)関家具代表取締役
相談役　　　　角　洋一郎　九栄会会長
相談役　　　　三好　誠　　日本ペンクラブ会員
代表世話人　　小菅亥三郎　(専)ライセンスカレッジ理事長
副代表世話人　香月洋一　　(医)香月内科医院理事長

１　放送  　509回（但し、1回2.5時間） 1,272.5時間

２　出演者 　　　 　　  延べ2732名　正味369名　※内訳は正味369名の分で（　　）内は国土地理院の都道府県コードです。
  　性　別　男259名、女110名
  　地域別　

３　贈呈ＣＤ（テープ）　　3,645枚（本）　※ご出演いただいた方には、放送の収録ＣＤ（テープ）を贈呈！　原則1人2枚(本)！

４　慰労会　 　5回
　　　　　　 　①平成15年11月  9日（日）　渕上様による     9名　　梅の花
　　　　　　　 　　第1回「男女共同参画を考える」シリーズを終えて
　　　　　　 　②平成15年12月21日（日）　渕上様による　   9名　　梅の花
　　　　　　　 　　第2回「歴史教育を考える」シリーズを終えて
　　　　　　 　③平成16年  4月  4日（日）　渕上様による　 13名　　ウォーターリリー
　　　　　　　 　　第4回「海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて」シリーズを終えて
　　　　　　 　④平成16年  9月26日（日）　山口様による　 14名　　花万葉
　　　　　　　 　　第8回「愛は家庭から」シリーズを終えて
　　　　　　 　⑤平成17年  3月  5日（土）　山口様による　 15名　　花万葉
　　　　　　　 　　第11回「家族の絆」シリーズを終えて

５　集大成作業 　9回（但し、①は特集記事、②以降は特集号）
　　　　　　 　①平成16年6月号　 　　　通巻Ｎｏ.513　部数10,000　標語：子供は未来からの客人
　　　　　　 　②平成17年9月号　 　　　通巻Ｎｏ.528　部数  5,000　表紙：尖閣
　　　　　　 　③平成18年6・7月合併号　通巻Ｎｏ.533　部数  5,000　表紙：竹島
　　　　　　 　④平成19年春号　 　　　通巻Ｎｏ.537　部数  3,000　表紙：亀山上皇の像（元寇）
　　　　　　 　⑤平成20年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.543　部数  3,000　表紙：靖國神社
　　　　　　 　⑥平成21年夏号　 　　　通巻Ｎｏ.546　部数  2,400　表紙：対馬
　　　　　　 　⑦平成22年夏号　 　　　通巻Ｎｏ.550　部数  1,000　表紙：与那国島
　　　　　　 　⑧平成23年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.554　部数  1,000　表紙：東日本大震災
　　　　　　 　⑨平成24年秋号　 　　　通巻Ｎｏ.558　部数  1,000　表紙：中国公務員4,000人採用問題で揺れる福岡市

６　総会他　 　9回（但し、懇親会含む）
　　　　　　 　①平成16年8月  8日（日）　発起人会  24名　　花万葉
　　　　　　 　②平成17年8月21日（日）　設立の集い  32名　　平和樓
　　　　　　 　③平成18年8月20日（日）　準備総会  32名　　テルラホール
　　　　　　 　④平成19年8月19日（日）　第1回定期総会  38名　　スカイホール
　　　　　　 　⑤平成20年8月17日（日）　第2回定期総会  44名　　スカイホール
　　　　　　 　⑥平成21年8月23日（日）　第3回定期総会  47名　　スカイホール
　　　　　　 　⑦平成22年8月22日（日）　第4回定期総会 　　　　 103名　　テルラホール
　　　　　　 　⑧平成23年8月21日（日）　第5回定期総会  82名　　テルラホール
　　　　　　 　⑨平成24年8月26日（日）　第6回定期総会  71名　　テルラホール

７　支える会　 　203名（但し、累計）
　　　　　　 　性別　男171名、女32名 種別　内訳　特別会員（法人）　12社　　正会員　　　70名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　　　　　特別会員（個人）　32名　　番組会員　　89名

８　かわら版　 　81回　　　　　　
　　　　　　 　発行期間　平成18年6月の第1号以来、平成24年6月の第81号まで、毎月20日に発行　　
　　　　　　 　発行部数　17,321部（81回ゆえ平均213部）

９　記念講演会 　6回
　　　　　　 　①平成19年8月19日（日）　 第1回記念講演会　　38名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢誇りある国づくり運動におけるメディア戦略の位置づけ｣
　　　　　　 　②平成20年8月17日（日）　 第2回記念講演会　　44名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢国益を守り真実を語り誠心を尽くすことに休日なし｣
　　　　　　 　③平成21年8月23日（日）　 第3回記念講演会　　47名　　スカイホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
　　　　　　　 　　｢偏向報道の連鎖を断ち切ろう
　　　　　　　 　　～ＮＨＫスペシャル『ＪＡＰＡＮデビュー』の偏向報道の裏にあるもの｣
　　　　　　 　④平成22年8月22日（日）　 第4回記念講演会　 103名　　テルラホール
　　　　　　　 　　清水馨八郎先生（千葉大学名誉教授）
　　　　　　　  　　｢日本文化・文明の本質～参院選と民主党の正体・Ｗ杯の総括などを通して｣
　　　　　　 　⑤平成23年8月21日（日）　 第5回記念講演会　　82名　　テルラホール
　　　　　　　 　　江崎道朗先生（日本会議専任研究員）
　　　　　　　 　　｢マスコミの報じない歴史の真実／開戦70周年
　　　　　　　 　　～東京裁判史観の見直しがアメリカで始った」
　　　　　　 　⑥平成24年8月26日（日）　 第6回記念講演会　　71名　　テルラホール
　　　　　　　 　　小山和伸先生（メディア報道研究政策センター理事長）
　　　　　　　 　　｢反日国家の対日政策に呼応、国家崩壊を目論む内なる敵　反日メディアを糾す」

10 年末総会・新会員歓迎会　4回
  　①平成21年12月11日（金） 24名　　花万葉
　  　②平成22年12月10日（金） 40名　　松幸
　　  　③平成23年12月  9日（金） 35名　　松幸
　　  　④平成24年12月21日（金） 60名　　松幸　中山恭子先生（衆議院議員）「あの日、あの時。」

11 意見広告 　6回　
　  　①平成22年  5月13日（木） 産經新聞　全5段
　　  　　「日本に移民は必要か」
　　　　  　②平成22年10月22日（金） 産經新聞　全5段
　　　　  　　｢尖閣諸島は先祖から受け継いだ私たち日本の国の領土です。｣
　　　　　　 　③平成23年11月  4日（金） 産經新聞　全5段
　　　　　　 　　 「九州電力に感謝し、心から応援します。」
　　　　　　 　④平成24年2月27日（日） 産經新聞　全5段
　　　　　　  　　「待望の『日曜討論全番組アーカイブス』4月公開！」
  　⑤平成24年8月5日  産經新聞　全5段
  　　「福岡市長 高島宗一郎くん  いいかげん国を売るのはおやめなさい。」その1
  　⑥平成24年8月6日  産經新聞　全5段
  　　「福岡市長 高島宗一郎くん  いいかげん国を売るのはおやめなさい。」その2

12  スタジオ運営にともなう専任技術者研修会　3回
　　　　　　 　①平成23年  3月  2日（水）   7名　　てら岡
　　　　　　 　②平成23年11月  9日（水） 10名　　松幸
　　　　　　 　③平成24年  6月24日（日）   9名　　花万葉

世話人　　　　伊藤　伉　　伊藤メディアリテラシー研究所所長
世話人　　　　田中道夫　　(株)ハウジングアーキテクチャーＣＥＯ
世話人　　　　山口敬之　　教育研究会未来
世話人　　　　施　光恒　　九州大学大学院准教授
世話人　　　　木村秀人　　元高等学校教諭
世話人　　　　矢ヶ部大輔　福岡教育連盟執行委員長
世話人　　　　梶栗勝敏　　日本会議福岡事務局長
営業　　　　　井上久美子　(株)日本教育開発
会計　　　　　茅野輝章　　(株)日本教育開発
監事　　　　　日隈精二　　染呉服ますや店主

会則をご覧下さい。
第１条（名称）
本会は「スタジオ日本『日曜討論』番組（以下「番組」と称す）を支える会」
と称する。

第２条（事務局）
　　本会の事務局は福岡市中央区天神1-3-38に置く。
第３条（目的）
　　本会は①「誇りある国づくり」のための番組の継続。　
　　　　　②番組の放送主体であるスタジオ日本（以下「スタジオ」と称
　　　　　　す）の後援。
　　　　　③出演者（制作者含む）相互の研鑚及び親睦をその目的とする。
第４条（会員）
　　本会の会員は次の3種とする。
　　　　　①特別会員　本会の目的に賛同し、本会の事務局を支援するため、入

会金、賛助金1口以上を納める法人又は個人。
　　　　　②正会員　　本会の目的に賛同し、入会金、年会費を納める者。
　　　　　③番組会員　本会の目的に賛同し、番組成立のため協力でき、
　　　　　　　　　　　入会金、年会費を納める者。
第５条（入会）
本会に入会を希望する者は所定の申込手続により、入会することができる。

第６条（会費）
　　本会の経費は入会金、賛助金、会費、寄付金をもってこれに充当する。
　　　　　①会員として入会を希望する者は、入会金として1,000円を入会と

同時に納入する。
　　　　　②特別会員の賛助金（1口）は法人120,000円、個人10,000円と

し、入会と同時に納入し、次年度以降は3月末日迄に納入する。
　　　　　③正会員の会費は年額5,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年分を

一括して納入する。
　　　　　④番組会員の会費は年額3,000円とし、3月末日迄に翌年度の1年分

を一括して納入する。

第７条（会計年度）
　　本会の会計年度は毎年4月1日より翌年3月31日迄とする。
第８条（役員）
　　本会に次の役員を置く。
　　　　　顧問　　　　若干名　有識者他。
　　　　　相談役　　　若干名　有識者他。
　　　　　代表世話人　　１名　会を代表し、会務を統括。
　　　　　副代表世話人　１名　代表世話人を補佐し、番組を企画。
　　　　　世話人　　　若干名　代表世話人の命を受けて、会務を処理。
　　　　　営業 １名　会員募集。
　　　　　会計　　　　　１名　会計事務処理。
　　　　　監事　　　　　１名　会計監査。
第９条（役員の任期）　　
　　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
第10条（役員の選任）
　　　　　①世話人は会員のうちから、代表世話人、副代表世話人は世話人のう

ちからそれぞれ役員会において選任する。
　　　　　②営業は会員募集、会計は会務処理を行う。
第11条（役員会）
　　役員会は代表世話人が必要に応じ招集する。
第12条（総会）
総会は原則として毎年8月にスタジオとの調整をとり開催することとし、代
表世話人及び役員会において必要と認めたときには、臨時総会を開催するこ
とができる。

第13条（総会の構成及び議決）
総会は会員の出席をもって成立し、議事については出席会員の過半数の賛成
で議決する。

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

〈平成15年10月から平成25年6月までの9年9ヶ月の記録〉※なお、項目は発生順におこしました。

〔順不同〕

北海道・東北（1―7） 　  1名
関東（8―14） 　26名
中部・北陸（15―23） 　  2名
近畿（24―30） 　  9名

中国（31―35）     6名
四国（36―39）     0名
九州（40―47） 323名
台湾　　　　     2名
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「スタジオ日本 日曜討論番組を支える会」でより良い番組を制作するため、

出演者ならびに関係先との連絡調整等「日曜討論」の放送を陰で担っている

スタッフの皆さんからコメントを頂きましたのでご紹介します。

中実　柚菜

　支える会事務局の井上と申します。

会員の皆様にはいつもご支援、ご協力

いただきましてありがとうございま

す。

　今年の2月中旬より、ご縁がありま

して、小菅理事長の許で働かせていた

だいております。　とても未熟すぎて

毎日が勉強、まさに働きながら学ぶと

いう一石二鳥の生活を送っています。

　今回、支える会事務局の業務を担当

することになりました。放送開始10

周年の記念すべき年に皆様のお手伝い

をさせて戴けることを光栄に思いま

す。

　世話人をはじめとする会員の皆様の

絶え間ない努力の上に成り立っている

番組のお役にたてるよう、微力ながら

お力添ができるよう務めて参りたいと

思います。皆様のご指導の下、日々精

進して参りますのでどうぞよろしくお

願い致します。

　国の在り方や歴史の真実、誇りある

先人の姿を発信していく放送番組とし

て｢スタジオ日本 日曜討論番組」が

10年目を迎えられます。10年の間、

毎週日曜日に1回も欠かすことなく放

送が継続されてきたことは、志ある役

員、出演者ならびにスタッフ、支える

会の皆様の行動、お気持ちがあってこ

そのことだと思います。

　わが国の報道は一部を除き、決して

真実を報道していません。マスコミに

よるミスリードは国益を損ね、安全保

障を危機に陥れかねません。これから

も放送という分野において、国益に照

らし合わせた真正保守の報道を貫く｢

日曜討論｣番組が他にない貴重な番組

として継続されることを願っておりま

す。

　最後になりましたが、毎週欠かすこ

となく発信される出演者の皆様、役員

の方々の大変なご努力と、リスナーの

方々のご期待に応えられるよう、私も

スタッフの一員として力を尽くして参

りたいと存じます。

井上　久美子

　日曜討論のパーソナリティーとして
参加させていただき、早いものでもう
８年の月日が流れようとしています。
この番組を通してさまざまな方と出会
い、今まであまり考えていなかった日
本という国について深く考える機会を
いただいた事は、私にとって意義深
く、番組に参加できてとても有難い事
と感じています。
　今の日本は尖閣諸島や竹島など、中
国や韓国との間での領土問題を抱えて
います。また歴史認識の違いから理不
尽な謝罪要求をされたり、外国へ向け
て真実ではない事をアピールされたり
していると聞きました。それなのに何
の危機感も持たず、テレビ局は今日も
韓流ドラマを流し続け、そしてそれに
嵌ってしまう女性の多いことに驚きま
す。何も知らずただぼんやりと暮らし
ている人が多いのは、とても恐ろしい
ことだと思います。自虐史観を教えこ
む教育機関、マスコミの偏向報道で事
実を知らされず、一方的に間違った情
報しか受け取る事ができないという状
況もその一因です。
　最近は民主党から自民党へと政権が
変わり、安倍首相の力強い発言が増え
た事や意図的に報道されなかったデモ
などもTwitterやFacebookなどで知る
ことが増え、若い方の中にもマスコミ
の報道に疑問を感じる人が少しずつ増
えてきているように感じます。その
方々に是非この番組を聞いていただ
き、今の日本の状況を正確に知ってい
ただくことにより、一人でも多くの方
が真剣に我が国の未来について考える
事が出来たら、これからの日本はいい
方向に変わっていくのではないかと思
います。知らないというのはとても危
険なことです。いつのまにか自分の国

の水源地が買い占められ対馬や尖閣が
他の国に狙われていても何の危機感も
持たないのはこの日本だけではないの
でしょうか。
　私は以前スイスのように永久中立国
でいたらいいのにと思っていました
が、この番組でスイスは中立国である
ためにきちんと自らの国を守るための
軍事力を持っているという話を聞いて
驚きました。そのような事実は聞いた
ことがなかったからです。でもよく考
えると、地続きのスイスが軍事力を持
たないままでいれば、あっという間に
他の国に侵略されてしまうのは子供で
もわかることです。日本は島国でその
意識が低いとはいえ、あまりにも無防
備であると言わざるを得ません。そう
いった意味からも一人一人が事実を知
り、しっかりと考えて行動できるよう
に、この番組では今起こっている出来
事やその裏側にある真実を解りやすく
伝えていけたらと思っています。日曜
討論は一つのテーマについて六回の放
送を行います。毎回興味深く素晴らし
いお話が繰り広げられております。ひ
とつひとつのテーマから自分の身にひ
きつけて真剣に考えてもらえるように
と願っています。難しい言葉ではなく
誰にでもわかる言葉で発信することで
政治に興味の無い人にもこの番組を聞
いてもらえたら嬉しいです。
　最後になりますがまだ日曜討論をお
聞きになっていらっしゃらない方はぜ
ひ一度この番組を聞いていただき、既
に聞いてくださっている皆様はお知り
合いの方にお声掛けをしていただく事
で皆様も日曜討論を作っていくひとり
となっていただければ幸いです。今後
とも日曜討論をよろしくお願いいたし
ます。

小野　実里

事務局の仕事です。
①番組の制作ならびにその品質を向上させるための一切の業務

②出演者の受付ならびに登番者の長期的確保

③県外出演者への交通費支給ならびに必要に応じて宿泊施設の手配

④出演者ならびに制作者への番組収録CDの送付

⑤番組収録CDの文章化作業と会員への送付

⑥出演者ならびに制作者が所属する関係先との連絡調整

⑦支える会の会員ならびに番組のリスナー拡大のための周辺への働きかけ作業

⑧「日曜討論かわら版」の発行と会員への送付

⑨スタジオの維持管理

⑩総会、講演会、懇親会、慰労会の開催

⑪その他、本会の目的を達成する為に必要な事業
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（0944）88-3515
〒831－0033
大川市幡保98-7

㈱関家具

（0948）42-1033
〒820-0205
嘉麻市岩崎1554-10

松俵建設㈱

（03）3476-5611
〒153－0042
東京都目黒区青葉台3-10-1
青葉台上毛ビル601

誇りある国づくりへ
国民の力を！

日本会議経済人同志会

（075）257-1805
〒604-8136
京都市中京区梅忠町三条通烏丸東入ル
中井ビル2階

教育研究会未来

（0820）56-5001
〒742-1102
山口県熊毛郡平生町平生村
821-6

亜細亜物産㈱

（092）641-3263
〒812－0044
福岡市博多区千代4-30-2
山本ビル4階

 国を愛する新しい
国民運動ネットワーク

日本会議福岡
（092）641-3263
〒812－0044
福岡市博多区千代4-30-2
山本ビル4階

 国を愛する新しい
国民運動ネットワーク

日本会議福岡

（092）721-0100
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

(専)ライセンスカレッジ
（0949）22-3520
〒822-0007
福岡県直方市下境1147-2

(医)香月内科医院

内　科

各種食品小売業

家族の強化・家庭の復活 家具製造・販売総合建設業

（092）714-4341
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

九 栄 会

九州不動産専門学院グループ
同窓会

（092）712-1331
〒810-0042
福岡県福岡市中央区赤坂3-4-6
(護国神社前・コアマンション横）

松　幸

京懐石

（0948）42-6660
〒820-0203
福岡県嘉穂市平607-1

光志興産㈲

不動産取引

福岡県知事認可  専修学校

１　スポンサーなしで番組を継続させている
２　謝礼無しで出演の連鎖を維持している
３　出演者をはじめとする広範な支援者の資金負担で
　　独自のスタジオを起ち上げ放送を継続させている

「スタジオ日本日曜討論」の放
送は、「支える会」会員の皆様
の会費・ご支援により運営され
ております。ここに会員の皆様
のご厚情に感謝申し上げます
とともに、法人会員の皆様をご
紹介いたします。
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日本会議福岡
（092）641-3263
〒812－0044
福岡市博多区千代4-30-2
山本ビル4階

 国を愛する新しい
国民運動ネットワーク

日本会議福岡

（092）721-0100
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

(専)ライセンスカレッジ
（0949）22-3520
〒822-0007
福岡県直方市下境1147-2

(医)香月内科医院

内　科

各種食品小売業

家族の強化・家庭の復活 家具製造・販売総合建設業

（092）714-4341
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

九 栄 会

九州不動産専門学院グループ
同窓会

（092）712-1331
〒810-0042
福岡県福岡市中央区赤坂3-4-6
(護国神社前・コアマンション横）

松　幸

京懐石

（0948）42-6660
〒820-0203
福岡県嘉穂市平607-1

光志興産㈲

不動産取引

福岡県知事認可  専修学校

１　スポンサーなしで番組を継続させている
２　謝礼無しで出演の連鎖を維持している
３　出演者をはじめとする広範な支援者の資金負担で
　　独自のスタジオを起ち上げ放送を継続させている

「スタジオ日本日曜討論」の放
送は、「支える会」会員の皆様
の会費・ご支援により運営され
ております。ここに会員の皆様
のご厚情に感謝申し上げます
とともに、法人会員の皆様をご
紹介いたします。
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平成24年7月1日到着分…No.380

［スタジオ日本・日曜討論御中］

龍之介より

拝啓　香月先生、川口先生　おは

ようございます。

　今日のテーマは外国人の日本の

不動産取得制限に関するものと

伺っています。両先生とも大正14年

に成立した外国人土地法（附則を

含めても9条しかありませんが）はよ

くご存知のことと思います。小生が

わからないのは外国人（特に中国系

資本）が日本の国防上重要とされて

いる土地の取得を現・民主党政権

が容認するかの姿勢であることで

す。外国人土地法4条に勅令（政

令）で規制をかけることが可能とさ

れているにもかかわらず、鳩山内

閣、菅内閣は2009年11月、2010

年6月、2010年10月に国会での御

馬鹿答弁でこれを否定。それと前後

して日本の水源地の土地を中国資

本が買いあさる動きが強くなったよ

うに思います。これを食い止める方

策が何かあるのか、放送での討論、

楽しみに拝聴しております。　敬具

平成24年8月12日到着分…No.386

［日曜討論番組ご参加の皆様へ］

いちリスナーより

　おはようございます。お盆のお忙

しい日曜日にこの番組にご参加さ

れておられることに先ず敬意を表し

ます。

　放送を聞いていて、見ていて本当

に腹立たしく思います。この市は

「北京市・福岡区」なのでしょう

か？ 施先生、富永議員がおっしゃ

る様に私達福岡市民の普通の人々

の思いを、生活を福岡は市政に汲み

取って欲しいです。中国の人々の思

いを大事にしたいのなら北京に

行ったまま帰って来なくてよいで

す。福岡市を守り、福岡市民が生活

し易くなるように日々考えて下さる

のが、市長の役割ではないでしょう

か? 天神を歩けば、中国人が歩道

いっぱい道をふさぎながら歩き、し

かも大声を出しながら日本人が通っ

てもよけようとせず、ぶつかったこ

とが何回もあります。ガイドが日本

語で「スミマセン、スミマセン」と言

うだけです。レジでも後から大声で

物を前に差し出し、マナーも何もあ

りません。元の静かできれいな街、

博多にもどして下さい。

　福岡市役所の前の交通表示はこ

ともあろうに「中国語」が一番上に

なっています。ここは「日本・福岡

市」ですよ！ 福岡市長、高島さん、

もっと足を地につけて私達日本人、

福岡市民のために税金を使って下

さい。

　私自身も市長に抗議の電話を入

れましたが、市長はもちろん出ず、

秘書（女性）が出ました。しかし秘

書ならもっとしっかり勉強しておい

て下さい。ただ聞くだけならルス電

とかわりません。

　5年で4,000人ものスパイが送ら

れてくる福岡市は日本の恥です。県

外の知人から福岡市に住んでいて

何をしている。恥ずかしくないかと

いう電話を何人もから受けました。

私は市長が白紙撤回されるまで、署

名運動など一般の心ある人に呼び

かけ続けます。皆さんも頑張られて

下さい。このテーマの放送はずっと

続けて下さい。

　産經新聞でしか、この問題を知る

ことが出来ず、他の新聞を読んでい

る人々にも、この実態を知らせて行

こうと思います。

　施先生、富永議員の様な勇気あ

る方が、一人二人とふえていきスパ

イが入って来ない福岡市となること

を願ってやみません。

　この放送が頼りですので、本当に

よろしくお願い致します。

平成24年10月14日到着分…No.391

［日曜討論の皆様へ］

いつも見ている人より

　本日も日曜日の10時から憂国的

な情報を発信していただきご苦労

様です。

　さて尖閣問題とは日日問題である

とは至言です。それは「手引者」と

の戦いという視点が重要であるとい

うことではないでしょうか。今回、わ

が福岡市は研修目的で中国公務員

を5年間で4,000人も採用するとい

うとんでもない発表をしました。7月

4日の産經新聞で発覚したこの問題

も9月26日でどうやら終息しそうで

すが、「事実上の撤回」が「真実の

撤回」になるまではいましばらく注

視が必要です。

　ところで7月4日から9月26日まで

の85日間でなぜかくも変わってし

まったのでしょうか。それは「手引

者」との戦いに特化した結果ではな

いでしょうか。この番組も全力で対

応してくれました。それではその「手

引者」とは一体誰だったのでしょう

か。それは何と｢高島宗一郎市長」

でした。つまり、中国と戦って勝った

ということではなく「手引者」との戦

いに勝った。その結果、中国の思惑

を粉砕したということだと思いま

す。

　横田めぐみさんが拉致されたの

も｢手引者｣がいたからです。それも

高島市長のような日本人がいたは

ずです。この部分の認識と覚悟が

残念ながら弱いのが保守の運動で

はないでしょうか。いろいろな「し

がらみ」に縛られてあの人が｢手引

者｣だと判っていても「こういうこと

をお願いしている」「あの時はお世

話になった」等々の理由で見過ごし

免罪してしまうケースが余りにも多

いように思えます。

　今回の市長の問題にしても公認

した政党や推薦した団体、応援し

た企業等は何の行動も起こしませ

んでした。恐らく市長との人間関係

の悪化を危惧しているのでしょう。

　つまりこうして国を売られていく

のです。日本をダメにするのは外国

人ではなく日本人なのです。しかし、

日本を守り、救うのも日本人以外考

えられません。

　日日問題を戦うスタジオ日本を応

援します。

平成25年2月3日到着分…No.397

［われわれはいつ日本人になった

のか！］

カルロスより

　スタジオ日本　日曜討論番組の

出演者の皆様、スタッフの皆様、早

朝からの放送を有難うございます。

　我々はいつから日本人になったの

か…なんと意義深い問いかけで

しょうか。

　これから日本を背負っていく子

供たちに、私たち大人はこの問いか

けに対し真実を教えていかねばな

りませんが、まず私たちが真実を教

えられていません。大変勉強になり

ます、有り難うございます。沢山の日

本人がこの放送に耳を傾けてほし

いものです。頑張って広めてゆきま

しょう。コメンテーターの皆様今後

も色々な所で講話をお願いします。

平成25年2月24日到着分…No.400

［日曜討論の皆様へ］

名もなき石ころより

　こんにちは。

　私はふとしたことから、メディア

や学校教育で日本の良いところと

か偉人などを紹介しないことに気が

つき、民主党政権になった時にこの

日曜討論に出会いました。その時か

ら3年以上番組を見ています。

　今日は台湾を通じて日本精神等

学ばせていただきました。日本人警

官、軍人の方が神様としてまつられ

ていることにものすごくびっくりし

て、やがて感動しました。

　また、このような番組を通じて大

手メディアは私たちをなめてかかっ

ていると思いました。

　私も、この訪問団について行きた

いくらいです。

平成25年4月28日到着分…No.404

［産經新聞を応援する会に届いた

コメント］

1.アメリカまで（「ウサギの耳」さん

より）

　ワシントンポストが、安倍たたき

を始めましたね。こういう外圧をど

うすればいいのでしょうか。アメリ

カにとやかく言われる筋合いない

です。だいたい、海賊と呼ばれた男

を読んでも、第二次世界大戦を引き

起こしたのは、アメリカが日本がそ

うせざるをえないように追い込んだ

んじゃないですか。

　あの人たち相変わらず反日なんで

すね。反日のアメリカマスコミの報

道を見て、頭にきました。

2.無題（「伊藤優司」さんより）

　中華人民共和国も大韓民国も日

本とは友好条約を結んでいます

が、実体は敵国でしょうね。よく仮

想敵国と言う言葉が使われますが、

仮想では無く本物の敵国でありま

す。それぞれ尖閣諸島や竹島に領

土的野心を抱いており、中国公船に

よる領海侵犯や中国軍機による領

空侵犯、韓国は実力行使による竹

島の不法占拠など、既に幾多の現

実問題を仕掛けられてます。

　そして、また両国は自国民に反日

教育を施し、日本の靖國神社や歴

史教科書にも攻撃をしている。これ

は武力攻撃では無く、日本国内にい

る親中親韓と呼ばれる反日のマスコ

ミや政治家を巧みに煽動して、日本

の文化に揺さぶりをかけて日本人の

アイデンティティーを破壊するため

の情報戦も仕掛けてきているので

す。この様に危険な隣人を持つ日本

としては、国防問題など現在進行形

の今そこにある危機という認識を持

たねばなりません。

　まさに交戦中と言っても、おかし

くない情況なのですから。
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平成24年7月1日到着分…No.380

［スタジオ日本・日曜討論御中］

龍之介より

拝啓　香月先生、川口先生　おは

ようございます。

　今日のテーマは外国人の日本の

不動産取得制限に関するものと

伺っています。両先生とも大正14年

に成立した外国人土地法（附則を

含めても9条しかありませんが）はよ

くご存知のことと思います。小生が

わからないのは外国人（特に中国系

資本）が日本の国防上重要とされて

いる土地の取得を現・民主党政権

が容認するかの姿勢であることで

す。外国人土地法4条に勅令（政

令）で規制をかけることが可能とさ

れているにもかかわらず、鳩山内

閣、菅内閣は2009年11月、2010

年6月、2010年10月に国会での御

馬鹿答弁でこれを否定。それと前後

して日本の水源地の土地を中国資

本が買いあさる動きが強くなったよ

うに思います。これを食い止める方

策が何かあるのか、放送での討論、

楽しみに拝聴しております。　敬具

平成24年8月12日到着分…No.386

［日曜討論番組ご参加の皆様へ］

いちリスナーより

　おはようございます。お盆のお忙

しい日曜日にこの番組にご参加さ

れておられることに先ず敬意を表し

ます。

　放送を聞いていて、見ていて本当

に腹立たしく思います。この市は

「北京市・福岡区」なのでしょう

か？ 施先生、富永議員がおっしゃ

る様に私達福岡市民の普通の人々

の思いを、生活を福岡は市政に汲み

取って欲しいです。中国の人々の思

いを大事にしたいのなら北京に

行ったまま帰って来なくてよいで

す。福岡市を守り、福岡市民が生活

し易くなるように日々考えて下さる

のが、市長の役割ではないでしょう

か? 天神を歩けば、中国人が歩道

いっぱい道をふさぎながら歩き、し

かも大声を出しながら日本人が通っ

てもよけようとせず、ぶつかったこ

とが何回もあります。ガイドが日本

語で「スミマセン、スミマセン」と言

うだけです。レジでも後から大声で

物を前に差し出し、マナーも何もあ

りません。元の静かできれいな街、

博多にもどして下さい。

　福岡市役所の前の交通表示はこ

ともあろうに「中国語」が一番上に

なっています。ここは「日本・福岡

市」ですよ！ 福岡市長、高島さん、

もっと足を地につけて私達日本人、

福岡市民のために税金を使って下

さい。

　私自身も市長に抗議の電話を入

れましたが、市長はもちろん出ず、

秘書（女性）が出ました。しかし秘

書ならもっとしっかり勉強しておい

て下さい。ただ聞くだけならルス電

とかわりません。

　5年で4,000人ものスパイが送ら

れてくる福岡市は日本の恥です。県

外の知人から福岡市に住んでいて

何をしている。恥ずかしくないかと

いう電話を何人もから受けました。

私は市長が白紙撤回されるまで、署

名運動など一般の心ある人に呼び

かけ続けます。皆さんも頑張られて

下さい。このテーマの放送はずっと

続けて下さい。

　産經新聞でしか、この問題を知る

ことが出来ず、他の新聞を読んでい

る人々にも、この実態を知らせて行

こうと思います。

　施先生、富永議員の様な勇気あ

る方が、一人二人とふえていきスパ

イが入って来ない福岡市となること

を願ってやみません。

　この放送が頼りですので、本当に

よろしくお願い致します。

平成24年10月14日到着分…No.391

［日曜討論の皆様へ］

いつも見ている人より

　本日も日曜日の10時から憂国的

な情報を発信していただきご苦労

様です。

　さて尖閣問題とは日日問題である

とは至言です。それは「手引者」と

の戦いという視点が重要であるとい

うことではないでしょうか。今回、わ

が福岡市は研修目的で中国公務員

を5年間で4,000人も採用するとい

うとんでもない発表をしました。7月

4日の産經新聞で発覚したこの問題

も9月26日でどうやら終息しそうで

すが、「事実上の撤回」が「真実の

撤回」になるまではいましばらく注

視が必要です。

　ところで7月4日から9月26日まで

の85日間でなぜかくも変わってし

まったのでしょうか。それは「手引

者」との戦いに特化した結果ではな

いでしょうか。この番組も全力で対

応してくれました。それではその「手

引者」とは一体誰だったのでしょう

か。それは何と｢高島宗一郎市長」

でした。つまり、中国と戦って勝った

ということではなく「手引者」との戦

いに勝った。その結果、中国の思惑

を粉砕したということだと思いま

す。

　横田めぐみさんが拉致されたの

も｢手引者｣がいたからです。それも

高島市長のような日本人がいたは

ずです。この部分の認識と覚悟が

残念ながら弱いのが保守の運動で

はないでしょうか。いろいろな「し

がらみ」に縛られてあの人が｢手引

者｣だと判っていても「こういうこと

をお願いしている」「あの時はお世

話になった」等々の理由で見過ごし

免罪してしまうケースが余りにも多

いように思えます。

　今回の市長の問題にしても公認

した政党や推薦した団体、応援し

た企業等は何の行動も起こしませ

んでした。恐らく市長との人間関係

の悪化を危惧しているのでしょう。

　つまりこうして国を売られていく

のです。日本をダメにするのは外国

人ではなく日本人なのです。しかし、

日本を守り、救うのも日本人以外考

えられません。

　日日問題を戦うスタジオ日本を応

援します。

平成25年2月3日到着分…No.397

［われわれはいつ日本人になった

のか！］

カルロスより

　スタジオ日本　日曜討論番組の

出演者の皆様、スタッフの皆様、早

朝からの放送を有難うございます。

　我々はいつから日本人になったの

か…なんと意義深い問いかけで

しょうか。

　これから日本を背負っていく子

供たちに、私たち大人はこの問いか

けに対し真実を教えていかねばな

りませんが、まず私たちが真実を教

えられていません。大変勉強になり

ます、有り難うございます。沢山の日

本人がこの放送に耳を傾けてほし

いものです。頑張って広めてゆきま

しょう。コメンテーターの皆様今後

も色々な所で講話をお願いします。

平成25年2月24日到着分…No.400

［日曜討論の皆様へ］

名もなき石ころより

　こんにちは。

　私はふとしたことから、メディア

や学校教育で日本の良いところと

か偉人などを紹介しないことに気が

つき、民主党政権になった時にこの

日曜討論に出会いました。その時か

ら3年以上番組を見ています。

　今日は台湾を通じて日本精神等

学ばせていただきました。日本人警

官、軍人の方が神様としてまつられ

ていることにものすごくびっくりし

て、やがて感動しました。

　また、このような番組を通じて大

手メディアは私たちをなめてかかっ

ていると思いました。

　私も、この訪問団について行きた

いくらいです。

平成25年4月28日到着分…No.404

［産經新聞を応援する会に届いた

コメント］

1.アメリカまで（「ウサギの耳」さん

より）

　ワシントンポストが、安倍たたき

を始めましたね。こういう外圧をど

うすればいいのでしょうか。アメリ

カにとやかく言われる筋合いない

です。だいたい、海賊と呼ばれた男

を読んでも、第二次世界大戦を引き

起こしたのは、アメリカが日本がそ

うせざるをえないように追い込んだ

んじゃないですか。

　あの人たち相変わらず反日なんで

すね。反日のアメリカマスコミの報

道を見て、頭にきました。

2.無題（「伊藤優司」さんより）

　中華人民共和国も大韓民国も日

本とは友好条約を結んでいます

が、実体は敵国でしょうね。よく仮

想敵国と言う言葉が使われますが、

仮想では無く本物の敵国でありま

す。それぞれ尖閣諸島や竹島に領

土的野心を抱いており、中国公船に

よる領海侵犯や中国軍機による領

空侵犯、韓国は実力行使による竹

島の不法占拠など、既に幾多の現

実問題を仕掛けられてます。

　そして、また両国は自国民に反日

教育を施し、日本の靖國神社や歴

史教科書にも攻撃をしている。これ

は武力攻撃では無く、日本国内にい

る親中親韓と呼ばれる反日のマスコ

ミや政治家を巧みに煽動して、日本

の文化に揺さぶりをかけて日本人の

アイデンティティーを破壊するため

の情報戦も仕掛けてきているので

す。この様に危険な隣人を持つ日本

としては、国防問題など現在進行形

の今そこにある危機という認識を持

たねばなりません。

　まさに交戦中と言っても、おかし

くない情況なのですから。
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